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ং

　茨城県では，ߧۉある発లを೦頭におきながら，地域の特性を生

かしたৼڵを図るために，高規格װ線道路などの県土基盤の整備と

ともに，広域的なަ通ωットワークの整備をਐめています。

　一ൠࠃ道 123 号ܡ常北バΠパス整備事業は，茨城県が城ཬ町内の

混ࡶ緩࿨を図るため，計画されたものです。

　しかしながら，この事業༧定地内には藤前遺跡と並松遺跡が所在

し，記࿥อ存のા置をߨずるඞ要があるため，当財団が茨城県ਫށ

土木事຿所から埋蔵文化財発掘調査の委ୗを受け，藤前遺跡は平成

22 年１月から３月までと平成 22 年７月から８月までの５か月間 , 並

松遺跡は平成 22 年１月から３月までの３か月間にわたりこれを実施

しました。

　本書は，藤前遺跡と並松遺跡の調査成Ռを収࿥したものです。ֶ

ज़的な研究資料としてはもとより，ڷ土のྺ史に対する理解を深め，

教育・文化の向上の一助として御׆用いただければ޾いです。

　最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行にࢸるまで，委ୗ

ऀである茨城県ਫށ土木事຿所から多大な御ྗڠをࣀりましたこと

に対し，厚く御ྱਃし上げますとともに，茨城県教育委員会，城ཬ

町教育委員会をはじめ，関係各位からいただいた御指ಋ，御ྗڠに

対し深くँײਃし上げます。

財団法人茨城県教育財団

平 成 23 年 ３ 月

理 事 長 Ҵ 葉 節 生



例 ݴ

１　本書は，茨城県ਫށ土木事຿所の委ୗにより，財団法人茨城県教育財団が平成 21・22 年度に発掘調査を

　実施した茨城県東茨城܊城ཬ町石塚 1584 番地の３ほかに所在する藤
ㆵ㆘

前
ㆾㆆ

遺跡及び茨城県東茨城܊城ཬ町石塚

　1629 番地ほかに所在する並
ㆪㆿ

松
ㆾㆤ

遺跡の発掘調査報告書である。

２　発掘調査期間及び整理期間は以下のとおりである。

藤前遺跡

　調査　　平成 22 年１月４೔～３月 31 ೔

　　　　　　　　平成 22 年７月１೔～８月 31 ೔

　　　　整理　　平成 22 年 11 月１೔～平成 23 年３月 31 ೔

　　　並松遺跡

　調査　　平成 22 年１月４೔～３月 31 ೔

　整理　　平成 22 年 11 月１೔～平成 23 年３月 31 ೔

３　発掘調査は，調査՝長஑ాߊ一のもと，以下のऀが୲当した。

　　平成 21 年度

　　　ट੮調査員݉൝長　　　　白ాਖ਼子

　　　主೚調査員　　　　　　　小野੓ඒ

　　　調　査　員　　　　　　　前ౡ直人

　　平成 22 年度

　　　ट੮調査員݉൝長　　　　օ川　修

　　　主೚調査員　　　　　　　ᓎ井׬հ

　　　調　査　員　　　　　　　ࣛౡ直थ

４　整理及び本書のࣥ筆・編集は，整理՝長ֽଜએ行のもと，調査員前ౡ直人が୲当した。



ຌ 例

１　両遺跡の地区設定は , ೔本平面直角࠲標第ᶟ࠲ܥ標に४ڌし，̭＝ʴ 54120 ｍ , ̮＝ʴ 49000 ｍのަ点を

基४点（Ａ１a1）とした。なお，この原点は，世ք測地ܥによる基४点である。

この基४点を基に遺跡範囲内を東西・南北各々 40 ｍ四方の大調査区に分ׂし，さらに，この大調査区を

東西・南北に各々 10 等分し，４ｍ四方の小調査区を設定した。

　大調査区の名শは，ΞルϑΝϕットとࢉ用数字を用い，北から南へＡ，Ｂ，Ｃʜ，西から東へ１,２,３ʜとし，

「Ａ１区」「Ｂ２区」のようにݺশした。さらに小調査区は，北から南へ a，b，cʜj，西から東へ 1，2，3，

ʜ0 と小文字を付し，名শは，大調査区の名শを冠して「Ａ１a1 区」「Ｂ２b2 区」のようにݺশした。

２　実測図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は࣍のとおりである。

　　遺構　　SA －柵列跡　SB －掘立柱建物跡　SD －溝跡　SI －竪穴住居跡　SK －土坑　S9 －不明遺構

　　　　　　̥－ピット　PG －ピット群

　　遺物　　DP －土製品　TP －୓本記࿥土器　Ｑ－石器・石製品　M －金属製品　N －馬歯

　　土層　　̠－撹乱

３　遺構・遺物実測図の作成方法については，࣍のとおりである。

　（1） 遺構全体図は 800 分の１，各遺構の実測図は原ଇとして 60 分の１のॖईで掲載した。種類や大きさに

より異なる場合は，個々にॖईをスケールで表示した。

　（2） 遺物実測図は，原ଇとして３分の１のॖईで掲載した。種類や大きさにより異なる場合は，個々にॖई

　　をスケールで表示した。

   （3） 遺構・遺物実測図中の表示は，࣍のとおりである。

　　　　　　　焼土　　　　　　火床面・漆　　　　　　竈部材・黒色処理　　　　　　柱痕・油煙・煤

         ˔土器　　○土製品　　˘石器・石製品　˚金属製品　　　　　　　硬化面

４　土層観察と遺物における色調の判定は，『新൛標४土色஽』（小山ਖ਼஧・竹原秀雄編ஶ　೔本色研事業ג

ࣜ会ࣾ）を使用した。また，土層解説中の含有物については，各総量で記載した。

５　遺構一覧表・遺物観察表の表記については，࣍のとおりである。

　（1） 現存஋は（　）を，推定஋は［　］を付して示した。計測஋の単位はｍ，㎝，̶で示した。 

　（2） 遺物観察表の備考のཝは，残存率，ࣸ真図൛番号及びその他ඞ要と思われる事߲を記した。

　（3） 遺物番号は通し番号とし，本文，ૠ図，観察表，ࣸ真図൛に記した番号と同一とした。

６　竪穴住居跡の「主軸」は，炉・竈を通る軸線とし，主軸方向は，その他の遺構の長軸（径）方向と共に，

－標北からみて，どの方向にどれだけৼれているかを角度で表示した（例　Ｎ࠲ 10°－Ｅ）。
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藤
ふじ

前
まえ

遺跡・並
なみ

松
まつ

遺跡の概要

Ҩ੻ͷҐஔͱௐࠪͷ໨త
藤前遺跡と並松遺跡は，城ཬ町の東部に位置し，那

珂川右岸の標高 46 ｍの台地上に近接して立地していま
す。今回の調査は，一ൠࠃ道 123 号ܡ常北バΠパスの
道路整備事業に先だって行いました。道路༧定地内に両
遺跡があることから，遺跡の内容を図やࣸ真に記࿥する
ために，茨城県教育財団が発掘調査を実施しました。

北側上空から見た藤前遺跡（手前）と並松遺跡（奥）

ௐࠪͷ಺༰
藤前遺跡は平成 21・22 年度の２回にわたり 6,864㎡の面積を，並松遺跡は平

成 21 年度に 1,435㎡を調査しました。その݁Ռ，藤前遺跡では竪穴住居跡 43 軒，
掘立柱建物跡 10 棟，土坑 27 基，溝跡６条，柵列跡１か所，ピット群４か所，
不明遺構１か所を，並松遺跡では竪穴住居跡４軒，堀跡１条，土坑３基，溝跡
２条を確認しました。主な出土遺物としては，藤前遺跡からは土師器（坏・高
台付坏・鉢・甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・皿・蓋・盤・甕・壺・瓶），土

城ཬ町
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第 13 号住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　 第 16 号住居跡
　確認した 43 軒の竪穴住居跡のなかで９世紀中葉の第 13 号住居跡，９世紀前葉の第 16 号住居跡は南
壁の中央部の出入り口部に半円状の張り出し施設をもつ特घなものです。

製品（管状土錘・羽口），石器・石製品（鏃・掻器・紡錘車），金属製品（刀子・斧・
鎌・釘・閂ヵ・鍵ヵ・鉇・鉸具），並松遺跡からは土師器（坏・高台付坏・鉢・甕），
須恵器（坏・高台付坏・甕・壺・瓶），土師質土器（皿・鍋・火鉢），陶磁器（皿・
碗・擂鉢），石器（砥石），金属製品（鍬先），馬歯などが出土しました。

第 17 号住居跡遺物出土状況
　８世紀後葉の第 17 号住居跡からは，須恵器
の短頸壺や坏，高台付坏といった৯器類が多
数出土しました。

第 18 Ａ・Ｂ号住居跡掘方׬掘状況
　掘方調査を行った݁Ռ，住居を拡張している
痕が確認できました。当ॳは内側の赤線の規模
であったものを外側の赤線の大きさまで掘り広
げています。Ո଒が増えたのでしΐうか。

第６号掘立柱建物跡

　藤前遺跡で確認した掘立柱建物跡は 10 棟で

奈良・平安時代のものです。これらは L 字状

に配置されています。もしかすると遺跡のす͙

近くに蔵前・蔵脇といった字名が残っているこ

とから，倉庫として利用されていた可能性も考

えられます。
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第３号溝跡׬掘状況第１号溝跡׬掘状況

金剛院跡金剛院跡

手前側が藤前遺跡で，奥の丸ҹが付いているところが中世の石塚城の本丸（Ⅰ郭）があった場所です。
並松遺跡からは，幅約４ｍ，深さ 1.8 ｍの箱

ㆯ㆓

薬
㇄

研
㆒㇓

堀を確認しており，石塚城の外堀の可能性があります。
また，藤前遺跡から同様の形状であることから同時期と考えられる溝跡を２条確認しました。

藤前遺跡と石塚城跡
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ௐࠪͷ੒Ռ
今回の調査で確認できた集落は，藤前・並松の両遺跡とも奈良・平安時代の

ものであることが分かりました。藤前遺跡と並松遺跡は近接しており，同じ時
期の住居跡が確認できたことから１つの大きな集落であったと考えられます。
また，並松遺跡で確認できた堀跡は，中世石塚氏の居城であった石塚城の外堀
跡と考えられ，現存する内堀跡とともに城館跡の縄張りを考える上で大変貴重
な資料になるものです。

南西方向から見た並松遺跡

並松遺跡　第１号堀跡想定図
　第１号堀跡は，地元の方の話によると「ੲは赤
の点線上に延びており，道路の辺りで直角に曲
がって東側に延びていた」ということです。

第２号住居跡
　並松遺跡の住居跡はいずれも小規模で，竈が北
側の壁に付設されています。
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第１章　調　査　ܦ　Ң

　　　第１節　調査にࢸるܦҢ

　藤前遺跡・並松遺跡（平成 21 年度調査分）

　平成 19 年６月 28 ೔，茨城県ਫށ土木事຿所長は茨城県教育委員会教育長に対して，一ൠࠃ道 123 号ܡ常北

バΠパス整備事業地内における埋蔵文化財の所在の有無及びその取ѻいについて照会した。これを受けて茨城

県教育委員会は平成 19 年８月７೔に現地踏査を，平成 19 年９月 13・14 ೔に藤前遺跡・並松遺跡のࢼ掘調査

を実施し遺跡の所在を確認した。

　平成 19 年 10 月 22 ೔，茨城県教育委員会教育長は茨城県ਫށ土木事຿所長あてに，事業地内に藤前遺跡と

並松遺跡が所在すること，及びその取ѻいについて別్ٞڠがඞ要であることを回౴した。

　平成 20 年２月９೔，茨城県ਫށ土木事຿所長は茨城県教育委員会教育長に対して，文化財อޢ法第 94 条の

規定に基ͮき，土木工事のための埋蔵文化財แ蔵地の発掘について通知した。平成 20 年２月 27 ೔，茨城県教

育委員会教育長は現状อ存が困難であることから，記࿥อ存のための発掘調査がඞ要であると決定し，茨城県

知事あてに工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成 21 年３月 16 ೔，茨城県ਫށ土木事຿所長は茨城県教育委員会教育長に対して，一ൠࠃ道 123 号ܡ常北

バΠパス整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についてのٞڠ書をఏ出した。平成 21 年３月 26 ೔，茨城

県教育委員会教育長は茨城県ਫށ土木事຿所長あてに，藤前遺跡と並松遺跡について発掘調査の範囲及び面積

等について回౴し，あわせて調査機関として，財団法人茨城県教育財団を঺հした。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県ਫށ土木事຿所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委ୗを受け，藤

前遺跡及び並松遺跡は，平成 22 年１月４೔から３月 31 ೔まで発掘調査を実施した。

　藤前遺跡（平成 22 年度調査分）

　茨城県教育委員会は，平成 22 年１月 29 ೔に藤前遺跡のࢼ掘調査を実施し遺跡が広がっていることを確認し

た。

　平成 22 年２月 26 ೔，茨城県教育委員会教育長は茨城県ਫށ土木事຿所長あてに，事業地内に遺跡が所在す

ること，及びその取ѻいについて別్ٞڠがඞ要であることを回౴した。

　平成 20 年２月９೔，茨城県ਫށ土木事຿所長は茨城県教育委員会教育長に対して，文化財อޢ法第 94 条の

規定に基ͮき，土木工事のための埋蔵文化財แ蔵地の発掘について通知した。平成 20 年２月 27 ೔，茨城県教

育委員会教育長は現状อ存が困難であることから，記࿥อ存のための発掘調査がඞ要であると決定し，茨城県

知事あてに，工事着手前に発掘調査を実施するよう通知した。

　平成 21 年３月 16 ೔，茨城県ਫށ土木事຿所長は茨城県教育委員会教育長に対して，一ൠࠃ道 123 号ܡ常北

バΠパス整備事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施についてのٞڠ書をఏ出した。平成 22 年３月１೔，茨城

県教育委員会教育長は，ਫށ土木事຿所長あてに，藤前遺跡について発掘調査の範囲及び面積等について回౴

し，あわせて調査機関として，財団法人茨城県教育財団を঺հした。

　財団法人茨城県教育財団は，茨城県ਫށ土木事຿所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委ୗを受け，藤

前遺跡の発掘調査を，平成 22 年７月１೔から８月 31 ೔まで実施した。
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（1）藤前遺跡 （2）並松遺跡

工程 月
平成 21 年度

１月 ２月 ３月

調査४備
表土除ڈ
遺構確認

遺構調査

遺物ચড়
஫　　記
ࣸ真整理

補଍調査
ఫ　　収

工程 月
平成 21 年度

１月 ２月 ３月
平成 22 年度

７月 ８月

調査४備
表土除ڈ
遺構確認

遺構調査

遺物ચড়
஫　　記
ࣸ真整理

補଍調査
ఫ　　収

　　　第２節　 調　査　ܦ　ա

　藤前遺跡は，平成 22 年１月４೔から３月 31 ೔までと平成 22 年７月 1 ೔から８月 31 ೔まで，並松遺跡は平

成 22 年１月４೔から３月 31 ೔まで発掘調査を実施した。その概要を表で記載する。
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第２章　位　置　と　؀　境

　　　第１節　 地 理 的 ؀ 境

藤
ㆵ㆘

前
ㆾㆆ

遺跡は茨城県東茨城܊城ཬ町（旧常北町）石塚 1584 番地の３ほかに，並
ㆪㆿ

松
ㆾㆤ

遺跡は茨城県東茨城܊城ཬ

町石塚 1629 番地ほかに所在している。城ཬ町は平成 17 年２月１೔に常北町，七会ଜ，ܡଜの３町ଜの合ซに

よってできた町で，県のほぼ中央部に位置している。

　町域の地形は，西部がܲ଍山地で，東部へ向かって緩斜面のٰྕ性山地が広がっている。この山地の東部は，

Տ岸ஈٰや台地となっており，台地部分は那珂川と西ా川にڬまれた那珂西台地，西ా川と藤井川にڬまれた

十万原台地，藤井川と前沢川にڬまれた上入野台地に細分されている。これらの台地は第３紀層を基盤とし，

その上部には第４紀ߑ積層である礫層，粘土層，ࣛপ軽石層，関東ローム層が堆積しており１），関東ローム層

の上には今市・七本桜軽石の堆積が確認できる。台地周辺にはՏ川のਁ৯によって形成されたԭ積地がथࢬ状

に広がっており，藤井川，西ా川などの小Տ川が那珂川へ஫いでいる。

　両遺跡は那珂西台地の北部，那珂川右岸の東西に広がる標高 46 ｍの台地端部に位置している。両遺跡間は

平坦地で続いており，ڑ離が約 160 ｍと近接している。調査前の現状は，畑地と林である。

　　　　

　　　第２節　 ྺ 史 的 ؀ 境

　これまでに周辺の台地上では，分෍調査や発掘調査によって多くの遺跡が確認されている。特に那珂川と西

ా川に面した那珂西台地上には，数多くの遺跡が存在している。ここでは，藤
ㆵ㆘

前
ㆾㆆ

遺跡ʪᶃʫ，並
ㆪㆿ

松
ㆾㆤ

遺跡ʪᶄʫ

と関連する遺跡を中心に記述する。

　旧石器時代では，藤井川と前沢川にڬまれたઉ状台地上の東端部に立地する上
ㆉㆿ

入
ㆂ㇊

野
ㆮ

遺跡で３基の土坑が確認

され，うち最も古い第 16 号土坑は約 32,000 年前という年代が༩えられている２）。十
㆘㇅ㆄ

万
ㆾ㇓

原
ㆱ㇉

遺跡３）は藤井川と西

ా川にڬまれたઉ状台地の東端部に立地し，石器集中地点と集石土坑が確認され，スクϨΠパーや台石などが

出土している。

　縄文時代になると，二
ㆫ

の沢
㆕㇏

A 遺跡や二
ㆫ

の沢
㆕㇏

B 遺跡ʪ18ʫでは，ૣ期末から前期ॳ頭の竪穴住居跡が４），

十万原遺跡ではૣ・中・後期の竪穴住居跡が確認されている。また，藤井川と前沢川にڬまれたઉ状台地上に

位置する後
ㆄ㆗㇍

側
ㆋ㇏

遺跡では，中期の竪穴住居跡などが確認されている５）。この他，中
ㆪㆉ

࠺
ㆤㆾ

遺跡，片
ㆉ㆟

ࠜ
ㆭ

山
㇄ㆾ

遺跡（旧片
ㆉ㆟

山
㇄ㆾ

遺跡）ʪ５ʫなどで遺物のࢄ෍がみられる６）。

　弥生時代の遺跡としては，二の沢 A 遺跡や二の沢 B 遺跡，ニガサワ古墳群７）ʪ20ʫ，十万原遺跡，上入野遺

跡が確認されており，ઉ状台地の縁辺部に立地している。

　当台地上では，古墳時代前期になると遺跡数が増加している。二の沢 A 遺跡，ニガサワ遺跡８）ʪ19ʫ，上入

野遺跡など前期の集落跡からは S 字甕が出土しており，東ւ地方との関わりがうかがえる。また，中期の十万

原遺跡では஁໶工๪跡が確認されており，鉄滓や஁造剥片，羽口，砥石等が出土している。

　ニガサワ古墳群では，６世紀後半から７世紀前半にかけての古墳５基が確認されている。第２号墳は全長

31 ｍの前方後円墳で，主体部は横穴ࣜ木ࣨである。ۻや直刀，鉄鏃などが出土しており，６世紀第４四半期

と考えられている。その他，山
㇄ㆾ

ノ
ㆮ

上
ㆄㆆ

古墳群や十万原古墳群ʪ21），ਗ਼
㆗

ਫ
ㆿ㆚

台
ㆠㆂ

古墳群，増
ㆾ㆗

井
ㆂ

古墳ʪ23ʫなどが藤井
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ୈ̍ਤ　藤前遺跡・並松遺跡周辺遺跡分෍図（ࠃ土地理Ӄ 25,000 分の 1「石塚」「ಙ蔵」）
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表１　藤前遺跡・並松遺跡周辺遺跡一覧表

番

号
遺　跡　名

時　　　代

番

号
遺　跡　名

時　　　代

旧

石

器

縄
　
　
　
文

弥
　
　
　
生

古
　
　
　
墳

奈
良
・
平
安

中
　
　
　
世

近
　
　
　
世

旧

石

器

縄
　
　
　
文

弥
　
　
　
生

古
　
　
　
墳

奈
良
・
平
安

中
　
　
　
世

近
　
　
　
世

ᶃ 藤 前 遺 跡 ○ ○ 20 ニ ガ サ ワ 古 墳 群 ○ ○

ᶄ 並 松 遺 跡 ○ ○ 21 十 万 原 古 墳 群 ○

３ 石 塚 城 跡 ○ 22 増 井 本 ڷ 遺 跡 ○ ○ ○ ○

４ 下 ᅻ 館 跡 ○ 23 増 井 古 墳 ○

５ 片 ࠜ 山 遺 跡 ○ ○ ○ 24 中 道 遺 跡 ○

６ ߥ ਆ 遺 跡 ○ 25 向 原 遺 跡 ○

７ ਧ 上 古 ุ ○ 26 ࣛ ノ 畑 遺 跡 ○ ○

８ ਧ 上 遺 跡 ○ 27 上 青 山 古 墳 群 ○

９ 西 大 堀 遺 跡 ○ 28 य़ Ԃ 古 墳 群 ○

10 南 行 A 遺 跡 ○ 29 風 ൏ 前 遺 跡 ○

11 南 行 B 遺 跡 ○ 30 ಊ ノ 前 遺 跡 ○

12 南 行 C 遺 跡 ○ 31 ܀ ੘ 内 遺 跡 ○

13 作 内 館 跡 ○ 32 Ҵ ՙ 後 遺 跡 ○ ○

14 北 ถ 遺 跡 ○ 33 ീ 幡 館 跡 ○

15 二 ノ 沢 古 墳 群 ○ ○ ○ ○ 34 高 ٱ 館 跡 ○

16 υ΢θンクϘ遺跡 ○ ○ ○ ○ ○ 35 ԰ 比 合 遺 跡 ○ ○ ○

17 ϙ ン ϙ ン 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 36 ٳ 塚 ○

18 二の沢 A・B 遺跡 ○ ○ ○ ○ 37 中 ଜ ， ໼ 倉 遺 跡 ○ ○

19 ニ ガ サ ワ 遺 跡 ○ ○ ○ ○ 38 高 ٱ ࡚ 古 墳 群 ○
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˞　文中の �　� 内の番号は，表１及び第１図の該当番号と同じである。
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茨城県教育ி文化՝『茨城県遺跡地図』茨城県教育委員会　2001 年３月

川と西ా川にڬまれた十万原台地上の縁辺部に存在している９）。

　古代の当地域は，那լ܊入野ڷに比定されている。平安時代になると，二の沢 A・B 遺跡，ニガサワ遺跡な

どに集落が再び形成され，遺跡数も増加している。二の沢 B 遺跡では他ڷ名の刻書が施された石製紡錘車が

出土している。また，前
ㆾㆆ

側
ㆋ㇏

遺跡では９世紀代の൳をもつ掘立柱建物跡の存在が確認されている 10）。

　中世の当地域では，常཮大ᎈ氏や那珂氏，佐竹氏などが߅૪を܁り広げており，一଒やՈਉの城館が築かれ

ていた。青
ㆀㆈ

木
ㆌ

遺跡では堀跡が検出され，13 世紀から 14 世紀ࠒの城館の存在が明らかになった 11）。那
ㆪ

珂
ㆉ

西
㆕ㆂ

城は

本城・中城・ฌ庫௶から構成されていたとされ，現在は南西部に土塁と堀が残っている。城主は大中ਉ੏の那

珂時ٱ，または秀ڷ流藤原੏の那珂通ୢとする説があるが不明な点が多い。1696（元࿣９）年にഇ城となった。

石
ㆂ㆗

塚
ㆤㆉ

城ʪ３ʫは，ࣨ町時代に׆༂した佐竹義篤の子石塚宗義の居城といわれる。堀跡の状況からは７つの郭か

らなっていたと推測できる。なお，当遺跡からは石塚城に関わる堀や溝も確認されている。中世の石塚には，

城郭外の南部の佐ٱ山にড়
㆘㇇ㆄ

ྤ
㇋

ཨ
㇊

ޫ
㆓ㆄ

西部に雲，ࣉ
ㆄ㇓

生
㆗㇇ㆄ

現在の多，ࣉ
㆟

ݯ
㆒㇓

の場所にࣉ 1509（Ӭਖ਼６）年開山という૤

ಎ宗ଠ
㆟ㆂ

（ହ）ೡ
ㆭㆂ

された風ܟとしてਸޢその隣には城の௟，ࣉ
ㆉ㆜

൏
ㆯ㇄

ਆࣾが配置され，城館कޢの機能をはたしてい

た 12）。その他，஥
ㆪㆉ

ڷ
㆔ㆄ

遺跡では鎌倉時代の土坑から小ࡳがまとまって出土し 13）　，十万原遺跡では火૴施設やุ

ᆮが確認されており，ุ域として利用されていることが判明している。関
㆛ㆌ

ࠜ
ㆭ

遺跡では，౉དྷમ 37,350 枚が出

土したといわれている 14）。北૙મが多くを઎め，最新મは元મで 1310 年ॳரのࢸ大通ๅであり，明મが認め

られないことからࣨ町時代ॳ期に埋納したものと考えられている。　

　常཮ࠃの北東部を੎ྗݍとし，鎌倉時代に多数のॸ子を分立させ，南北ே時代にః義が଍利ଚ氏から常཮क

替えを໋じられる。その際ࠃにळాへの߁年，ಙ川Ո（長７ܚ）に೚໋され੎ྗを৳ばした佐竹氏は，1602ޢ

に城ྖは接収され，石塚城はഇ城になった。以後，当地域は࣡ށൡྖ，ਫށൡྖとなっている。
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ୈ̎ਤ　藤前・並松遺跡調査区設定図
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第３章　藤　前　遺　跡

　　　第１節　調 査 の 概 要

　当遺跡は那珂西台地の北部，那珂川右岸の標高 46 ｍほどの台地端部に立地している。調査面積は 6,864㎡で，

調査前の現況は畑地と林である。

　今回の調査では，奈良・平安時代の竪穴住居跡 43 軒，掘立柱建物跡 10 棟，土坑３基，不明遺構１か所，中

世の溝跡２条，時期不明の土坑 24 基，溝跡４条，柵列跡１か所，ピット群４か所を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に 28 箱出土している。主な出土遺物は，縄文土器（深鉢），

土師器（坏・高台付坏・鉢・甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・皿・蓋・盤・甕・壺・瓶），土製品（管状土錘・

羽口），石器（鏃・掻器・紡錘車），金属製品（刀子・斧・鎌・釘・閂ヵ・鍵ヵ・鉇・鉸具）などである。

　　　第２節　基 本 層 ং

　調査区の中央部（D ２f4 区）にテストピットを設定し，地表面から深さ 1.7 ｍまで掘り下げて基本層ংの確

認を行った（第３図）。土層は８層に分層でき，観察݁Ռは以下のとおりである。

　第１層は，明赤褐色を呈する今市・七本桜軽石層である。赤色粒子を中量，黄白色粒子を微量含み，粘性は

弱く，కまりは普通で，層厚は２～ 17㎝である。

  第２層は，黄褐色を呈するιϑトローム層である。粘性・కまりともに普通で，層厚は 23 ～ 32㎝である。

第Ⅰ黒色帯に相当すると考えられる。

　第３層は，明黄褐色を呈するιϑトローム層である。粘性・కまりともに普通で，層厚は 20 ～ 40㎝である。

　第４層は，黄褐色を呈するιϑトローム層である。粘性・

కまりともに普通で，層厚は 20 ～ 30㎝である。

　第５層は，褐色を呈するハーυローム層である。粘性

は普通で，కまりは強く，層厚は 22 ～ 37㎝である。

　第６層は，オリーブ褐色を呈するࣛপパミス層への઴

Ҡ層である。ࣛপパミスを中量含み，粘性・కまりとも

に弱く，層厚は３～ 40㎝である。

　第７層は，橙色を呈するࣛপパミス層である。粘性・

కまりともに弱く，層厚は３～ 37㎝である。

　第８層は，暗褐色を呈する粘土層である。粘性・కま

りともに強く，層厚は８㎝まで確認したが，下層は未掘

のため不明である。

　なお，遺構は第１層の上面で確認できた。

ୈ̏ਤ　基本土層図
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　　第３節　遺 構 と 遺 物

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 46 点（坏 10，甕類 36），須恵器片２点（瓶），鉄製品 15 点（刀子５，鍵ヵ１，鉇１，

釘７，閂ヵ１）が出土している。３，M ５・６・９・10 は北西部，M １・２・４は竈前の床面，１・２，M ３・

７・８は覆土下層，４・５は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

ϐοτ　４か所。P １～ P ４は深さ 10 ～ 20㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

෴౔　５層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化物微量
３　褐 色　ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量

４　黒 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
５　黒 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子
　　　　　　　　微量

１　奈良・平安時代の遺構と遺物

　　今回の調査で確認した当時代の遺構は，竪穴住居跡 43 軒，掘立柱建物跡 10 棟，土坑３基，不明遺構１

か所である。以下，それぞれの遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

　（1） 竪穴住居跡

ୈ̍߸ॅډ੻（第４・５図）

Ґஔ　調査区北部の中央寄り B ２j4 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 2.72 ｍ，短軸 2.23 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 12 －゚Ｗである。壁高は 10㎝で，壁は外

傾して立ち上がっている。

চ　ほぼ平坦で，踏み固められていない。壁溝を東壁下の一部で確認した。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。袖部は確認できなかった。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は確

認できなかった。煙道部は壁外に 25㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

౻લҨ੻

ୈ̐ਤ 第１号住居跡実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［12.2］ 3.7 5.8 長石・石英 黒褐 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ　内面ヘラミガキ 覆土下層 55％　PL21

２ 土師器 坏 ［16.4］ （5.0） － 長石・針状鉱物 にぶい黄 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラミガキ　 覆土下層 30％

３ 土師器 小形鉢 ［9.0］ 5.7 4.7 長石・石英 黒褐 普通 体部外面ヘラ削り　底部手持ちヘラ削り 床面 80％　PL25

４ 須恵器 瓶 － （9.9） ［14.0］ 長石・雲母・黒色
粒子

黄褐
黄灰 普通 底部回転ヘラ削り　自然釉付着　 覆土中 10％  

５ 土師器 甕 ［21.2］ （7.3） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 外・内面ナデ 覆土中 ５％　

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ１ 刀子 （15.6） 1.8 0.5 （27.5） 鉄 刀身部欠損　刃部断面三角形・柄部断面長方形　柄部木質残存 床面 PL33

Ｍ２ 刀子 （12.8） 1.3 0.4 （22.4） 鉄 刀身部欠損　刃部断面三角形・柄部断面長方形　柄部木質残存 床面 PL33

Ｍ３ 刀子ヵ （10.1） 1.0 0.7 （30.3） 鉄 刀身部欠損　刃部断面三角形・柄部断面方形・長方形　柄部木質残存 覆土下層 PL33

Ｍ４ 刀子 （7.5） 1.5 1.1 （8.1） 鉄 刀身部欠損　刃部断面三角形・柄部断面長方形　柄部木質残存 床面 PL33

Ｍ５ 刀子 （6.0） 1.5 0.2 （6.4） 鉄 柄部欠損　刃部断面三角形 床面

Ｍ６ 鉇 （10.4） 1.7 0.5 （19.6） 鉄 刃部先端三角形　柄部長方形　柄部木質残存 床面 PL32

第１号住居跡出土遺物観察表（第５図）

ୈ̑ਤ 第１号住居跡出土遺物実測図
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ୈ̎߸ॅډ੻（第６・７図）

Ґஔ　調査区北部の東寄り C ２a7 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第１号掘立柱建物，第２・４号土坑に掘り込まれている。

ঢ়　南部が削平されているため，東西軸がܗ໛ͱن 3.08 ｍで，南北軸は 1.86 ｍしか確認できなかった。形状は

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ７ 鍵ヵ （7.2） 0.6 0.5 （8.1） 鉄 刃部らせん状　柄部方形　木質残存 覆土下層 PL32

Ｍ８ 釘 （12.6） 1.4 0.7 （17.0） 鉄 下端部欠損　断面方形 覆土下層 PL32

Ｍ９ 釘 （6.0） 1.7 0.6 （13.0） 鉄 下端部欠損　断面方形 床面 PL32

Ｍ 10 釘他 10.5 6.1 － 122.2 鉄 釘５本，閂ヵ１個　鄗着状態 床面 PL32

౻લҨ੻

ୈ̒ਤ 第２号住居跡実測図
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方形もしくは長方形と推測される。主軸方向は，Ｎ－ 15 －゚Ｗである。確認できた壁高は７㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

চɹほぼ平坦で，踏み固められていない。西壁下の一部で壁溝を確認した。

ᜱ　北壁のやや東寄りに付設されている。左袖は，第１号掘立柱建物に掘り込まれ確認できなかった。規模は

焚口部から煙道部まで 86㎝で，燃焼部幅は約 60㎝と推定される。袖部は，地山を掘り残して基部とし，その

上に粘土を主体とした第７層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は確認で

きなかった。煙道部は壁外に 62㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 88 点（坏 40，高台付坏２，甕類 46），須恵器片６点（坏３，高台付坏１，甕２），礫

１点が出土している。10 は中央部の床面，６・７は竈の火床部から合わせ身の状態で，８は東壁際，９は竈

煙道部の確認面からそれぞれ出土している。11・12，TP １は覆土中からの出土である。６・７の合わせ身内

部の土はしまりのきわめて弱い褐色土で，Q １はその中から確認できた自然礫である。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀中葉に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２　黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
４　黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

５　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
６　暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
７　褐 色　粘土粒子中量，焼土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量

෴౔　単一層である。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

６ 土師器 坏 10.6 3.4 6.3 長石・石英・赤色
粒子 浅黄橙 普通 底部ナデ　 竈火床部 100％ PL21 

７ 土師器 坏 11.0 3.5 5.4 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 底部ナデ　 竈火床部 95％ PL21  

第２号住居跡出土遺物観察表（第７図）

ୈ̓ਤ 第２号住居跡出土遺物実測図
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ɹୈ̏߸ॅډ੻（第８・９図）

Ґஔ　調査区北部の東寄り B ２j9 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 2.83 ｍ，短軸 2.70 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 82 －゚ E である。壁高は 15㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，踏み固められていない。貼床はほぼ平坦に掘り込み，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒

子を含む黒色土を埋土して構築している。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

８ 土師器 坏 ［12.3］ 3.6 6.2 長石・石英・赤色
粒子 浅黄橙 普通 底部回転糸切り 確認面 40％

９ 土師器 坏 ［15.2］ （6.0） － 長石・石英・針状
鉱物 にぶい橙 普通 内面ヘラナデ後，一部ヘラミガキ 確認面 25％

10 土師器 高台付坏 － （1.8） 7.0 長石・石英・小石 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り後，ナデ　内面ヘラミガキ 床面 20％

11 須恵器 高台付坏 － （3.1） ［7.0］ 長石・黒色粒子・
針状鉱物 灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土中 20％

12 土師器 甕 ［17.3］ （8.0） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 覆土中 10％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP １ 土師器 坏 長石・石英 にぶい橙 体部外面「真ヵ」の刻書 覆土中 PL29

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ１ 礫 3.4 2.5 2.1 23.2 安山岩 自然礫　６・７の坏の合わせ身内部から確認 竈火床部

౻લҨ੻

ୈ̔ਤ 第３号住居跡実測図
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ୈ̐߸ॅډ੻（第 10 ～ 12 図）

Ґஔ　調査区中央部のやや東寄り C ２c6 区，標高 46.1 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 22 号住居に掘り込まれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.18 ｍ，短軸 4.13 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 14 －゚Ｗである。壁高は 53㎝で，壁は直立

して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際まで踏み固められている。貼床は全体をほぼ平坦に掘り込み，炭化粒子・ローム

ブロックを含む暗褐色土・黒褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 120㎝で，燃焼部幅は 75㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第９層を積み上げて構築されている。火床部は床面から６㎝ほど皿状に掘り込まれて

ており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に 70㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 19 点（坏１，鉢１，甕類 17），須恵器片５点（坏１，蓋１，甕３）が出土している。

13・14・15 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

෴౔　単一層である。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第２層は貼床の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量 ２　黒 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

13 土師器 坏 ［13.4］ （3.6） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロ成形 覆土中 10％

14 土師器 鉢 － （9.6） 10.9 長石・石英・針状
鉱物 黄灰 普通 体部外面縦位のヘラ削り　底部下端手持ちヘラ削り

内面横位のヘラミガキ　底面二方向のヘラミガキ 覆土中 45％  

15 土師器 甕 ［15.8］ （9.0） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 外面板状工具による斜位の圧痕 覆土中 20％　

第３号住居跡出土遺物観察表（第９図）

ᜱ　東壁の中央部は撹乱を受けていたが，覆土中で竈材とみられる粘土が確認できたことから東壁に付設され

ていたものと推測される。

ୈ̕ਤ 第３号住居跡出土遺物実測図
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౻લҨ੻

ୈ 10 ਤ 第４号住居跡実測図
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ϐοτ　６か所。P １～ P ４は深さ 10 ～ 12㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５・P ６は深さ 20㎝で，

南壁際のほぼ中央部に位置していることや，硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

෴౔　６層に分層できる。ロームブロックや粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。第７～

10 層は貼床の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　粘土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土
　　　　　　　　粒子微量
２　黒 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子　
　　　　　　　　微量
３　黒 色　今市七本桜パミス中量，炭化粒子少量，ロームブ
　　　　　　　　ロック・焼土ブロック微量
４　黒 色 ロームブロック・砂粒少量，今市七本桜パミス微量
５　黒 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土
　　　　　　　　粒子・砂粒微量

６　黒 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・
　　　　　　　　焼土粒子微量
７　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
８　黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量，焼土ブロック微量
９　暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・今市七本桜パミス微量
10　黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 167 点（坏８，甕類 150，甑９），須恵器片 71 点（坏 41，高台付坏８，蓋７，盤１，

甕３，瓶 11），鉄製品１点（刀子）が出土している。17 は西壁際，19 は竈寄り，24 は東部の床面，20・26 は

竈前，M11 は南壁際の覆土下層，27 は全域，18 は中央部，25 は北西部の床面から覆土下層にかけて，16 は

東部，23 は北壁際の覆土中層，TP ２は P ６の覆土下層，22 は竈燃焼部，21 は覆土中からそれぞれ出土して

いる。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　炭化粒子・粘土粒子少量，ロームブロック・焼土
　　　　　　　　ブロック微量
２　にぶい黄褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック・ローム粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量
３　にぶい赤褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化
　　　　　　　　粒子微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化
　　　　　　　　粒子微量
５　暗 赤 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量

６　暗 褐 色　粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化物・ローム粒
　　　　　　　　子微量
７　褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
８　黒 色　炭化粒子極少量，ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　粘土粒子微量
９　褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・
　　　　　　　　焼土ブロック微量

ୈ 11 ਤ 第４号住居跡出土遺物実測図（1）



－ 21 －

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

16 須恵器 坏 － （2.7） ［8.0］ 長石 灰
オリーブ黒 良 底部回転ヘラ切り後ナデ　 覆土中層 10％

17 須恵器 坏 － （2.6） ［8.0］ 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ 床面 10％  

第４号住居跡出土遺物観察表（第 11・12 図）

౻લҨ੻

ୈ 12 ਤ 第４号住居跡出土遺物実測図（2）
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ୈ̑߸ॅډ੻（第 13・14 図）

Ґஔ　調査区中央部の東寄り C ２d8 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.10 ｍ，短軸 3.78 ｍの方形で，主軸方向はＮ－７ －゚Ｗである。壁高は 15㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，踏み固められていない。貼床は東・西壁際を南北方向に溝状に掘り込み，ロームブロッ

ク・今市七本桜パミスを含む黒褐色土・黒色土を埋土して構築している。

ᜱ　２か所。袖部の残存状況から，竈２から竈１に作り替えている。東壁の中央部に付設されている竈２は，

煙道部のみが確認できた。煙道部は壁外に 56㎝掘り込まれ，外傾して立ち上がっている。北壁の中央部に付

設されている竈１の規模は焚口部から煙道部まで 110㎝で，燃焼部幅は 52㎝である。袖部は，床面に粘土を主

体とした第３層を積み上げて構築されている。火床部は皿状に５㎝ほど掘り込み，ロームブロック・焼土ブ

ロック・炭化粒子を含んだ第４～７層を埋土して構築しており，火床面は，赤変硬化している。煙道部は壁外

に 44㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ２ 須恵器 瓶 長石・石英 灰 体部外面縦位の平行叩き後，横位の平行叩き P6 覆土下層 PL29

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 11 刀子 （10.9） 1.0 0.3 （7.3） 鉄 柄部欠損　刃部断面三角形　 覆土下層 PL33

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

18 須恵器 高台付坏 ［11.7］ 5.2 6.2 長石・黒色粒子 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け　内面重ね焼き
の痕跡

覆土下層～
床面 60％　PL23

19 須恵器 高台付坏 ［14.6］ 6.1 8.0 長石・石英・針状
鉱物・細礫 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け　底部「×」の

ヘラ記号 床面 40％　

20 須恵器 高台付坏 ［15.0］ （4.6） － 長石・石英・雲母 灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け　底部下端回転
ヘラ削り 覆土下層 20％　

21 須恵器 高台付坏 ［12.8］ （4.1） － 長石・黒色粒子 灰 普通 ロクロ成形　内面自然釉付着 覆土中 30％　

22 須恵器 盤 － （2.6） 9.5 長石・石英・黒色
粒子 黄灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 竈燃焼部 20％　

23 須恵器 蓋 ［19.2］ （3.5） － 長石・石英・黒色
粒子・細礫 褐灰 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り 覆土中層 20％　

24 須恵器 蓋 － （2.5） － 長石・黒色粒子 灰 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け　 床面 20％　

25 土師器 甕 ［19.0］ （22.5） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい黄褐 普通 体部外面下端縦位のヘラ削り 覆土下層～

床面 30％　

26 土師器 小形甕 12.4 11.5 6.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土下層 50％　PL25

27 土師器 甑 － （22.4） ［14.6］ 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 貼り付け把手の剥離痕跡 覆土下層～

床面 50％　PL27

ᜱ̍౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
４　暗 赤 褐 色　焼土粒子少量，ロームブロック・炭化粒子極微量

５　黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック微量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量
７　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ᜱ̎౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

３　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック微量，炭化粒
　　　　　　　　子極微量

෴౔　５層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。第６・７層は貼床

の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック・炭化粒子微量，焼土粒子極微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
４　黒 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
５　黒 色　ロームブロック微量

６　黒 褐 色　今市七本桜パミス中量，ロームブロック微量，焼
　　　　　　　　土粒子・炭化粒子極微量
７　黒 色　ロームブロック・今市七本桜パミス少量，炭化粒
　　　　　　　　子微量
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౻લҨ੻

ୈ 13 ਤ 第５号住居跡実測図
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ୈ 14 ਤ 第５号住居跡出土遺物実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 157 点（坏 17，甕類 128，甑 12），須恵器片 20 点（坏 18，甕２），土製品 10 点（管状土錘），

鉄滓１点が出土している。29・31・32 は東部の床面から，28 は北西コーナー部，33 は竈１の火床部，30 は竈

１の前部，34 は南部，TP ４は中央部の覆土下層から，35，TP ３，DP １～ DP10，M12 は覆土中からそれぞ

れ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

28 須恵器 坏 13.8 5.5 7.0 長石・石英・針状
鉱物 灰白 良 底部回転ヘラ切り後一部ナデ 覆土下層 100％ PL23

29 須恵器 坏 13.8 5.0 7.0 長石・石英・針状
鉱物 褐灰 良 底部回転ヘラ切り　「○」状のヘラ描き 床面 70％　PL22

30 土師器 甕 ［18.6］ （9.3） － 長石・石英・針状
鉱物 褐灰 良 体部外面縦位のヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土下層 20％　PL25

31 土師器 甕 ［21.2］ （9.7） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面摩耗のため調整不明　内面ヘラナデ 床面 ５％

32 土師器 甕 ［19.0］ （8.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子・黒色粒子 橙 普通 体部外・内面ヘラナデ 床面 10％　PL28

33 土師器 甕 － （3.4） 9.2 長石・石英 にぶい褐 普通 体部下端横位のヘラ削り　底部多方向のヘラ削り　 竈１火床部 10％

34 土師器 甕 － （4.9） 8.1 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り　底部一方向のヘラ削り　 覆土下層 10％

35 土師器 甑 － （8.4） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り　貼り付け把手の剥離痕跡 覆土中 ５％　

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP3 須恵器 甕 長石・石英・雲母 黄灰 体部外面縦位の平行叩き 覆土中 PL29

TP4 須恵器 甕 長石・石英・雲母 にぶい橙 体部外面縦位の平行叩き 覆土下層 PL29

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 12 鉄滓 4.7 3.2 1.6 31.8 鉄 着磁性なし 覆土中 PL33

ɹୈ̒߸ॅډ੻（第 15 図）

Ґஔ　調査区中央部の東寄り C ２d0 区，標高 46.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第１号溝に掘り込まれている。

ঢ়　東部が第１号溝と重複しているため，南北軸はܗ໛ͱن 2.40 ｍで，東西軸は 2.54 ｍしか確認できなかった。

形状は長方形と推定され，長軸方向はＮ－ 88 －゚Ｅである。壁高は 11㎝で，壁は外傾して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦で，踏み固められていない。北壁から西壁下の一部で壁溝を確認した。

ϐοτ　３か所。P １は深さ 30㎝，P ２は深さ 12㎝，P ３は深さ 14㎝で，性格は不明である。

෴౔　４層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP1 管状土錘 3.1 2.3 0.5 16.2 長石・赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP2 管状土錘 3.3 1.8 0.4 10.5 長石・赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP3 管状土錘 3.0 2.1 0.5 6.3 長石・赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP4 管状土錘 5.0 1.2 0.3 5.6 長石 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP5 管状土錘 5.0 1.1 0.3 4.9 長石・赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP6 管状土錘 4.8 1.1 0.3 5.0 長石・石英・雲母・
赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP7 管状土錘 4.4 1.1 0.3 4.8 長石・石英・雲母・
赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP8 管状土錘 5.1 1.2 0.35 5.4 長石・石英・雲母・
赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP9 管状土錘 （3.8） 1.0 0.3 （3.6） 長石・石英・雲母・
赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP10 管状土錘 5.7 1.1 0.4 6.4 長石・石英・雲母 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

第５号住居跡出土遺物観察表（第 14 図）

౻લҨ੻



－ 26 －

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

36 土師器 高台付坏 － （4.7） 7.6 長石・石英・雲母・
針状鉱物 明褐灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け　内面ヘラミガ

キ 覆土下層 35％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP5 須恵器 甕 長石・石英 黄灰
オリーブ黒 体部外面斜位の平行叩き 覆土中 PL29

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP11 管状土錘 （2.1） 1.5 0.4 （4.6） 長石・石英 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

ɹୈ̓߸ॅډ੻（第 16 図）

Ґஔ　調査区中央部のやや東寄り C ２f8 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.90 ｍ，短軸 3.10 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 88 －゚ E である。壁高は 11㎝で，壁は外

傾して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，踏み固められていない。貼床は西壁際の中央部を土坑状に掘り込み，ローム粒子・炭

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 37 点（坏 28，高台付坏１，甕類８），須恵器片１点（甕），土製品１点（管状土錘）

が出土している。36 は南壁際の覆土下層，TP ５，DP11 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

３　黒 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４　黒 褐 色　今市七本桜パミス多量，炭化粒子微量

第６号住居跡出土遺物観察表（第 15 図）

ୈ 15 ਤ 第６号住居跡・出土遺物実測図
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ϐοτ　６か所。P １～ P ４は深さ 14 ～ 30㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 30㎝，P ６は深

さ 20㎝で，性格は不明である。

෴౔　単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。第２～６層は貼床の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
３　黒 色　炭化粒子中量，今市七本桜パミス少量，ロームブ
　　　　　　　　ロック微量

４　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子中量，白色粒子少量，焼土
　　　　　　　　粒子・今市七本桜パミス微量
５　暗 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
６　暗 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック・炭化粒子微量

化粒子を含む黒色土・黒褐色土・暗褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　東壁のやや南寄りに付設されている。煙道部と左袖部が撹乱を受けているため，規模は不明である。

౻લҨ੻

ୈ 16 ਤ 第７号住居跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

37 土師器 高台付坏 14.4 5.6 7.2 砂粒・針状鉱物 にぶい褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け　内面ヘラミガ
キ 床面 80％　PL21

38 土師器 甕 ［21.4］ （7.6） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ削り 床面 20％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP6 土師器 甕 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 体部内面ハケナデ 覆土中 PL29

চɹほぼ平坦な床で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。北壁下で壁溝を確認した。

ɹୈ̔߸ॅډ੻（第 17・18 図）

Ґஔ　調査区中央部の東寄り C ２g8 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　南部が調査区域外に延びているため，東西軸はܗ໛ͱن 4.68 ｍで，南北軸は 1.85 ｍしか確認できなかった。

平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 88 －゚Ｅである。壁高は 42㎝で，外傾して立ち上がっ

ている。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 41 点（坏６，高台付坏１，甕類 34），須恵器片４点（坏２，蓋１，甕１），鉄製品１点（不

明）が出土している。37 は西部，38 は南東コーナー部の床面，TP6 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

第７号住居跡出土遺物観察表（第 16 図）

ୈ 17 ਤ 第８号住居跡実測図
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　今市七本桜パミス微量
２　黒 色　炭化粒子中量，今市七本桜パミス少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・ローム粒子微量
３　黒 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック極微量
４　褐 色　炭化粒子・今市七本桜パミス少量，ローム粒子・
　　　　　　　　焼土粒子微量

５　黒 褐 色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量
６　黒 褐 色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム
　　　　　　　　粒子微量
７　褐 色　粘土粒子多量，ローム粒子微量，炭化粒子極微量
８　暗 赤 褐 色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量，ローム
　　　　　　　　粒子微量

ᜱ　東壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 94㎝で，燃焼部幅は 56㎝である。袖部は床面に粘

土塊を基部とし，その周りに粘土を主体とした第７層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ

高さで，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に 54㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 29 点（坏 10，甕類 19），須恵器片６点（坏４，甕２），土製品１点（袖材），鉄製品

１点（刀子）が出土している。39 は竈の燃焼部から逆位で，M13 は覆土中からそれぞれ出土している。DP12

は竈左袖部から出土しており，竈の芯材と考えられる。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

෴౔　３層に分層できる。周囲から流れ込んだ堆積状況を示すことから自然堆積である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量
２　黒 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量

３　黒 色　炭化粒子少量，ロームブロック極微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

39 土師器 坏 12.1 3.6 5.2 長石・石英・針状
鉱物

にぶい赤褐
暗褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り　 竈燃焼部 45％　PL21

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP12 袖材 17.5 13.6 13.5 3800 長石・石英 ナデ　 竈左袖部 PL30

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 13 刀子 （10.3） 1.4 0.3 （9.8） 鉄 刃部欠損　刃部断面三角形　茎部断面長方形　 覆土中 PL33

ɹୈ̕߸ॅډ੻（第 19 図）

Ґஔ　調査区北部の東寄り B ２i0 区，標高 46.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 32 号住居跡を掘り込み，第２号溝に掘り込まれている。

第８号住居跡出土遺物観察表（第 18 図）

౻લҨ੻

ୈ 18 ਤ 第８号住居跡出土遺物実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 39 点（坏９，高台付坏２，甕類 26，甑２），須恵器片１点（坏），土製品１点（管状土錘）

が出土している。40・41，DP13 は覆土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・
　　　　　　　　今市七本桜パミス微量

３　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・今市七
　　　　　　　　本桜パミス微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

40 土師器 坏 ［14.2］ （4.0） － 長石・小石 にぶい橙 普通 内面ヘラミガキ 覆土中 30％

41 土師器 甕 ［22.4］ （5.9） － 長石・石英・雲母 橙 普通 内面ヘラナデ 覆土中 ５％

෴౔　３層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示すことから自然堆積である。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 2.86 ｍ，短軸 2.77 ｍの方形で，長軸方向はＮ－６ －゚Ｅである。壁高は 17㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，踏み固められていない。掘方は南部の半分を溝状に掘り込んでいる。

第９号住居跡出土遺物観察表（第 19 図）

ୈ 19 ਤ 第９号住居跡・出土遺物実測図

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP13 管状土錘 4.1 1.2 0.2 5.8 長石・石英 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30
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ɹୈ 10 ੻（第ډॅ߸ 20 ～ 23 図）

Ґஔ　調査区中央部の北寄り C ２c3 区，標高 46.1 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.19 ｍ，短軸 5.16 ｍの方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｗである。壁高は 46㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。壁下に壁溝がほぼ全周している。貼床は北・南壁

際を東西方向に溝状に掘り込み，ローム粒子・粘土粒子を含む灰褐色土を埋土して構築している。

౻લҨ੻

ୈ 20 ਤ 第 10 号住居跡実測図（1）
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　灰 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
２　にぶい橙色　粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　にぶい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
４　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
５　黒 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム粒子・粘土粒子
　　　　　　　　微量
６　暗 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
７　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，炭化粒子・粘土粒子微量
８　灰 褐 色　炭化粒子多量

９　にぶい赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量
10　にぶい赤褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子微量
11　にぶい橙色　粘土粒子中量，ローム粒子微量
12　赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子微量
13　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子微量
14　にぶい褐色　粘土粒子少量，ロームブロック微量
15　明 褐 色　ローム粒子多量
16　黒 褐 色　ロームブロック少量
17　極暗赤褐色　粘土粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
18　橙 色　今市七本桜パミス少量，ローム粒子微量

ϐοτ　18 か所。P １～ P ４は深さ 75 ～ 83㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 22㎝で南壁際

の中央部に位置していることや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。P ６～ P17 は確

認面からの深さが 70 ～ 100㎝で，ほぼ等間隔に位置していることから壁柱穴と考えられる。P18 は，深さ 27

㎝で性格は不明である。

෴౔　５層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示すことから自然堆積である。第６層は，貼床の構築土

である。

ᜱ　北壁のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 128㎝で，燃焼部幅は 79㎝である。袖

部は，床面に粘土を主体とした第 10・11 層を積み上げて構築されている。火床部は 10㎝ほど皿状に掘込み，ロー

ム粒子を含んだ第 13 層を埋めて構築しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に 40㎝掘り込まれ，

火床部から外傾して立ち上がっている。

ୈ 21 ਤ 第 10 号住居跡実測図（2）
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౔૚ղઆ 
１　極 暗 褐 色　ローム粒子微量
２　にぶい褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量
３　灰 褐 色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック・粘土粒子微量
５　褐 色　粘土粒子多量，ロームブロック微量
６　灰 褐 色　ローム粒子・粘土粒子微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 605 点（坏 28，甕類 553，甑 24 点），須恵器片 126 点（坏 98，高台付坏２，蓋２，皿２，

瓶１，甕 20，甑１），灰釉陶器片１点（瓶），土製品１点（管状土錘）が出土している。43・44 は北東コーナー

部の床面，49 は中央部，53 は竈前と西部，54 は竈脇と南壁際の覆土下層から床面，42 は南西コーナー部，47

は北西部の覆土下層，50・51・55 は竈燃焼部から，45・46・48・52，TP ７，DP14 は覆土中からそれぞれ出

土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。出入り口施設に伴うピットは，土坑状に大きく掘り拡

げられ，南壁を掘り込んでオーバーハングしている。

౻લҨ੻

ୈ 22 ਤ 第 10 号住居跡出土遺物実測図（1）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

42 須恵器 坏 13.0 4.7 6.9 長石・石英・針状
鉱物 にぶい赤褐 良 底部回転ヘラ切り 覆土下層 100％ PL22

43 須恵器 坏 ［14.0］ 6.1 7.3 長石・針状鉱物 にぶい赤褐 良 底部回転ヘラ切り後ナデ　「×」のヘラ記号 床面 70％　PL22

44 須恵器 坏 ［13.6］ 5.2 7.0 長石 灰 良 底部回転ヘラ切り後ナデ　 床面 60％　PL22

45 須恵器 坏 － （3.3） － 長石・雲母 灰 良 ロクロ成形　外面油煙付着 覆土中 ５％

第10号住居跡出土遺物観察表（第22・23図）

ୈ 23 ਤ 第 10 号住居跡出土遺物実測図（2）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

46 須恵器 坏 － （4.6） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 ロクロ成形　内面漆付着 覆土中 ５％

47 須恵器 皿 ［17.4］ 3.5 ［9.0］ 長石・石英 黄灰 良 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 覆土下層 25％

48 須恵器 皿 ［17.0］ （3.1） － 長石 灰 良 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け 覆土中 10％

49 土師器 鉢 22.6 11.3 9.7 長石・石英・雲母・
赤色粒子・針状鉱物 橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り　内面ヘ

ラミガキ
覆土下層～

床面 100％ PL25

50 土師器 甕 ［22.0］ （29.0） － 長石・石英 橙 普通 体部外面横位のヘラ削り後ミガキ 竈燃焼部 40％　PL26

51 土師器 甕 21.0 （16.9） － 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 竈燃焼部 30％　PL26

52 土師器 甑 － （3.9） － 長石 灰黄 普通 ナデ整形 覆土中 ５％　PL28

53 土師器 甑 － （14.3） 15.6 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 良 体部外面摩耗により調整不明　内面ハケナデ 覆土下層～

床面 30％

54 土師器 甑 ［34.6］ （16.9） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面摩耗により調整不明 覆土下層～

床面 20％

55 須恵器 甑 ［34.2］ （21.5） － 長石・石英・細礫 灰黄 普通 体部外面ナデ　補修孔 竈燃焼部 10％

番号 器　種 長さ 幅 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP14 管状土錘 3.7 1.7 0.35 9.8 長石・石英・赤
色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP7 土師器 甕 長石・石英・雲母・赤色
粒子 灰 体部内面ハケナデ 覆土中 PL29

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子
　　　　　　　　微量
２　黒 色　炭化粒子・粘土粒子少量，ロームブロック・焼土
　　　　　　　　粒子微量
３　黒 色　ローム粒子・炭化粒子少量
４　にぶい黄褐色　粘土粒子中量，炭化粒子少量，ロームブロック・
　　　　　　　　焼土粒子微量
５　黒 褐 色　炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子
　　　　　　　　微量
６　にぶい赤褐色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
７　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，ローム粒子・粘土粒子少量，
　　　　　　　　炭化粒子微量
８　暗 赤 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量

９　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，炭化
　　　　　　　　粒子微量
10　黒 褐 色　粘土粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量
11　褐 灰 色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
12　黄 褐 色　粘土粒子多量，炭化粒子微量
13　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
14　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，炭化粒子微量
15　赤 褐 色　炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
16　褐 色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
17　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
18　褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子極微量

ϐοτ　９か所。P １～ P ４は深さ 17 ～ 35㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 19㎝，P ６は深

さ 16㎝で，南壁際の中央部に位置していることや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。P ７～ P ９は深さ 16 ～ 28㎝で，性格は不明である。

ɹୈ 11 ੻（第ډॅ߸ 24・25 図）

Ґஔ　調査区中央部の C ２g4 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   北東コーナー部を第 13・14 号土坑に掘り込まれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 5.38 ｍ，短軸 4.74 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 86 －゚Ｅである。壁高は６～ 18㎝で，壁

は外傾して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。北壁下の一部で壁溝を確認した。

ᜱ　東壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 130㎝で，燃焼部幅は 80㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第 10 ～ 12 層を積み上げて構築されている。火床部は５～ 17㎝ほど皿状に掘り込み，

ローム粒子と炭化粒子を含んだ第 13 ～ 18 層を埋めて構築しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁

外に 44㎝掘り込まれ，火床部から緩斜して立ち上がっている。

౻લҨ੻
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覆土下層，59 は南東コーナー部の覆土中層，56・57・61・62・66 は竈燃焼部の中層から下層にかけて，58・

63・64，TP ８，M14 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 526 点（坏 321，高台付坏 32，甕類 173），須恵器片 27 点（坏 22，瓶１，甕４），鉄

製品２点（鎌，不明）が出土している。60 は東部，65，TP ９は北東部，67 は南東部の床面，M15 は北部の

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子少量 ２　黒 色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量

෴౔　２層に分層できる。層厚が薄いが周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

ୈ 24 ਤ　第 11 号住居跡実測図
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౻લҨ੻

ୈ 25 ਤ　第 11 号住居跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

56 土師器 坏 12.4 4.0 6.0 長石・石英・黒色
粒子 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り 竈燃焼部 90％　PL21

57 土師器 坏 11.7 4.0 6.0 長石・石英・黒色
粒子 にぶい黄橙 普通 底部ヘラ切り後ナデ　内面ヘラミガキ 竈燃焼部 100％ PL21

58 土師器 坏 11.6 3.6 6.0 長石・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 底部ヘラ切り 覆土中 90％　PL21

59 土師器 坏 ［11.6］ 3.5 5.2 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り　内面ヘラミガキ　体部に横位で
「今井」の墨書 覆土中層 70％　PL24

60 土師器 坏 ［11.6］ 3.5 5.2 長石・石英 明赤褐 普通 底部回転糸切り 床面 60％　PL21

61 土師器 坏 ［11.8］ 3.4 5.8 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 竈燃焼部 50％　PL21

62 土師器 坏 ［10.8］ 3.3 5.5 長石・石英・針状
鉱物・黒色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り 竈燃焼部 40％

63 土師器 坏 ［12.3］ 3.8 ［6.1］ 長石・石英 灰褐 普通 ロクロ成形　底部回転糸切り　体部に横位で「今」
の墨書　 覆土中 15％　PL24

64 土師器 坏 － （2.1） － 長石 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形　体部外面に「井」の墨書 覆土中 ５％　PL24

65 土師器 高台付坏 － （3.8） 6.4 長石・雲母 黒 普通 底部ヘラ切り後，高台貼り付け　内外面ヘラミガキ 床面 20％　PL21

66 土師器 高台付坏 15.2 6.7 9.4 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 底部ヘラ切り後，高台貼り付け 竈燃焼部 80％　PL23

67 土師器 甕 ［18.8］ （9.6） － 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 床面 10％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ８ 須恵器 坏 長石・石英・雲母 灰 底部回転ヘラ切り後，「=」のヘラ記号 覆土中 PL29

TP ９ 須恵器 甕 長石・石英 暗灰
にぶい赤褐 体部縦位の平行叩き 床面 PL29

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 14 鎌 （6.5） 4.8 0.2 （21.9） 鉄 茎部欠損　刃部断面三角形　 覆土中 PL33

Ｍ 15 不明 （11.4） 0.9 0.9 （12.3） 鉄 上端部穿孔　中間ねじり部分あり　下端部断面長方形 覆土下層 PL32

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黄 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・
　　　　　　　　焼土粒子微量
２　明 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黄 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
５　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ロームブロック・
　　　　　　　　炭化物微量
６　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，ローム粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
７　黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，
　　　　　　　　ローム粒子微量

８　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
９　黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量，
　　　　　　　　炭化粒子微量
10　黒 褐 色　粘土ブロック少量，炭化物・ローム粒子・焼土粒
　　　　　　　　子微量
11　黒 褐 色　焼土粒子・炭化粒子少量，ロームブロック微量
12　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子微量
13　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
14　灰 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
15　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量

ϐοτ　７か所。P １～ P ４は深さ 20 ～ 30㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 30㎝で，南壁際

ロームブロック・炭化粒子を含む黒褐色土・黒色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 120㎝で，燃焼部幅は 44㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第９・10 層を積み上げて構築されている。火床部は６㎝ほど皿状に掘り込み，ロー

ムブロックを含んだ第 13 ～ 15 層を埋めて構築しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に 42㎝

掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ɹୈ 13 ੻（第ډॅ߸ 26 ～ 28 図）

Ґஔ　調査区中央部の東寄り D ２a8 区，標高 45.9 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.64 ｍ，短軸 4.05 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－８ －゚Ｗである。壁高は 42㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。南壁の中央部に奥行 50㎝ほど掘り込んでいる半円状の張り出し部を有している。

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。貼床は，東・西壁際を南北方向に溝状に掘り込み，

第 11 号住居跡出土遺物観察表（第 25 図）
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に位置していることや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。P ６・P ７は深さ 14㎝で，

性格は不明である。

౻લҨ੻

ୈ 26 ਤ 第 13 号住居跡実測図（1）
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 214 点（坏５，甕類 209），須恵器片 28 点（坏 25，甕３），鉄製品６点（鎌１，釘１，

不明４）が出土している。M16 は西壁際，M17 は中央部，68 は竈前方の床面から，69 は北部の覆土中層，70

は竈燃焼部と北東コーナー部の床面からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒
　　　　　　　　子微量
４　黒 褐 色　ロームブロック微量
５　黒 褐 色　ロームブロック少量
６　暗 褐 色　ロームブロック中量
７　褐 色　ロームブロック中量（粘性弱）

８　にぶい褐色　ロームブロック中量
９　褐 色　ロームブロック多量
10　黒 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック微量
11　極 暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子少量
12　灰 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
14　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
15　黒 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

෴౔　12 層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第 13 ～ 15 層は，貼床

の構築土である。

ୈ 27 ਤ 第 13 号住居跡実測図（2）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

68 須恵器 坏 14.7 5.5 7.2 長石・石英・雲母 灰黄 良 底部回転ヘラ切り後，ナデ 床面 85％　PL22

69 須恵器 坏 ［14.0］ 5.0 ［8.0］ 長石・石英・雲母 灰黄 良 底部回転ヘラ切り後，ナデ 覆土中層 30％

70 土師器 甕 ［20.2］ （19.2） － 長石・石英・赤色
粒子 明褐 普通 内面ヘラナデ 竈燃焼部 20％　PL25

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 16 鎌 （8.8） （3.0） 0.2 （15.1） 鉄 茎部欠損　刃部断面三角形　折り返し部残存 床面 PL33

Ｍ 17 釘 （4.6） 0.3 0.3 （2.2） 鉄 上端部欠損　断面方形 床面

は赤変硬化している。煙道部は壁外に 50㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ɹୈ 14 ੻（第ډॅ߸ 29 ～ 31 図）

Ґஔ　調査区中央部の中央寄り D ２b6 区，標高 46.0 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.32 ｍ，短軸 3.94 ｍの方形で，主軸方向はＮ－９ －゚Ｗである。壁高は 38㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。貼床は中央部を土坑状，西壁際を南北方向に溝状

に掘り込み，ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子を含む黒色土・黒褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 107㎝で，燃焼部幅は 60㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第 10・11 層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面

第 13 号住居跡出土遺物観察表（第 28 図）

౻લҨ੻

ୈ 28 ਤ 第 13 号住居跡出土遺物実測図
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ୈ 29 ਤ 第 14 号住居跡実測図
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ϐοτ　深さ 22㎝で，南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考

えられる。

෴౔　４層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第５～９層は貼床の構築

土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
３　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
４　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量
５　黒 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量

６　黒 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
７　褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
８　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
９　黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 692 点（坏 85，高台付坏３，鉢 18，甕類 580，甑６），須恵器片 83 点（坏 47，甕

36），土製品２点（袖材），金属製品２点（鎹ヵ，鉸具ヵ）が出土している。また，混入した陶器片１点（碗）

も出土している。71 は竈右脇，74 と TP10 は北西部，78 は中央部，M19 は西部，TP12 は北東コーナー部の

床面から，M18 は南部の覆土下層，75 ～ 77 は竈の覆土中層から，DP15 は竈右袖部，DP16 は竈左袖部，72・

73，TP11 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　明 黄 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物・
　　　　　　　　ローム粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック少量，粘土ブロック・炭化物微量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
４　明 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
５　にぶい赤褐色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
６　明 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
７　橙 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化物少量
８　暗 赤 褐 色　炭化物中量，焼土ブロック少量，ローム粒子・粘
　　　　　　　　土粒子微量
９　黄 褐 色　ロームブロック・粘土粒子少量，焼土ブロック・
　　　　　　　　炭化粒子微量

10　明 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
11　灰 白 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
12　黒 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
13　黒 色 炭化粒子多量，ロームブロック・焼土ブロック微量
14　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
15　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土ブロック・
　　　　　　　　今市七本桜パミス微量
16　黒 色　ローム粒子・炭化粒子微量
17　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・七本
　　　　　　　　桜パミス微量
18　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化物・粘土粒子少量，焼土粒
　　　　　　　　子微量

౻લҨ੻

ୈ 30 ਤ 第 14 号住居跡出土遺物実測図（1）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

71 土師器 坏 15.1 6.2 6.9 長石・石英 にぶい赤褐 普通 体部下端・底部回転ヘラ削り　内面ヘラミガキ 床面 70％　PL21

72 土師器 坏 ［13.2］ （3.1） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形　内面ヘラミガキ 覆土中 10％

73 土師器 坏 － （0.5） － 長石・石英 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ削り　底面墨書 覆土中 ５％　PL24

74 須恵器 坏 ［14.0］ （5.2） ［6.6］ 長石・石英・黒色
粒子 灰白 良 底部回転ヘラ切り後ナデ 床面 20％

75 土師器 甕 ［19.4］ （12.4） － 長石・石英・赤色
粒子 灰褐 普通 体部外面ナデ　内面ヘラナデ 竈覆土中層 10％

76 土師器 小甕 ［12.6］ （6.4） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り　内面ナデ 竈覆土中層 20％

77 須恵器 甕 ［32.4］ （8.9） － 長石・石英 黒褐
褐灰 良 口縁部外・内面自然釉付着 竈覆土中層 ５％

78 須恵器 甕 － （13.3） ［19.2］ 長石・黒色粒子 褐灰 良 体部下端横位のヘラ削り　底部ヘラ記号ヵ 床面 10％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP10 土師器 鉢 長石・石英・赤色粒子 灰 体部外・内面ロクロナデ 床面 PL29

第 14 号住居跡出土遺物観察表（第 30・31 図）

ୈ 31 ਤ 第 14 号住居跡出土遺物実測図（2）
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP15 袖材 19.5 17.0 11.0 3360 長石・石英 ナデ　 竈右袖部

DP16 袖材 19.0 18.0 11.0 2840 長石・石英 ナデ　 竈左袖部

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 18 鎹ヵ 16.0 1.2 0.4 25.1 鉄 断面長方形　 覆土下層 PL32

Ｍ 19 鉸具ヵ （2.1） （2.0） 0.5 （1.3） 銅 穿孔部１か所残存　楕円形 床面 PL32

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP11 土師器 甕 長石・赤色粒子 にぶい橙 内面ハケナデ 覆土中 PL29

TP12 土師器 甕 長石・石英 明褐 内面ハケナデ 床面 PL29

ɹୈ 15 ੻（第ډॅ߸ 32 図）

Ґஔ　調査区中央部の中央寄り D ２b5 区，標高 46.0 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.28 ｍ，短軸 3.22 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 10 －゚Ｗである。壁高は 40㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

౻લҨ੻

ୈ 32 ਤ 第 15 号住居跡・出土遺物実測図



－ 46 －

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

79 須恵器 蓋 － （2.4） － 長石・石英 灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面 30％

ᜱ౔૚ղઆ 
１　にぶい黄色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
　　　　　　　　炭化物微量
２　明 黄 褐 色 粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化物微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量，ローム粒
　　　　　　　　子微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック・炭化物中量，粘土ブロック少量
５　明 赤 褐 色　焼土ブロック・炭化物・粘土粒子少量，ロームブ
　　　　　　　　ロック微量

６　暗 褐 色 炭化物中量，粘土ブロック少量，焼土ブロック微量
７　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
８　褐 色　炭化粒子中量，粘土粒子少量，ローム粒子・焼土
　　　　　　　　粒子微量
９　黒 褐 色　炭化粒子中量，ロームブロック・七本桜ブロック
　　　　　　　　少量，焼土粒子微量
10　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック少量

෴౔　５層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第６～９層は，貼床の構

築土である。

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。貼床は南壁際の中央部と北東・南東コーナー部を

土坑状に掘り込み，ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子を含む黒褐色土・褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。撹乱が激しく，左袖部しか確認できなかった。規模は焚口部から煙道部

まで 96㎝で，燃焼部幅は不明である。袖部は，床面に粘土を主体とした第５～７層を積み上げて構築されて

いる。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に 30㎝掘り込まれ，火床

部から外傾して立ち上がっている。第８～ 10 層は，掘方への埋土である。

౔૚ղઆ 
１　暗 褐 色　ロームブロック中量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量
３　黒 色　ロームブロック少量（粘性強い）
４　にぶい褐色　ロームブロック多量
５　にぶい褐色　ロームブロック多量（粘性強い）
６　黒 褐 色　炭化粒子中量，ロームブロック・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス少量，焼土粒子微量

７　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
８　明 褐 色　ロームブロック・黒色土ブロック・炭化粒子微量
９　褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 14 点（坏１，高台付坏２，甕類 11），須恵器片４点（坏３，蓋１）が出土している。

また，混入した石鏃１点も出土している。79 は，中央部の床面から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

ɹୈ 16 ੻（第ډॅ߸ 33・34 図）

Ґஔ　調査区南部の東寄り D ２e8 区，標高 45.9 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.00 ｍ，短軸 3.94 ｍの方形で，主軸方向はＮ－３ －゚Ｗである。壁高は 32㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。南壁の中央部に奥行 28㎝ほど掘り込んでいる半円状の張り出し部を有している。

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。貼床は西壁際を南北方向に，東壁際を土坑状に掘

り込み，ロームブロック・炭化物を含むにぶい黄褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 100㎝で，燃焼部幅は 60㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第８層を積み上げて構築されている。火床部は５㎝ほど皿状に掘り込み，ロームブロッ

クを含んだ第 11 層を埋めて構築しており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に 34㎝掘り込まれ，火

床部から外傾して立ち上がっている。

第 15 号住居跡出土遺物観察表（第 32 図）
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック中量，炭化物・ローム粒子微量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土
　　　　　　　　粒子微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土粒子少量，ローム粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
５　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化物少量，ローム粒子・焼土粒
　　　　　　　　子微量
６　暗 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック・     
　　　　　　　　焼土ブロック微量

７　にぶい黄色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
８　暗 褐 色　粘土ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
９　黒 褐 色　ロームブロック中量，粘土粒子微量
10　にぶい黄褐色　ロームブロック多量，炭化物少量，今市七本桜パ
　　　　　　　　ミス微量
11　黄 褐 色　ロームブロック多量，炭化物少量，今市七本桜パ
　　　　　　　　ミス微量

౻લҨ੻

ୈ 33 ਤ 第 16 号住居跡実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 68 点（坏 10，高台付坏１，鉢１，甕類 45，甑 11），須恵器片 51 点（坏 34，高台付坏１，

蓋２，盤６，甕８），鉄製品１点（刀子）が出土している。また，混入した縄文土器片４点（深鉢）も出土し

ている。80，TP13 は竈の覆土中，M20 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

ϐοτ　４か所。P １～ P ３は深さ 12 ～ 29㎝で，位置と配置から主柱穴と考えられる。P ４は深さ 34㎝で，

南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

෴౔　14 層に分層できる。ロームブロックを含むことから埋め戻されている。第 15 ～ 17 層は貼床の構築土

である。

౔૚ղઆ 
１　灰 褐 色　ロームブロック中量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５　黒 褐 色　ロームブロック少量（しまり弱）
６　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
７　黒 色　ロームブロック少量（粘性弱）
８　黒 色　ロームブロック・焼土粒子微量
９　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土粒子中量，焼土ブロック・
　　　　　　　　炭化粒子微量

10　黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
11　灰 褐 色　ロームブロック微量
12　黒 色　ロームブロック微量
13　にぶい褐色　ロームブロック多量
14　黒 褐 色　ローム粒子少量
15　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化物少量，今市七本桜パミス
　　　　　　　　微量
16　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化物中量
17　灰 黄 褐 色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子・今市七
　　　　　　　　本桜パミス微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

80 須恵器 高台付坏 － （2.7） ［9.0］ 長石・石英・雲母 褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り　 竈覆土中 10％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP13 須恵器 甕 長石 褐灰　灰 体部斜位の平行叩き　内面同心円文の当具痕 竈覆土中 PL29

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 20 刀子 （6.8） （1.6） 0.3 （6.1） 鉄 刃部欠損　刃部断面三角形　茎部断面方形 覆土中 PL33

ɹୈ 17 ੻（第ډॅ߸ 35 ～ 39 図）

Ґஔ　調査区南部の東寄り D ２j8 区，標高 45.7 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.76 ｍ，短軸 4.57 ｍの方形で，主軸方向はＮ－１ －゚Ｗである。壁高は 24㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，南部と北西コーナー部を除いて踏み固められている。貼床は西壁際を南北方向に溝状

に掘り込み，ロームブロック・炭化粒子を含む黒色土・黒褐色土を埋土して構築している。

第 16 号住居跡出土遺物観察表（第 34 図）

ୈ 34 ਤ 第 16 号住居跡出土遺物実測図



－ 49 －

ᜱ౔૚ղઆ 
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物少量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子少量
３　灰 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子少量

４　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量
５　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量，
　　　　　　　　ロームブロック微量
６　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土粒子少量

ᜱ　北壁のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 136㎝で，燃焼部幅は 56㎝である。袖

部は，床面に粘土を主体とした第８・９層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火

床面は確認できなかった。煙道部は壁外に 36㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

౻લҨ੻

ୈ 35 ਤ 第 17 号住居跡実測図（1）
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ϐοτ　７か所。P １～ P ４は深さ 18 ～ 79㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 20㎝で，南壁際

の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。P ６は深さ 55㎝，P

７は深さ 23㎝で，配置から補助柱穴の可能性が考えられる。

෴౔　７層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第８～ 12 層は貼床の構

築土である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 337 点（甕類 309 点，甑 28），須恵器片 151 点（坏 89，高台付坏８，蓋 13，盤５，

高盤２，壺３，長頸瓶３，甕 28），鉄製品１点（斧），軽石１点が出土している。81 は南部，96 は南東コーナー部，

99 は北部，100 は北東部，105 は中央部の床面からそれぞれ出土し，98 は北部と南東部の床面から出土した

破片が接合したものである。82 は南部，88・90，M21 は東部，85・86・89・92 ～ 94・106 は中央部，91 は北

部，84・102 は北東部の覆土下層から，95 は北東部，87 は中央部，TP14 は東壁際の覆土中層から，83・97・

101・103・104，Q ２は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。他の住居跡に比べ須恵器の出土数が多く，大甕や高盤

などが出土している。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２　灰 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子少量
３　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
５　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック・炭化物・今市七本桜パミス少量
７　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量

８　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，・焼土粒子・
　　　　　　　　今市七本桜パミス微量
９　暗 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
10　黒 色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量
11　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量
12　灰 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

７　黒 色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
８　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量
９　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
10　明 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量
11　暗 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量
12　黒 褐 色　炭化粒子多量，粘土ブロック少量

13　にぶい黄橙色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物微量
14　暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
15　黒 色　炭化粒子中量，焼土ブロック・今市七本桜パミス
　　　　　　　　微量
16　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック・
　　　　　　　　焼土粒子微量
17　黒 色　ロームブロック・焼土ブロック微量
18　黒 褐 色　炭化粒子多量，粘土ブロック中量

ୈ 36 ਤ 第 17 号住居跡実測図（2）



－ 51 －

౻લҨ੻

ୈ 37 ਤ 第 17 号住居跡出土遺物実測図（1）
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ୈ 38 ਤ 第 17 号住居跡出土遺物実測図（2）
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

81 須恵器 坏 13.3 5.2 7.4 長石・石英・黒色
粒子 褐灰 良 底部回転ヘラ切り後ナデ　「×」のヘラ記号 床面 80％　PL22

82 須恵器 坏 13.0 4.8 7.4 長石 黄灰 良 外・内面自然釉付着　底部回転ヘラ切り後ナデ　
「＝」のヘラ記号 覆土下層 75％　PL22

83 須恵器 坏 ［13.0］ 4.9 7.7 長石・黒色粒子 黄灰 良 底部回転ヘラ切り後ナデ 覆土中 60％　PL22

84 須恵器 坏 ［13.8］ 5.0 8.4 長石・細礫 灰 良 底部回転ヘラ切り後ナデ　「＝」のヘラ記号 覆土下層 40％　PL22

85 須恵器 高台付坏 ［14.2］ （4.8） － 長石 灰 良 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土下層 20％

96 須恵器 高台付坏 15.8 6.5 10.4 長石・黒色粒子 灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け　ヘラ描きによ
る二本のヘラ記号 床面 90％　PL25

86 須恵器 盤 － （2.9） 11.2 長石・石英 黄灰 良 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土下層 50％

87 須恵器 盤 － （2.8） 10.2 長石・黒色粒子 灰 良 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土中層 20％

88 須恵器 蓋 19.0 （1.9） － 長石・黒色粒子 褐灰 良 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け　外面自然
釉付着　重ね焼きの痕跡 覆土下層 90％　PL23

89 須恵器 蓋 ［18.0］ （3.3） － 長石・細礫 灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 覆土下層 30％

90 須恵器 蓋 ［15.8］ （2.7） － 長石・石英 黄灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 30％

91 須恵器 蓋 ［23.2］ （4.0） － 長石・石英 褐灰
オリーブ褐 普通 外面自然釉 覆土下層 30％

92 須恵器 蓋 － （1.9） － 長石 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土下層 20％

93 須恵器 蓋 － （2.5） － 長石・黒色粒子 灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け　外面自然
釉付着 覆土下層 10％

94 須恵器 高盤 ［24.2］ （4.0） － 長石・石英 黄灰 良 外面自然釉付着　二か所に透窓の切れ込み 覆土下層 20％　PL28

95 須恵器 高盤 － （3.6） ［15.6］ 長石・黒色粒子 褐灰 良 脚部方形の透窓の切れ込み　内面自然釉付着 覆土中層 ５％　PL28

97 須恵器 壺 ［11.6］ （6.5） － 長石 黄灰
オリーブ黒 普通 ロクロ成形 覆土中 10％

98 須恵器 壺 ［10.2］ 17.1 ［15.7］ 長石・黒色粒子 黄灰 良 ロクロ成形　体部外面・口縁部内面に自然釉付着 床面 10％

99 須恵器 短頸壺 － （5.6） 8.1 長石・石英・黒色
粒子 黄灰 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ　体部外面自然釉 床面 80％　PL23

100 須恵器 瓶 － （8.7） － 長石・石英・黒色
粒子

灰黄
灰オリーブ 良 ロクロ成形　外・内面自然釉 床面 10％

101 土師器 甕 ［15.2］ （9.3） － 長石・石英・細礫 橙 普通 体部外面摩耗により調整不明　内面ナデ 覆土中 10％

102 土師器 甕 ［19.8］ （8.9） － 長石・石英・雲母 橙 普通 体部外面摩耗により調整不明　内面ヘラナデ 覆土下層 ５％

103 土師器 甕 － （5.6） ［8.8］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラミガキ 覆土中 ５％

104 土師器 甕 － （4.8） 7.9 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り　内面ナデ 覆土中 ５％

105 須恵器 甕 ［19.2］ （7.3） － 長石・石英 灰オリーブ
暗灰黄 普通 体部斜位の平行叩き　体部外面・口縁部内面自然釉

付着 床面 ５％

106 須恵器 大甕 － （23.1） － 長石・石英・赤色
粒子 灰 良 体部斜位の平行叩き　内面同心円文の当具痕 覆土下層 30％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP14 須恵器 甕 長石・石英・黒色粒子 灰黄褐 体部縦位の平行叩き後，横位の平行叩き 覆土中層 PL29

第 17 号住居跡出土遺物観察表（第 37 ～ 39 図）

౻લҨ੻

ୈ 39 ਤ 第 17 号住居跡出土遺物実測図（3）
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量，
　　　　　　　　焼土ブロック微量
２　浅 黄 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック少量，炭化粒子
　　　　　　　　微量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子少量，粘土ブロック
　　　　　　　　微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土ブロック少量
５　暗 褐 色　焼土ブロック・炭化物・ローム粒子微量
６　にぶい赤褐色　粘土ブロック少量，焼土粒子微量
７　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・炭化粒子少量
８　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
９　にぶい黄褐色　粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック・
　　　　　　　　炭化粒子微量

10　明 黄 褐 色　粘土ブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロック
　　　　　　　　微量
11　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
12　黒 色　炭化粒子多量，焼土粒子少量，粘土ブロック微量
13　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量
14　暗 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・粘土
　　　　　　　　粒子微量
15　にぶい黄色　粘土粒子中量，炭化粒子少量，ロームブロック・
　　　　　　　　焼土粒子微量
16　黒 褐 色 炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土ブロック微量

ɹୈ 18"ɾ# ੻（第ډॅ߸ 40 ～ 42 図）

Ґஔ　調査区南部の中央寄り D ２j6 区，標高 45.8 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 19 号住居跡を掘り込んでいる。

ঢ়　第ܗ໛ͱن 18A 号住居跡は長軸 4.67 ｍ，短軸 4.44 ｍの方形で，主軸方向はＮ－１ －゚Ｗである。壁高は

30㎝で，壁は外傾して立ち上がっている。第 18B 号住居跡は長軸 4.10 ｍ，短軸 3.94 ｍの方形で，主軸方向は

Ｎ－１ －゚Ｗである。壁高は 40㎝で，壁は外傾して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。東・西壁下の一部で壁溝を確認した。貼床はほぼ

平坦に掘り込み，ロームブロック・炭化粒子・焼土粒子を含む黒色土・黒褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 136㎝で，燃焼部幅は 58㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第８・９層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は

赤変硬化している。煙道部は壁外に 42㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。なお第 15・16

層は第 18B 号住居跡の竈材である。

ϐοτ　２か所。P １は深さ 24㎝で，南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に

伴うピットと考えられる。P ２は深さ 30㎝で，性格は不明である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 350 点（坏 10，甕類 340），須恵器片 99 点（坏 68，高台付坏３，蓋２，盤１，甕 16，

甑９），石器１点（砥石）が出土している。また，混入した陶磁器片２点（皿，小杯）も出土している。110

は西壁際の床面から，108・112 は西側，113 は中央部，114 は竈右側の覆土下層から，107 は P １の覆土上層

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２　黒 色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
４　黒 褐 色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物少量，今市七本桜パミス微量
５　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量
６　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量

７　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　今市七本桜パミス微量
８　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量
９　黒 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
10　黒 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子・
　　　　　　　　今市七本桜パミス微量

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ２ 軽石 7.2 4.2 3.9 27.4 軽石 一部に加工痕　 覆土中 PL31

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 21 斧 6.9 4.5 1.9 94.7 鉄 一枚の鉄板で成形　折り曲げ痕跡 覆土下層 PL32

ϐοτ̍౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
２　黒 色　ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

３　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

෴౔　５層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況から自然堆積である。第６～ 10 層は貼床の構築土である。
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から，109・111 は P ２の覆土中層から，Q ３は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から第 18A 号住居跡が９世紀中葉，第 18B 号住居跡が９世紀中葉以前に比定できる。

主軸方向が変わらないことや，掘方調査から第 18B 号住居跡を北東側へ拡張したものと考えられる。

౻લҨ੻

ୈ 40 ਤ 第 18A・B 号住居跡実測図
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ୈ 41 ਤ 第 18A・B 号住居跡・第 18A 号住居跡出土遺物実測図
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第 18 Ａ号住居跡出土遺物観察表（第 41・42 図）

౻લҨ੻

ୈ 42 ਤ 第 18A 号住居跡出土遺物実測図

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

109 須恵器 坏 8.7 3.5 4.6 長石・細礫 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り P ２覆土中層 95％　PL22

110 須恵器 坏 ［9.6］ 3.4 4.2 長石・雲母 灰黄褐 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向のヘラ削り　
「刀ヵ」の刻書 床面 55％　PL24

107 土師器 高台付坏 ［14.0］ 3.5 － 長石・石英・雲母 にぶい橙 良 内面横位のヘラミガキ P １覆土上層 25％

111 須恵器 高台付坏 11.2 4.8 7.1 長石・石英・針状
鉱物・細礫 にぶい褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け　「×」のヘラ

記号　内面重ね焼きの痕跡 P ２覆土中層 100％ PL23

112 須恵器 高台付坏 13.5 5.1 8.2 長石・黒色粒子・
細礫 黄灰 普通 体部下端回転ヘラ削り後，高台貼り付け 覆土下層 95％　PL23

108 土師器 盤 ［17.1］ 4.5 9.2 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，高台

貼り付け　内面ヘラミガキ　 覆土下層 85％　PL24

113 土師器 甕 ［20.6］ （30.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい赤褐 普通 体部外面縦位のヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土下層 35％　PL25

114 須恵器 甑 ［26.2］ （11.5） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ　貼り付け把手剥
離 覆土下層 10％



－ 58 －

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ３ 砥石 （8.5） 5.2 3.7 （133.8） 凝灰岩 砥面３面　他は破断面　 覆土中 PL31

ᜱ̍౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土粒子少量，
　　　　　　　　炭化物微量
２　黒 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・ローム粒子少
　　　　　　　　量，炭化物微量
３　黒 色　炭化物中量，焼土ブロック・粘土粒子少量，ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
４　黄 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック中量，ロームブ
　　　　　　　　ロック・炭化物微量
５　にぶい黄橙色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量
６　褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物少量，ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
７　暗 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
８　暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
９　にぶい黄褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土ブロック・炭化
　　　　　　　　粒子微量

10　黄 褐 色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
11　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
12　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック・
　　　　　　　　焼土粒子微量
13　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
14　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
15　黒 褐 色　ローム粒子中量，炭化粒子・粘土粒子少量，焼土
　　　　　　　　ブロック微量
16　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク・粘土粒子微量
17　明 褐 色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量
18　褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。確認できた範囲では，壁下に壁溝がほぼ全周して

いる。貼床は東・西壁際を南北方向に溝状に掘り込み，ロームブロック・粘土ブロック炭化粒子を含む黒褐色

土を埋土して構築している。

ᜱ　２か所。竈２は袖部が壊され，埋め戻されていたことから竈２から竈１に作り替えが行われている。竈１

は東壁の北寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 94㎝で，燃焼部幅は 40㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第 10 層を積み上げて構築されている。火床部は 11㎝ほど皿状に掘り込み，ローム粒

子・焼土ブロック・炭化粒子を含んだ第 15・16 層を埋めて構築しており，火床面は赤変硬化している。煙道

部は壁外に 20㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。竈２は北壁の東寄りに付設されている。

壁際に袖材の粘土が一部確認できた。規模は不明で，火床部は 13㎝ほど皿状に掘り込み，ロームブロック・

焼土ブロック・炭化物・粘土ブロックを含んだ第 14 層を埋めて構築している。煙道部は壁外に 36㎝掘り込ま

れている。

ɹୈ 19 ੻（第ډॅ߸ 43・44 図）

Ґஔ　調査区南部の中央寄り D ２i7 区，標高 45.8 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   南西コーナー部を第 18A・B 号住居に掘り込まれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.47 ｍ，短軸 4.38 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 90 で゚ある。壁高は 35㎝で，壁は外傾して

立ち上がっている。

ᜱ̎౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・粘
　　　　　　　　土ブロック微量
２　明 赤 褐 色　焼土ブロック多量
３　暗 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量
４　明 黄 褐 色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化物微量
５　褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量，
　　　　　　　　炭化物微量
６　暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
７　灰 褐 色　灰多量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
８　明 赤 褐 色　炭化粒子少量，焼土ブロック微量

９　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物・ローム粒
　　　　　　　　子微量
10　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック・炭化物・ローム粒
　　　　　　　　子微量
11　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量，ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
12　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
13　にぶい黄色　粘土ブロック多量
14　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量

ϐοτ　４か所。P ２は第 18 号Ｂ住居跡の掘方の調査で確認した。P １～ P ４は深さ 50 ～ 74㎝で，配置か

ら主柱穴と考えられる
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౻લҨ੻

ୈ 43 ਤ 第 19 号住居跡実測図
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౔૚ղઆ 
１　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物
　　　　　　　　微量
２　灰 黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物少量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少
　　　　　　　　量，粘土ブロック微量
４　黒 色　焼土ブロック・炭化物少量，ロームブロック・粘
　　　　　　　　土ブロック・今市七本桜パミス微量
５　暗 褐 色　焼土ブロック中量，粘土ブロック・ローム粒子少
　　　　　　　　量，炭化物微量
６　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，ローム粒
　　　　　　　　子・炭化粒子微量

７　黒 褐 色　ロームブロック・今市七本桜パミス中量，粘土ブ
　　　　　　　　ロック微量
８　明 褐 色　ローム粒子多量，炭化粒子少量，今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量
９　褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量
10　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
11　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

෴౔　６層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第７～ 11 層は貼床の構

築土である。

ୈ 44 ਤ 第 19 号住居跡出土遺物実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 422 点（坏５，鉢２，甕類 373，甑 42），須恵器片 33 点（坏 23，高台付坏１，蓋４，

盤１，甕４），鉄滓１点が出土している。また，混入した陶器片１点（皿）も出土している。115 は竈１の左側，

116 は南東部の床面から，118 は北部の覆土下層，122 は西壁際の覆土中層，121 は竈１の燃焼部から，119 と

120 は竈２の燃焼部から並列して逆位の状態で，M23 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世紀中葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

115 須恵器 坏 10.6 3.8 6.4 長石・石英・黒色
粒子

黄灰
黒褐 良 底部回転ヘラ切り　外面自然釉付着 床面 70％　PL22

116 須恵器 坏 12.9 4.3 8.0 長石・石英・細礫 灰 普通 底部ヘラ切り 床面 90％　PL22

117 須恵器 蓋 ［18.2］ （1.6） － 長石 灰 普通 ロクロ成形　内面自然釉 竈２燃焼部 10％

118 須恵器 蓋 － （2.1） － 長石・黒色粒子 灰 普通 ロクロ成形　外面自然釉 覆土下層 20％

119 土師器 甕 17.8 19.8 8.6 長石・石英・黒色
粒子 にぶい橙 普通 体部外面縦位のヘラ削り　内面一部ヘラナデ 竈２燃焼部 100％ PL26

120 土師器 甕 14.5 （17.0） － 長石・石英・赤色
粒子・細礫 橙 普通 体部外面ナデ　内面輪積み痕 竈２燃焼部 70％　PL26

121 土師器 甕 ［23.0］ （9.3） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ状工具痕　内面ヘラナデ 竈１燃焼部 10％

122 土師器 甕 ［23.2］ （11.8） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部外面ヘラ状工具痕　内面ヘラナデ 覆土下層 10％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 23 鉄滓 2.5 4.0 1.0 8.4 鉄 碗状滓ヵ　着磁性なし 覆土中 PL33

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。竈の両袖脇に粘土を利用した棚状施設を有してい

る。貼床はほぼ平坦に掘り込み，ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子を含む黒色土・黒褐色土を埋土して構

築している。

ᜱ　北壁のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 106㎝で，燃焼部幅は 54㎝である。袖

部は，床面に粘土を主体とした第８～ 10 層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，

火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁外に 34㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がって

いる。

ɹୈ 20 ੻（第ډॅ߸ 45 ～ 47 図）

Ґஔ　調査区南部の中央寄り D ２i5 区，標高 45.8 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第５号土坑を掘り込んでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.97 ｍ，短軸 4.80 ｍの方形で，主軸方向はＮ－３ －゚Ｅである。壁高は 40㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　オリーブ褐色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物・ロー
　　　　　　　　ム粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック・ローム粒子少量，
　　　　　　　　炭化物微量
３　黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，炭化物微量
４　にぶい黄色　粘土ブロック多量，焼土ブロック微量
５　赤 褐 色　焼土ブロック多量，粘土ブロック・炭化粒子微量
６　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子微量
７　赤 褐 色　焼土ブロック多量，炭化粒子微量

８　暗 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
９　黄 褐 色　粘土ブロック多量，炭化粒子中量
10　黄 褐 色　粘土ブロック多量
11　明 黄 褐 色　粘土多量
12　浅 黄 橙 色　灰多量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
13　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子・粘土粒子微量
14　暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
15　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量
16　にぶい黄色　焼土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第 19 号住居跡出土遺物観察表（第 44 図）

౻લҨ੻
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ୈ 45 ਤ 第 20 号住居跡実測図（1）
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 395 点（甕類 393，甑２），須恵器片 90 点（坏 65，高台付坏５，蓋 17，甕２，壺１），

灰釉陶器片１点，鉄製品３点（釘１，鉄滓２）が出土している。また，流れ込んだ陶器片１点（碗）も出土し

ている。124 は掘方の底面から，128 は南西部，129 は北東部の床面から，126 は左側の棚状施設の上面，130

は右側の棚状施設の上面から，123 は竈の右袖部，125 は北東部の覆土下層から床面，127 は北部の覆土中層から，

M24 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

౔૚ղઆ 
１　暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス少量，炭化物微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物・今
　　　　　　　　市七本桜パミス微量
５　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量
６　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック・
　　　　　　　　炭化物微量
７　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・粘土
　　　　　　　　粒子微量

８　にぶい黄褐色　ロームブロック中量
９　黒 色　炭化物少量，ロームブロック微量
10　黒 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
11　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
12　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック微量
13　黒 褐 色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子少量
14　黒 褐 色　ローム粒子少量
15　黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量
16　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック微量
17　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量
18　黒 色　ロームブロック・炭化粒子中量

෴౔　８層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第９～ 18 層は貼床の構

築土である。

୨ঢ়ࢪઃ　竈の両袖脇に粘土を貼ったもので，長さ74～168㎝，幅84～104㎝である。構築土は２層に分層でき，

粘土ブロックを主体として床面に構築されている。

୨ঢ়ࢪઃ౔૚ղઆ 
１　暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，粘土ブロック少量，炭化物微量
２　にぶい黄褐色　焼土ブロック・粘土ブロック中量，炭化粒子少量

３　にぶい黄色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量

ϐοτ　５か所。P １～ P ４は深さ 60 ～ 74㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 24㎝で，南壁際

の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

౻લҨ੻

ୈ 46 ਤ 第 20 号住居跡実測図（2）



－ 64 －

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

123 須恵器 坏 10.5 4.0 7.4 長石・石英・雲母 灰白 普通 底部ヘラ切り後ナデ　「一」のヘラ記号 竈右袖部 80％　PL22

124 須恵器 坏 13.7 4.6 8.0 長石・黒色粒子 灰 普通 底部ヘラ切り後ナデ　体部外面一部自然釉付着 掘方 60％　PL22

125 須恵器 坏 14.0 5.1 8.3 長石・黒色粒子 灰 良 底部回転ヘラ切り　重ね焼きの痕跡　外面自然釉付
着　

覆土下層～
床面 60％　PL22

126 須恵器 高台付坏 ［10.8］ 4.9 7.1 長石・石英・針状
鉱物・細礫 褐灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 棚状施設上面 60％　PL23

127 須恵器 蓋 14.7 （3.1） － 長石・石英・細礫 灰 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り 覆土中層 40％　PL23

128 須恵器 壺 － （4.7） 6.4 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り　体部外面自然釉付着 床面 30％

第 20 号住居跡出土遺物観察表（第 47 図）

ୈ 47 ਤ 第 20 号住居跡出土遺物実測図
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 24 釘 5.3 0.9 0.9 4.8 鉄 上端部方形　断面長方形 覆土中

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

129 土師器 甕 15.0 18.4 7.1 長石・石英・細礫 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ナデ 床面 70％　PL26

130 土師器 甕 21.0 （29.3） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい褐 普通 体部外面下端ヘラミガキ　内面ナデ 棚状施設上面 60％　PL27

ɹୈ 21 ੻（第ډॅ߸ 48・49 図）

Ґஔ　調査区南部の中央寄り E ２c6 区，標高 45.6 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.79 ｍ，短軸 3.50 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 12 －゚Ｗである。壁高は 12㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 100㎝で，燃焼部幅は 40㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第５層を積み上げて構築されている。火床部は 16㎝ほど皿状に掘り込み，ロームブ

౻લҨ੻

ୈ 48 ਤ 第 21 号住居跡実測図
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౔૚ղઆ 
１　褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量

３　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量

ϐοτ　４か所。P １～ P ４は深さ 12 ～ 20㎝で，配置から主柱穴の可能性が考えられる。

෴౔　３層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 136 点（坏 24，甕類 112），須恵器片 33 点（坏９，高台付坏３，蓋１，甕 18，甑２）

が出土している。また，流れ込んだ陶器片２点（碗）と磁器片１点（碗）も出土している。131 は北東コーナー

部，134 は竈左袖部前の床面から，132・133・135 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

131 土師器 坏 ［13.6］ 4.8 ［6.3］ 長石・石英 にぶい黄
黄灰 普通 底部摩耗により調整不明　内面ヘラミガキ　 床面 40％

132 土師器 鉢 ［15.8］ （4.7） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラミガキ 覆土中 10％

134 須恵器 長頸瓶 － （7.0） 9.2 長石・細礫 灰 普通 体部下端横位のヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，高
台貼り付け 床面 10％

133 土師器 甕 ［20.0］ （7.4） － 長石・石英 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ハケナデ 覆土中 10％

135 須恵器 甑 － （7.7） － 長石・石英 褐灰 普通 貼り付け把手　 覆土中 ５％

ɹୈ 22 ੻（第ډॅ߸ 50・51 図）

Ґஔ　調査区中央部の中央寄り C ２c6 区，標高 46.0 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第４号住居跡を掘り込んでいる。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　灰 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化物少量，焼
　　　　　　　　土ブロック微量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・粘土ブロック少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土ブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化物微量

４　にぶい赤褐色　焼土粒子中量，ロームブロック・粘土ブロック・
　　　　　　　　炭化物少量
５　にぶい赤褐色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６　黄 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物
　　　　　　　　微量

ロック・焼土ブロック・炭化粒子を含んだ第６層を埋土して構築されており，火床面は確認できなかった。煙

道部は壁外に 30㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている

第 21 号住居跡出土遺物観察表（第 49 図）

ୈ 49 ਤ 第 21 号住居跡出土遺物実測図
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ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.50 ｍ，短軸 4.13 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 77 －゚Ｅである。壁高は８㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，踏み固められていない。貼床はほぼ平坦に掘り込まれ，ロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子を含む黒色土・黒褐色土で構築している。

ᜱ　東壁のやや北寄りに付設されている。左袖部のみが残存していた。規模は焚口部から煙道部まで 92㎝で，

燃焼部幅は不明である。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は壁

外に 30㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
２　暗 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量
３　暗 褐 色　砂粒少量，ロームブロック・焼土ブロック・炭化          
　　　　　　　　粒子微量

４　黒 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
５　暗 赤 褐 色　今市七本桜パミス多量，ローム粒子中量

ϐοτ　３か所。P １～ P ３は，配置から主柱穴と考えられる。

෴౔　２層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。第３・４層は貼床

の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　黒 色　ロームブロック少量，炭化粒子極微量

３　黒 褐 色　今市七本桜パミス少量，ロームブロック微量
４　黒 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

౻લҨ੻

ୈ 50 ਤ 第 22 号住居跡実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

136 土師器 坏 12.4 3.9 5.3 長石・石英 にぶい黄橙 普通 底部回転糸切り　内面ヘラミガキ　 床面 90％　PL21

137 土師器 甕 15.5 （12.3） － 長石・石英 にぶい橙 普通 体部下端横位のヘラ削り　内面ヘラナデ 竈煙道部 30％　PL27

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ４ 砥石ヵ 12.2 （10.5） 4.9 （879.0） 凝灰岩 砥面２面　両面に溝状の研磨痕有り 覆土中 PL31

Ｑ５ 砥石ヵ （8.5） （6.8） （4.1） （326.0） 凝灰岩 砥面２面 覆土中 PL31

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP17 管状土錘 3.2 1.5 0.35 8.1 長石・黒色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 床面 PL30

DP18 管状土錘 （1.2） ［1.5］ 0.35 （1.6） 長石 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 302 点（坏 42，高台付坏５，甕類 252，甑３），須恵器片 50 点（坏 36，蓋５，瓶３，甕６），

土製品２点（管状土錘），石器２点（砥石ヵ），鉄製品７点（斧１・不明６）が出土している。136 は竈の前面，

DP17・M25 は北東部の床面から，137 は竈の煙道部付近から，DP18，Q ４・５は覆土中からそれぞれ出土し

ている。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

第 22 号住居跡出土遺物観察表（第 51 図）

ୈ 51 ਤ 第 22 号住居跡出土遺物実測図
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番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 25 斧 8.8 3.7 2.0 129.5 鉄 一枚の鉄板で成形　折り曲げ痕跡　 床面 PL32

ɹୈ 23 ੻（第ډॅ߸ 52 図）

Ґஔ　調査区北部の中央寄り B ２i4 区，標高 46.5 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第３号掘立柱建物に掘り込まれている。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２　暗 赤 褐 色 焼土ブロック・炭化粒子少量，ロームブロック微量
３　黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，焼土ブロック微量
４　黒 色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量

５　黒 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
６　暗 赤 褐 色　ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.51 ｍ，短軸 3.28 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 87 －゚Ｅである。壁高は 13㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

চɹ平坦な床で，踏み固められていない。

ᜱ　東壁のやや南寄りに付設されている。掘方のみが確認できた。規模は不明である。

౻લҨ੻

ୈ 52 ਤ 第 23 号住居跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

138 土師器 坏 － （2.7） － 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 ロクロ成形　体部外面墨書　 覆土中 ５％　PL24

ɹୈ 24 ੻（第ډॅ߸ 53・54 図）

Ґஔ　調査区北部の中央寄り B ２i7 区，標高 46.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第２号掘立柱建物に掘り込まれている。

ঢ়　北壁の壁溝と竈，出入り口施設に伴うピットのみを確認した。推定規模は長軸ܗ໛ͱن 2.94 ｍ，短軸 2.92

ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 84 －゚Ｅである。

চɹほぼ平坦で，踏み固められていない。西壁下から北，東壁下にかけて壁溝が確認できた。

ᜱ　東壁の北寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 96㎝で，燃焼部幅は 44㎝である。袖部は，

床面に粘土を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は赤変硬化している。煙道

部は壁外に 36㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

෴౔　３層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示しているため自然堆積である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色 ローム粒子少量，炭化粒子・今市七本桜パミス微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・今市七本
　　　　　　　　桜パミス微量

３　黒 色　ロームブロック・今市七本桜パミス少量，焼土粒
　　　　　　　　子・炭化粒子少量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 49 点（坏 23，甕類 26），須恵器片３点（坏，蓋，甕），灰釉陶器片１点が出土してい

る。また，混入した陶器片１点も出土している。138 は覆土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉から 10 世紀前葉とみられる。

第 23 号住居跡出土遺物観察表（第 52 図）

ୈ 53 ਤ 第 24 号住居跡実測図
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量
２　黒 褐 色　砂粒中量，炭化粒子少量，ロームブロック・焼土
　　　　　　　　ブロック微量

３　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ϐοτ　深さ 16㎝で，西壁際の中央部に位置することから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 14 点（坏１，甕類 13），須恵器片１点（甕）が出土している。139・140 は竈の燃焼

部からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

139 土師器 坏 ［15.0］ （4.2） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ロクロ成形　内面ヘラミガキ 竈燃焼部 10％

140 土師器 甕 15.2 （12.5） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 竈燃焼部 50％　PL26

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・炭化粒子少量，
　　　　　　　　今市七本桜パミス微量

２　にぶい黄褐色　ロームブロック・粘土ブロック中量，今市七本桜
　　　　　　　　パミス微量

ᜱ　掘方しか確認できなかった。規模は不明である。火床部は床面から深さ 23㎝ほど土坑状に掘り込み，ロー

ムブロックを含んだ第１・２層を埋土して構築されており，火床面は確認できなかった。

ɹୈ 25 ੻（第ډॅ߸ 55 図）

Ґஔ　調査区中央部の東寄り C ２e9 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 27 号住居に掘り込まれている。

ঢ়　削平されているため竈の掘方と掘方への埋土しか確認できなかった。推定規模は長軸ܗ໛ͱن 4.55 ｍ，

短軸 4.32 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 23 －゚Ｗである。

চɹほぼ平坦な貼床で，踏み固められていない。貼床はほぼ平坦に掘り込み，ロームブロック・炭化粒子を含

む黒褐色土を埋土して構築している。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

෴౔　掘方への埋土である。

第 24 号住居跡出土遺物観察表（第 54 図）

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片４点（坏１，甕類３）が出土している。また，混入した縄文土器片１点（深鉢）も出

土している。遺物は細片のため図示できない。

ॴݟ　時期は，出土土器片から９世紀から 10 世紀代とみられる。

౻લҨ੻

ୈ 54 ਤ 第 24 号住居跡出土遺物実測図
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土ブロックを含む灰褐色土・極暗褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 90㎝で，燃焼部幅は 44㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第４・５層を積み上げて構築されている。火床部は床面から 17㎝ほど皿状に掘り込み，

ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子を含んだ第６・７層を埋土して構築されており，火床面は赤変硬化

している。煙道部は壁外に 40㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ɹୈ 26 ੻（第ډॅ߸ 56・57 図）

Ґஔ　調査区南部の中央寄り E ２a4 区，標高 45.7 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.18 ｍ，短軸 3.12 ｍの方形で，主軸方向はＮ－７ －゚Ｅである。壁高は 10㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。貼床はほぼ平坦に掘り込み，ロームブロック・粘

ᜱ౔૚ղઆ 
１　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
３　灰 褐 色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
４　にぶい橙色 粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子微量

５　暗 赤 褐 色　粘土ブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６　暗 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
７　にぶい赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

ୈ 55 ਤ 第 25 号住居跡実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 21 点（坏２，甕類 19），須恵器片６点（坏５，盤１），鉄製品１点（鋏ヵ）が出土している。

また，混入した陶器片１点（瓶）も出土している。M26 は西部の床面，141 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

ϐοτ　２か所。P １は深さ 12㎝で，南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に

伴うピットと考えられる。P ２は深さ 19㎝で，性格は不明である。

෴౔　２層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第３・４層は貼床の構築

土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量
２　極 暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量　
３　灰 褐 色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量

４　極 暗 褐 色　ロームブロック少量

౻લҨ੻

ୈ 56 ਤ 第 26 号住居跡実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

141 須恵器 盤 ［18.2］ 3.5 ［8.8］ 長石 灰黄褐 普通 体部下端回転ヘラ削り 覆土中 20％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 26 鋏ヵ （13.5） 3.5 0.8 （13.4） 鉄 刃部断面三角形　 床面 PL33

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（高台付坏），須恵器片 13 点（甕）が出土している。遺物は細片のため図示できない。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀から 10 世紀代とみられる。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　炭化粒子少量，焼土ブロック・ローム粒子微量
２　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量

３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量

চɹほぼ平坦で，踏み固められていない。

ᜱ　東壁に付設されている。掘方は，床面から皿状に 13㎝掘り込まれている。規模は，不明である。

ɹୈ 27 ੻（第ډॅ߸ 58 図）

Ґஔ　調査区中央部の東寄り C ２d9 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 25 号住居跡を掘り込んでいる。

ঢ়　削平されているため竈の掘方しか確認できなかった。推定規模は長軸ܗ໛ͱن 2.90 ｍ，短軸 2.73 ｍの方

形で，主軸方向はＮ－ 76 －゚Ｅである。

第 26 号住居跡出土遺物観察表（第 57 図）

ୈ 58 ਤ 第 27 号住居跡実測図

ୈ 57 ਤ 第 26 号住居跡出土遺物実測図
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ᜱ　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 84㎝で，燃焼部幅は 44㎝である。袖部は，床面に

粘土を主体とした第６層を積み上げて構築されている。火床部は床面から５㎝ほど皿状に掘り込み，ロームブ

ロック・焼土ブロック・粘土ブロックを含んだ第７・８層を埋土して構築されており，火床面は赤変硬化して

いる。煙道部は壁外に 16㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ɹୈ 28 ੻（第ډॅ߸ 59・60 図）

Ґஔ　調査区北部の西寄り B １c7 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　西部が調査区域外に延びているため，南北軸はܗ໛ͱن 3.47 ｍで，東西軸は 2.21 ｍしか確認できなかった。

平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－３ －゚Ｗである。壁高は 45 ～ 55㎝で，壁は外傾して

立ち上がっている。

চɹ平坦で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。

౻લҨ੻

ୈ 59 ਤ 第 28 号住居跡実測図
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౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子・今市七本桜パミス微量
２　暗 褐 色　今市七本桜パミス少量，炭化物・ローム粒子微量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量
４　黒 褐 色　今市七本桜パミス中量，粘土ブロック・ローム粒
　　　　　　　　子少量，炭化物微量
５　黒 色　炭化粒子中量，今市七本桜パミス少量，粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・ローム粒子微量

６　黒 色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量
７　黒 色　炭化粒子少量，粘土ブロック・ローム粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量　
８　黒 色　炭化粒子中量，粘土ブロック・ローム粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量
９　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，今市七本桜パミス少量，炭
　　　　　　　　化粒子微量

෴౔　９層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 103 点（坏１，甕類 102），須恵器片９点（坏８，甕１）が出土している。142 は竈前

の床面，143 は北東部の覆土下層から床面にかけて，144 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

142 須恵器 坏 14.2 4.8 6.2 長石・石英・細礫 灰 普通 底部回転ヘラ切り　 床面 90％　PL23

143 土師器 甕 17.6 （19.2） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土下層～

床面 60％　PL27

144 土師器 甑 － （8.7） － 長石・石英 にぶい黄褐 普通 体部外面ヘラ削り　補修孔二孔 覆土中 ５％　PL28

ᜱ౔૚ղઆ 
１　にぶい黄褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子少量，ロー
　　　　　　　　ム粒子・今市七本桜パミス微量
２　にぶい黄橙色　粘土ブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化物・今市七
　　　　　　　　本桜パミス微量
４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子微量
５　にぶい黄橙色　粘土ブロック多量，炭化粒子少量，焼土ブロック
　　　　　　　　微量

６　にぶい赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化物・ローム粒
　　　　　　　　子微量
７　にぶい赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
８　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク微量
９　明 黄 褐 色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土
　　　　　　　　粒子微量

ϐοτ　深さ 24㎝で，南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考

えられる。

第 28 号住居跡出土遺物観察表（第 60 図）

ୈ 60 ਤ 第 28 号住居跡出土遺物実測図



－ 77 －

ロームブロック・炭化粒子・今市七本桜パミスを含む黒褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 80㎝で，燃焼部幅は 36㎝である。袖部は，床面に

粘土を主体とした第８層を積み上げて構築されている。火床部は床面から５㎝ほど皿状に掘り込み，ロームブ

ロック・炭化粒子・粘土粒子を含んだ第 12 層を埋土して構築されており，火床面は赤変硬化している。煙道

部は壁外に 14㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ɹୈ 29 ੻（第ډॅ߸ 61・62 図）

Ґஔ　調査区北部の西寄り B １b7 区，標高 46.1 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　西部が調査区域外に延びているため，南北軸はܗ໛ͱن 2.81 ｍで，東西軸は 2.70 ｍしか確認できなかった。

平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 28 －゚Ｅである。壁高は 42㎝で，壁は外傾して立ち

上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。貼床はほぼ平坦に掘り込まれ，

౻લҨ੻

ୈ 61 ਤ 29 号住居跡実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

145 須恵器 坏 14.4 4.9 8.8 長石・石英 灰黄 普通 底部回転ヘラ削り 床面 80％　PL23

146 須恵器 高台付坏 － （4.0） ［9.2］ 長石・石英 オリーブ黒
　黄灰 普通 体部外面・底部内面自然釉付着　底部回転ヘラ削り

後，高台貼り付け 覆土中 ５％

ϐοτ　深さ８㎝で，南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

෴౔　４層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示しているため自然堆積である。第５層は貼床の構築土

である。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス少量，炭化物微量
２　にぶい黄褐色　粘土ブロック・炭化粒子・今市七本桜パミス少量，
　　　　　　　　ロームブロック微量
３　黒 色 炭化粒子少量，ローム粒子・今市七本桜パミス微量

４　灰 黄 褐 色　ロームブロック・今市七本桜パミス少量，粘土ブ
　　　　　　　　ロック・炭化粒子微量
５　黒 褐 色　炭化粒子中量，ロームブロック・今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス少量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片６点（坏１，高台付坏１，甕類４），須恵器片２点（坏，高台付坏）が出土している。

また，混入した弥生土器片２点（壺），石器１点（掻器）も出土している。145 は東コーナー部の床面，146 は

覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

ɹୈ 30 ੻（第ډॅ߸ 63・64 図）

Ґஔ　調査区北部の東寄り B ２e9 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第２号溝に掘り込まれている。

ঢ়　北壁と西壁は削平されているため，規模は東西軸がܗ໛ͱن 4.05 ｍで，南北軸は 2.44 ｍしか確認できなかっ

ᜱ౔૚ղઆ 
１　暗 褐 色　粘土ブロック・今市七本桜パミス少量，ロームブ
　　　　　　　　ロック・炭化粒子微量
２　黄 褐 色　粘土ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３　にぶい黄褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
４　にぶい赤褐色　焼土ブロック多量，炭化粒子・粘土粒子少量
５　にぶい黄褐色　粘土ブロック多量，焼土粒子微量
６　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子微量

７　黒 褐 色　炭化粒子中量，焼土ブロック・粘土粒子微量
８　にぶい黄色　粘土ブロック多量
９　灰 黄 褐 色　焼土ブロック・粘土粒子少量
10　にぶい黄橙色　粘土ブロック多量
11　にぶい黄褐色　粘土粒子中量，ロームブロック少量
12　明 褐 色 ロームブロック中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量

第 29 号住居跡出土遺物観察表（第 62 図）

ୈ 62 ਤ 第 29 号住居跡出土遺物実測図
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　にぶい赤褐色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量
２　黒 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ロームブロッ
　　　　　　　　ク微量
３　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量

４　黒 褐 色　炭化粒子・今市七本桜パミス少量，焼土ブロック
　　　　　　　　微量
５　黒 色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

෴౔　単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

た。平面形は方形もしくは長方形で，主軸方向はＮ－ 79 －゚Ｅである。壁高は残存している部分では６㎝で，

壁は外傾して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦で，確認できた範囲では踏み固められていない。南壁下で壁溝を確認した。

ᜱ　東壁の南寄りに付設されている。袖部は残存しておらず，地山を削り残した基部のみが確認できた。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 35 点（坏６，高台付坏２，甕類 27），土製品２点（袖材）が出土している。また，

混入した石器１点（凹石）も出土している。148 は竈の燃焼部，DP19 は竈の煙道部，147 は覆土中からそれ

ぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

౻લҨ੻

ୈ 63 ਤ 第 30 号住居跡実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

147 土師器 坏 ［14.8］ （3.1） － 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい黄橙 普通 ロクロ成形 覆土中 20％

148 土師器 甕 ［19.7］ （8.2） － 長石・石英・赤色
粒子・黒色粒子 橙 普通 体部外面ナデ 竈燃焼部 10％

番号 器　種 長さ 厚さ 幅 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP19 袖材 26.0 8.3 13.3 2460 長石・石英 ナデ　 竈煙道部 PL30

DP20 袖材 18.5 11.3 7.5 916 長石・石英 ナデ　 竈左袖部

ɹୈ 31 ੻（第ډॅ߸ 65 図）

Ґஔ　調査区北部の東寄り B ２h8 区，標高 46.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第５号掘立柱建物に掘り込まれている。

第 30 号住居跡出土遺物観察表（第 64 図）

ୈ 64 ਤ 第 30 号住居跡出土遺物実測図
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ঢ়　削平されているため，東・西壁の一部と南西・北西コーナーの壁溝しか確認できなかった。壁溝ܗ໛ͱن

の周り方から，長軸4.53ｍ，短軸4.41ｍの方形と推定される。主軸方向はＮ－５ －゚Ｗである。壁高は不明である。

চɹ平坦で，踏み固められていない。

ᜱ　北壁のやや東寄りに掘方のみが確認できた。規模は，不明である。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・今市七本
　　　　　　　　桜パミス微量

２　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック極微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（坏，甕類）が出土している。149 は竈の火床部から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

౻લҨ੻

ୈ 65 ਤ 第 31 号住居跡・出土遺物実測図
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　暗 褐 色　炭化粒子・粘土粒子少量，ロームブロック・焼土
　　　　　　　　ブロック微量
２　にぶい褐色　粘土粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３　黒 褐 色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

４　暗 赤 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量，ロー
　　　　　　　　ムブロック微量
５　黒 褐 色　焼土ブロック中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
６　黒 褐 色　粘土粒子少量，焼土粒子微量

ている。

চɹほぼ平坦で，確認できた範囲では踏み固められていない。

ᜱ　北壁の中央部に掘方と構築材と思われる粘土のみが確認できた。規模は，不明である。火床部は床面とほ

ぼ同じ高さで，火床面は確認できなかった。

ɹୈ 32 ੻（第ډॅ߸ 66 図）

Ґஔ　調査区中央部の西寄り B ２i0 区，標高 46.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   南部を第９号住居，北西部を第２号溝に掘り込まれている。

ঢ়　第９号住居に掘り込まれているため，東西軸はܗ໛ͱن 3.00 ｍで，南北軸は 2.20 ｍしか確認できなかった。

平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－０ で゚ある。壁高は 10㎝で，壁は外傾して立ち上がっ

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

149 土師器 坏 ［14.4］ （4.8） － 石英 にぶい褐
褐灰 普通 内面横ナデ後ヘラミガキ 竈火床部 20％

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 20 点（坏３，高台付坏１，甕類 16），須恵器片 10 点（坏７，高台付坏１，甕１，壺１），

礫３点（泥岩２，凝灰岩１）が出土している。遺物は細片のため図示できない。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀から 10 世紀代とみられる。

෴౔　単一層である。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

౔૚ղઆ 
１　にぶい黄褐色　ローム粒子・白色粒子・今市七本桜パミス少量

第 31 号住居跡出土遺物観察表（第 65 図）

ୈ 66 ਤ 第 32 号住居跡実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片５点（甕類），須恵器片１点（坏），鉄製

品１点（釘）が出土している。M27 は，覆土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀から 10 世紀代とみられる。

෴౔　２層に分層できる。層厚が薄いため堆積状況は不明である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック・今市七本桜パミス微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量

ɹୈ 33 ੻（第ډॅ߸ 67 図）

Ґஔ　調査区南部の東寄り D ３h1 区，標高 45.9 ｍの台地平坦部

に位置している。

ঢ়　東部が調査区域外に延びているため，南北軸はܗ໛ͱن 3.80

ｍで，東西軸は 0.62 ｍしか確認できなかった。平面形は方形もし

くは長方形と推定され，長軸方向はＮ－５ －゚Ｅである。壁高は

10㎝で，壁は外傾して立ち上がっている。

চɹ平坦で，確認できた範囲では踏み固められていない。確認で

きた範囲には壁溝が巡っている。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 27 釘 （4.8） 0.9 0.6 （5.6） 鉄 上・下端部欠損　断面方形　 覆土中

ɹୈ 34 ੻（第ډॅ߸ 68 図）

Ґஔ　調査区南部のやや東寄り D ２i8 区，標高 45.8 ｍの台地平坦部に位置している。

ୈ 67 ਤ　第 33 号住居跡・出土遺物
      　　  実測図第 33 号住居跡出土遺物観察表（第 67 図）

౻લҨ੻

ୈ 68 ਤ 第 34 号住居跡実測図
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ɹୈ 35 ੻（第ډॅ߸ 69・70 図）

Ґஔ　調査区北部の西寄り B １g8 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.86 ｍ，短軸 3.34 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－ 14 －゚Ｗである。壁高は 28㎝で，壁は外

傾して立ち上がっている。

ॏෳؔ܎   第 15・16 号土坑に掘り込まれている。

ঢ়　削平されているため竈の掘方とピットしか確認できなかった。竈・主柱穴の広がりから，規模はܗ໛ͱن

長軸 2.96 ｍ，短軸 2.94 ｍの方形と推定される。主軸方向はＮ－８ －゚Ｅである。

চɹ平坦で，踏み固められていない。

ᜱ　北壁のやや西寄りに掘方のみが確認できた。規模は，不明である。

ϐοτ　５か所。P １～ P ４は深さ６～ 12㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 10㎝で，南壁際

の中央部に位置することから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（甕類）が出土している。遺物は細片のため図示できない。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀から 10 世紀代とみられる。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　にぶい赤褐色　焼土ブロック少量，ロームブロック・粘土ブロック微量

ୈ 69 ਤ 第 35 号住居跡実測図



－ 85 －

চɹ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 100㎝で，燃焼部幅は 50㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第６・７層を積み上げて構築されている。火床部は床面から 22㎝ほど皿状に掘り込み，

焼土ブロック・炭化粒子・粘土粒子を含んだ第８層を埋土して構築されており，火床面は確認できなかった。

煙道部は壁外に 58㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

౻લҨ੻

ୈ 70 ਤ 第 35 号住居跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

150 土師器 坏 ［12.4］ 5.0 5.9 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り　内面ヘラミガキ 竈燃焼部 15％

151 須恵器 坏 － （3.0） 6.0 長石 灰 普通 底部回転ヘラ切り　「井」状のヘラ記号 床面 30％

152 須恵器 坏 － （0.8） 7.0 長石・石英・黒色
粒子 灰 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ　「＝」のヘラ記号 竈燃焼部 10％

153 須恵器 蓋 ［18.6］ （2.8） － 長石・石英 灰 普通 天井部回転ヘラ削り 覆土中 20％

154 土師器 甕 19.9 ［32.8］ 7.7 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラミガキ　内面ヘラナデ 床面 70％　PL27

番号 器　種 長さ 径 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP21 紡錘車 5.8 1.8 0.8 （40.0） 土（長石・石英・
赤色粒子） ナデ　一方向からの穿孔 床面 PL30

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP15 須恵器 甕 長石・石英 褐灰 体部斜位の平行叩き　内面同心円文の当具痕 覆土中 PL29

ᜱ౔૚ղઆ 
１　褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

３　明 褐 色　ローム粒子中量
４　極 暗 褐 色　ローム粒子微量

ϐοτ　５か所。P １～ P ４は深さ 20 ～ 30㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 20㎝で，南壁際

の中央部に位置することから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　須恵器片１点（甕）が出土している。TP16 は覆土中から出土している。

ɹୈ 36 ੻（第ډॅ߸ 71 図）

Ґஔ　調査区北部の西寄り B １g9 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　ピットと竈の掘方しか確認できなかった。ピットの配置から規模は南北軸はܗ໛ͱن 3.25 ｍ，東西軸は 3.13

ｍの方形と推定される。主軸方向はＮ－３ －゚Ｅである。

চɹ平坦で，踏み固められていない。

ᜱ　北壁に付設されている。掘方のみが確認できた。規模は，不明である。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　極 暗 褐 色　ローム粒子・粘土粒子微量
２　灰 褐 色　粘土ブロック・ローム粒子微量
３　にぶい褐色　粘土ブロック少量，ローム粒子微量
４　極 暗 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・粘土ブロック少
　　　　　　　　量，炭化粒子微量
５　明 褐 色　粘土粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量

６　灰 褐 色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量
７　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
８　暗 赤 褐 色　焼土ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子微量
９　明 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ϐοτ　５か所。P １～ P ４は深さ 20 ～ 22㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 34㎝で，南壁際

の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

෴౔　４層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・粘土粒子微量

３　黒 褐 色　ロームブロック少量
４　暗 褐 色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 143 点（坏５，甕類 138），須恵器片 24 点（坏 17，蓋１，盤１，甕５），土製品１点（紡

錘車）が出土している。151・154，DP21 は中央部の床面から，150・152 は竈の燃焼部の覆土中から，153，

TP15 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

第 35 号住居跡出土遺物観察表（第 70 図）
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ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀から 10 世紀代とみられる。

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP16 須恵器 甕 長石・石英・雲母 にぶい橙 体部縦位の平行叩き 覆土中 PL29

ɹୈ 38 ੻（第ډॅ߸ 72 図）

Ґஔ　調査区北部のやや西寄り B ２i1 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.73 ｍ，短軸 2.75 ｍの長方形で，主軸方向はＮ－４ －゚Ｅである。壁高は８㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

চɹ平坦で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。壁下に壁溝がほぼ全周している。中央部

の南北 184㎝，東西 100㎝の範囲に粘土が遺存していた。

ᜱ　北壁の東寄りに掘方のみが確認できた。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　灰 褐 色　粘土粒子少量，ローム粒子微量 ２　極 暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ϐοτ　２か所。P １・P ２は深さ８㎝で，配置から主柱穴と考えられる。

෴౔　２層に分層できる。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

第 36 住居跡出土遺物観察表（第 71 図）

౻લҨ੻

ୈ 71 ਤ 第 36 号住居跡・出土遺物実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 47 点（坏 17，高台付坏２，甕類 28），須恵器片３点（坏１，甕２），灰釉陶器片１点

が出土している。155 は，南東部の床面から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世紀前葉に比定できる。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ローム粒子微量 ２　極 暗 褐 色　ロームブロック微量

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

155 土師器 高台付坏 － （4.5） 7.9 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転糸切り後，高台貼
り付け　内面ヘラミガキ 床面 40％

第 38 号住居跡出土遺物観察表（第 72 図）

ୈ 72 ਤ 第 38 号住居跡・出土遺物実測図
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ɹୈ 39 ੻（第ډॅ߸ 73・74 図）

Ґஔ　調査区北部のやや西寄り B ２j1 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　一辺ܗ໛ͱن 4.33 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 24 －゚Ｗである。壁高は 20 ～ 30㎝で，壁は外傾して立ち

上がっている。

౻લҨ੻

ୈ 73 ਤ 第 39 号住居跡実測図
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　極 暗 褐 色　粘土ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化
　　　　　　　　粒子微量
３　黒 褐 色　粘土ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

４　褐 色　焼土粒子中量，粘土粒子少量，炭化粒子微量
５　明 褐 色　粘土粒子多量，焼土ブロック・炭化粒子微量
６　暗 褐 色　焼土ブロック中量，炭化粒子少量，粘土粒子微量
７　黒 色　炭化粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
８　黒 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量

চɹほぼ平坦な貼床で，壁際を除いて踏み固められている。貼床はほぼ平坦に掘り込まれ，ローム粒子・焼土

粒子・炭化粒子・粘土粒子を含む黒褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北西壁の北寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 100㎝で，燃焼部幅は 50㎝である。袖部

は，床面に粘土を主体とした第５層を積み上げて構築されている。火床部は床面から 27㎝ほど皿状に掘り込み，

焼土ブロック・炭化粒子を含んだ第６～８層を埋土して構築されており，火床面は確認できなかった。煙道部

は壁外に 30㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ϐοτ　６か所。P １～ P ４は深さ 10 ～ 25㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 20㎝，P ６は深

さ 40㎝で，南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

෴౔　５層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。第６・７層は貼床

の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，粘土粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子中量，粘土ブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
４　褐 色　ローム粒子少量

５　黒 褐 色　ローム粒子中量
６　黒 褐 色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
７　暗 褐 色　ロームブロック少量

ୈ 74 ਤ 第 39 号住居跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

156 須恵器 高台付坏 － （6.8） ［12.0］ 長石・石英 褐灰
灰黄 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 床面 20％

157 須恵器 盤 ［22.8］ 3.3 ［13.8］ 長石・石英・細礫 灰 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け　口縁部付近自
然釉付着 竈燃焼部 40％

158 須恵器 蓋 ［15.4］ （2.7） － 長石・石英 にぶい褐
灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面 40％

159 土師器 甕 － （22.8） ［7.8］ 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい褐 普通 体部下半ヘラミガキ 床面 30％

ɹୈ 40 ੻（第ډॅ߸ 75・76 図）

Ґஔ　調査区中央部の北西寄り C １c0 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎　第 21 号土坑に掘り込まれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.29 ｍ，短軸 3.03 ｍの方形で，主軸方向はＮ－６ －゚Ｗである。壁高は 32㎝で，壁は外傾し

て立ち上がっている。

চ　ほぼ平坦で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 91 点（坏６，高台付坏１，甕類 84），須恵器片 20 点（坏 12，高台付坏１，盤１，蓋３，

甕１，壺２）が出土している。また，混入した石製品１点（石棒）も出土している。156，159 は南部，158 は

北東部の床面から，157 は竈の燃焼部からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

第 39 号住居跡出土遺物観察表（第 74 図）

౻લҨ੻

ୈ 75 ਤ 第 40 号住居跡実測図
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　暗 褐 色　ロームブロック・粘土粒子微量
２　黄 褐 色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
３　黒 褐 色　ローム粒子微量
４　にぶい黄褐色　粘土粒子少量，ローム粒子微量

５　にぶい黄橙色　ローム粒子・粘土粒子少量
６　黒 褐 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量
７　灰 褐 色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
８　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

ϐοτ　２か所。P １は深さ８㎝で，南壁際の中央部に位置することや硬化面の広がりから出入り口施設に伴

うピットと考えられる。P ２は深さ６㎝で，性格は不明である。

෴౔　６層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

౔૚ղઆ 
１　暗 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック微量
２　にぶい黄橙色　ローム粒子・粘土粒子少量
３　にぶい黄褐色　粘土粒子少量，ローム粒子微量

４　黄 褐 色 粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒 褐 色　ローム粒子微量
６　暗 褐 色　ローム粒子少量，粘土粒子微量

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 92㎝で，燃焼部幅は 46㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第７層を積み上げて構築されている。火床部は床面から 10㎝ほど皿状に掘り込み，

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子を含んだ第８層を埋土して構築されており，火床面は赤変硬化している。煙

道部は壁外に 34㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 110 点（坏５，甕類 105），須恵器片 27 点（坏 20，高台付坏２，蓋１，盤２，甕１，甑１），

石器１点（砥石），鉄製品１点（刀子）が出土している。160・163 は南部，161 は中央部，Q ６は西部の床面，

ୈ 76 ਤ 第 40 号住居跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

160 須恵器 坏 ［13.5］ 5.5 7.5 長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ切り　 床面 60％

161 須恵器 坏 ［14.1］ 5.3 7.2 長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ切り　篠状圧痕 床面 60％　PL23

162 須恵器 高台付坏 16.2 5.8 ［9.8］ 長石・石英・雲母 灰褐 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け 竈燃焼部 20％

163 須恵器 蓋 16.2 （2.5） － 長石・石英・細礫 灰 普通 天井部回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 床面 50％　PL23

165 土師器 甕 ［19.8］ （12.0） － 長石・石英・赤色
粒子 明赤褐 普通 体部外面ヘラ削り　内面ヘラナデ 覆土中 10％

164 須恵器 甑 － （5.0） － 長石・石英 灰 普通 ナデ整形　貼り付け把手 覆土下層 ５％　PL28

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ６ 砥石 10.8 8.7 2.7 312.0 凝灰岩 砥面２面 床面 PL31

ɹୈ 41 ੻（第ډॅ߸ 77・78 図）

Ґஔ　調査区中央部の北西寄り C １c9 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 42 号住居跡を掘り込み，北部と竈煙道部を撹乱，西部の一部を第 23 号土坑，南東コーナー部を

第 26 号土坑に掘り込まれている。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.85 ｍ，短軸 3.65 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 85 －゚ E である。壁高は 17㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 28 刀子 （8.1） 1.2 0.3 （6.8） 鉄 茎部欠損　刃部断面三角形 覆土中層

第 40 号住居跡出土遺物観察表（第 76 図）

162 は竈の燃焼部，164 は西部の覆土下層，M28 は南壁際の覆土中層から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

౻લҨ੻

ୈ 77 ਤ 第 41 号住居跡実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

166 須恵器 坏 － （3.6） 6.6 長石・石英・針状
鉱物・細礫 暗灰黄 普通 底部回転ヘラ切り　ヘラ記号　 床面 50％

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP22 管状土錘 4.7 1.0 0.25 3.5 長石・石英・針状鉱
物・赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP23 管状土錘 4.6 0.8 0.2 2.0 長石・石英 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP24 管状土錘 4.6 1.0 0.18 3.5 長石・針状鉱物・赤
色粒子・黒色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP25 管状土錘 4.1 0.9 0.25 2.7 長石・石英・針状鉱
物・赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP26 管状土錘 4.5 0.9 0.15 2.7 長石・石英・針状鉱
物・赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP27 管状土錘 （4.0） 0.7 0.2 （1.7） 長石 ナデ　一方向からの穿孔 貼床構築土 PL30

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP17 須恵器 甕 長石・石英 にぶい橙 体部縦位の平行叩き　内面同心円文の当具痕 覆土中 PL29

第 41 号住居跡出土遺物観察表（第 78 図）

চɹほぼ平坦な貼床で，踏み固められていない。貼床はほぼ平坦に掘り込まれ，ローム粒子・炭化粒子・粘土

粒子を含む黒褐色土・褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　東壁のやや南寄りに付設されているが，火床部しか確認できなかった。火床面は赤変硬化している。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　極 暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量 ２　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

෴౔　２層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。第３・４層は貼床

の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック微量

３　黒 褐 色　粘土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４　褐 色　ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 56 点（坏６，甕類 50），須恵器片 13 点（坏 11，甕２），土製品 17 点（管状土錘）が

出土している。166 は中央部，DP35・36 は北部の床面，DP27 は貼床の構築土から，TP17，DP22 ～ DP26・

DP28 ～ DP34 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

ୈ 78 ਤ 第 41 号住居跡出土遺物実測図
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ɹୈ 42 ੻（第ډॅ߸ 79 ～ 81 図）

Ґஔ　調査区中央部の西寄り C １c9 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   北部を第 41 号住居，第 26 号土坑に掘り込まれている。

ঢ়　北部が第41号住居に掘り込まれているため，東西軸は4.22ｍ，南北軸は2.25ｍしか確認できなかっܗ໛ͱن

た。平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 92 －゚Ｅである。壁高は 14㎝で，壁は外傾して

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP28 管状土錘 （3.8） 0.9 0.2 （2.3） 長石・赤色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP29 管状土錘 （4.2） 1.0 0.3 （4.0） 長石 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP30 管状土錘 （4.3） 0.9 0.2 （2.6） 長 石・ 石 英・ 赤
色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP31 管状土錘 （3.6） 0.8 0.2 （1.9） 長石・石英 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP32 管状土錘 （3.0） 0.9 0.3 （2.0） 長石 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP33 管状土錘 3.1 0.9 0.2 4.9 長 石・ 石 英・ 赤
色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP34 管状土錘 3.0 0.8 0.2 1.9 長 石・ 石 英・ 赤
色粒子 ナデ　一方向からの穿孔 覆土中 PL30

DP35 管状土錘 3.3 1.0 0.2 2.5 長石 ナデ　一方向からの穿孔 床面 PL30

DP36 管状土錘 2.7 0.8 0.2 1.4 長石 ナデ　一方向からの穿孔 床面 PL30

౻લҨ੻

ୈ 79 ਤ 第 42 号住居跡実測図
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物微量

４　褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
５　褐 色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子粒子微量
６　にぶい橙色　粘土ブロック中量，ローム粒子微量

෴౔　４層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。第５～７層は貼床

の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック・粘土粒子微量
３　灰 褐 色　粘土粒子少量，ローム粒子微量
４　褐 色　ロームブロック少量

５　黒 褐 色　ローム粒子微量（しまり強）
６　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
７　にぶい褐色　粘土粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量

立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。貼床は南西コーナー部と西壁

際の中央部を土坑状に掘り込み，ローム粒子・炭化粒子を含む黒褐色土・暗褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　東壁のやや南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 106㎝で，燃焼部幅は 56㎝である。袖

部は，床面に粘土を主体とした第６層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面

は赤変硬化している。煙道部は壁外に 70㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ୈ 80 ਤ 第 42 号住居跡出土遺物実測図（1）
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 175 点（坏 105，高台付坏 28，鉢１，甕類 41），須恵器片 262 点（坏 37，高台付坏

１，甕 224），灰釉陶器片１点（瓶），土製品１点（管状土錘）が出土している。169・171 は南部，174 は東部，

170 は北部，175 は中央部の床面，167・172，DP37 は掘方の埋土から，168 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀中葉から後葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

167 土師器 坏 － （1.9） 6.6 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ　内面「大井」ほか墨書 掘方 40％　PL24

168 土師器 坏 － （2.6） － 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロ成形　体部外面に墨書　内面ヘラミガキ 覆土中 ５％　PL24

169 須恵器 坏 － （2.8） ［7.2］ 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ　刻書 床面 30％

170 須恵器 坏 ［13.8］ 5.1 7.2 長石・石英・針状
鉱物・黒色粒子 灰黄 不良 底部回転ヘラ切り後ナデ　ヘラ記号 床面 40％　PL22

171 土師器 高台付坏 ［13.8］ 6.3 7.6 長石・石英 浅黄 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転糸切り後，高台貼
り付け　内面ヘラミガキ 床面 50％

172 土師器 高台付坏 ［14.0］ 5.9 7.7 長石・石英・赤色
粒子 橙 普通 底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け　内面ヘラミガキ 掘方 50％

173 土師器 高台付坏 ［9.2］ 4.1 5.6 長石・石英 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け　内面ヘラミガキ 覆土中 40％　PL21

174 土師器 高台付坏 － （4.0） ［5.6］ 長石・石英・雲母 黄灰
黒 普通 外・内面ヘラミガキ 床面 30％

175 土師器 甕 ［20.8］ （16.1） － 長石・石英・赤色
粒子・細礫 橙 普通 体部外面ナデ　内面ヘラナデ 覆土下層～

床面 20％

ɹୈ 43 ੻（第ډॅ߸ 82・83 図）

Ґஔ　調査区南部のやや西寄り D ２i2 区，標高 45.7 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 4.13 ｍ，短軸 4.08 ｍの方形で，主軸方向はＮ－２ －゚Ｗである。壁高は 20 ～ 28㎝で，壁は

外傾して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ᜱ　北壁の中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 138㎝で，燃焼部幅は 54㎝である。袖部

は，床面に粘土を主体とした第７層を積み上げて構築されている。火床部は床面から 15㎝ほど皿状に掘り込

み，ロームブロックを含んだ第８層を埋土して構築されており，火床面は赤変硬化している。煙道部は壁外に

65㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。第３・６層は袖材の流出土である。

番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP37 管状土錘 （5.6） 3.1 1.1 （39.5） 長石・石英・赤色
粒子 ナデ　一方向からの穿孔 掘方 PL30

第42号住居跡出土遺物観察表（第80・81図）

౻લҨ੻

ୈ 81 ਤ 第 42 号住居跡出土遺物実測図（2）
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２　明 褐 色　粘土ブロック中量，焼土ブロック少量，ローム粒
　　　　　　　　子・炭化粒子微量
３　暗 褐 色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４　極 暗 褐 色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
５　極暗赤褐色　焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

６　にぶい褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
７　褐 色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
８　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子少量，
　　　　　　　　粘土粒子微量
９　褐 色　ロームブロック中量

ୈ 82 ਤ 第 43 号住居跡実測図
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ϐοτ　５か所。P １～ P ４は深さ 12 ～ 18㎝で，配置から主柱穴と考えられる。P ５は深さ 20㎝で，南壁側

の中央部に位置していることや硬化面の広がりから出入り口施設に伴うピットと考えられる。

෴౔　５層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

౔૚ղઆ 
１　極 暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

４　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５　灰 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化
　　　　　　　　粒子微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 66 点（坏４，高台付坏２，甕類 60），須恵器片 20 点（坏 11，蓋１，盤７，甕１），

土製品１点（袖材）が出土している。176 と 179 は南部，177 は西部の床面，178 は竈の燃焼部，DP38 は竈の

煙道部からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀前葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

176 須恵器 坏 ［13.8］ 5.5 8.0 長石・石英・黒色
粒子 灰 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部多方向の手持ちヘラ

削り　 床面 50％

177 須恵器 坏 ［13.2］ 4.6 7.2 長石・石英・細礫 灰 普通 底部ヘラ切り後ナデ　ヘラ記号 床面 30％

178 須恵器 盤 － （3.7） 11.6 長石・石英・黒色
粒子 灰 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，高台

貼り付け　「一」のヘラ記号 竈燃焼部 60％

179 土師器 甕 － （3.7） 6.9 長石・石英 明赤褐 普通 体部下端横位のヘラ削り 床面 10％

第 43 号住居跡出土遺物観察表（第 83 図）

౻લҨ੻

ୈ 83 ਤ 第 43 号住居跡出土遺物実測図
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ɹୈ 44 ੻（第ډॅ߸ 84・85 図）

Ґஔ　調査区中央部の北西寄り C １e8 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ローム粒子・焼土粒子・今市七本桜パミス微量
２　黒 褐 色　今市七本桜パミス中量（しまり弱）
３　黒 褐 色　炭化粒子・今市七本桜パミス微量
４　黒 褐 色　今市七本桜パミス少量
５　黒 褐 色　今市七本桜パミス中量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（甕類），須恵器片３点（坏）が出

土している。180 は覆土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から８世紀後葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

180 須恵器 坏 ［14.4］ （3.8） － 長石・黒色粒子 灰 普通 ロクロ成形 覆土中 20％　PL30

ɹୈ 45 ੻（第ډॅ߸ 86・87 図）

Ґஔ　調査区中央部の北西寄り C １c8 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　西部が調査区域外に延びているため，南北軸はܗ໛ͱن 3.84 ｍで，東西軸は 1.21 ｍしか確認できなかった。

平面形は方形もしくは長方形と推定され，主軸方向はＮ－ 82 －゚Ｅである。壁高は 41㎝で，壁は外傾して立ち

上がっている。

চɹ平坦で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。

ᜱ　東壁のやや南寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 90㎝で，燃焼部幅は右袖が残存して

第 44 号住居跡出土遺物観察表（第 85 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP38 袖材 （13.5） 8.4 6.9 （524） 長石・石英 ナデ　 竈煙道部

ୈ 85 ਤ 第 44 号住居跡出土遺物実測図

ୈ 84 ਤ 第 44 号住居跡実測図

ঢ়　西側が調査区域外に延びているため，南北軸はܗ໛ͱن 3.42

ｍで，東西軸は 0.74 ｍしか確認できなかった。平面形は方形もし

くは長方形と推定され，長軸方向はＮ－８ －゚Ｗである。壁高は

12 ～ 28㎝で，壁は外傾して立ち上がっている。

চ　ほぼ平坦で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められ

ている。

෴౔　５層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示している

ことから自然堆積である。
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ᜱ౔૚ղઆ 
１　極暗赤褐色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２　灰 褐 色 粘土粒子・焼土粒子少量，炭化物・ローム粒子微量
３　極暗赤褐色　焼土ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量
４　にぶい黄橙色　粘土粒子多量
５　にぶい黄褐色　粘土粒子中量，ローム粒子微量

６　橙 色　ローム粒子中量
７　暗 褐 色　粘土粒子少量，ロームブロック微量
８　極 暗 褐 色　ローム粒子微量
９　赤 褐 色　焼土ブロック・炭化粒子微量

෴౔　７層に分層できる。ロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。

౔૚ղઆ 
１　暗 褐 色　ロームブロック微量
２　灰 褐 色　ロームブロック・粘土粒子少量
３　極 暗 褐 色　ローム粒子微量
４　黒 褐 色　ロームブロック少量

５　にぶい褐色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６　褐 灰 色　粘土粒子少量，ロームブロック微量
７　明 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 188 点（坏 27，高台付坏１，甕類 160），須恵器片 35 点（坏 21，甕 14），鉄製品１点

（鏃）が出土している。186 は南東部の床面，184 は南東コーナー部の覆土下層，187 は竈の左袖部付近，M29

は北部の覆土中層から，181 ～ 183・185 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀中葉に比定できる。

いないため不明である。袖部は，床面に粘土を主体とした第３～８層を積み上げて構築されている。火床部は

床面とほぼ同じ高さで，火床面は確認できなかった。煙道部は壁外に 36㎝掘り込まれ，火床部から外傾して

立ち上がっている。

౻લҨ੻

ୈ 86 ਤ 第 45 号住居跡実測図
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ୈ 87 ਤ 第 45 号住居跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

181 土師器 坏 － （2.4） － 長石・石英 にぶい橙 普通 ロクロ成形　体部外面に墨書　内面ヘラミガキ 覆土中 ５％

182 須恵器 坏 ［13.2］ 5.2 6.9 長石・石英・黒色
粒子 灰 普通 底部回転ヘラ切り　体部外面にヘラ記号ヵ 覆土中 20％

183 土師器 高台付坏 ［14.6］ （4.7） － 長石・雲母・黒色
粒子 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け　内面ヘラミガキ 覆土中 15％

184 土師器 甕 20.2 ［32.4］ 6.5 長石・石英・雲母・
赤色粒子 にぶい橙 普通 体部外面ヘラ削り 覆土下層 50％

185 須恵器 甕 ［41.8］ （6.2） － 長石・石英・雲母 灰 普通 外・内面ナデ 覆土中 ５％　

186 須恵器 甕 － （14.6） 21.0 長石・石英・赤色
粒子・針状鉱物 にぶい黄橙 不良 体部斜位の平行叩き 床面 10％　PL27

187 須恵器 甕 － （16.2） － 長石・黒色粒子 黄灰 普通 体部平行叩き　外・内面自然釉付着 覆土中層 ５％

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 29 鉄鏃 （5.2） 1.9 0.2 （4.9） 鉄 茎部欠損 覆土中層 PL32

第 45 号住居跡出土遺物観察表（第 87 図）

表２　奈良・平安時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 平面形 主軸方向
　（長軸）

　規模（ｍ）
　　　　　　

（長軸×短軸）

 壁 高　
（㎝） 床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　　期

備　　考

重複関係
（古→新）主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

１ Ｂ２j4 長方形 N － 12°－ W 2.72 × 2.23 10 地山 一部 ４ － － 竈１ － 人為 土師器・須恵器・鉄
製品 ９世紀後葉

２ Ｃ２a7［方・長方形］ N － 15°－ W 3.08 ×（1.86） ７ 地山 一部 － － － 竈１ － 人為 土師器・須恵器 10 世紀中葉 本跡→ SB １，
SK ２・４

３ Ｂ２j9 方　形 N － 82°－ E 2.83 × 2.70 15 貼床 － － － － 竈１ヵ － 人為 土師器・須恵器 ９世紀後葉

４ Ｃ２c6 方　形 N － 14°－ W 4.18 × 4.13 53 貼床 － ４ ２ － 竈１ － 人為 土師器・須恵器・鉄
製品 ８世紀後葉 本跡→ SI22

５ Ｃ２d8 方　形  N －７°－ W 4.10 × 3.78 15 貼床 － － － － 竈２ － 自然 土師器・須恵器 ９世紀中葉

６ Ｃ２d0 ［長方形］ N － 88°－ E （2.54）× 2.40 11 地山 一部 １ － ２ － － 人為 土師器・須恵器・土
製品 10 世紀前葉 本跡→ SD １

７ Ｃ２f8 長方形 N － 88°－ E 3.90 × 3.10 11 貼床 － ３ － ３ 竈１ － 不明 土師器・須恵器・鉄
製品 10 世紀前葉

８ Ｃ２g8［方・長方形］ N － 88°－ E 4.68 ×（1.85） 42 地山 北壁 － － － 竈１ － 自然 土師器・須恵器・土
製品・鉄製品 ９世紀後葉

９ Ｂ２i0 方　形 N －６°－ E 2.86 × 2.77 17 貼床 － － － － － － 自然 土師器・須恵器・土
製品 10 世紀前葉 SI32 →本跡→

SD ２

10 Ｃ２c3 方　形 N －６°－ W 5.19 × 5.16 46 貼床 一部 ４ １ 13 竈１ － 自然 土師器・須恵器・土
製品 ９世紀中葉

11 Ｃ２g4 長方形 N － 86°－Ｅ 5.38 × 4.74 6 ～ 18 地山 北壁 ４ ２ ３ 竈１ － 自然 土師器・須恵器・鉄
製品 10 世紀前葉 本跡→ SK13・14

13 Ｄ２a8 長方形 N －８°－ W 4.64 × 4.05 42 貼床 西壁 ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器・須恵器・鉄
製品 ９世紀中葉

14 D ２b6 方　形 N －９°－ W 4.32 × 3.94 38 貼床 西壁 － １ － 竈１ － 人為 土師器・須恵器・金
属製品 ９世紀後葉

15 Ｄ２b5 方　形 N － 10°－ W 3.28 × 3.22 40 貼床 － － － － 竈１ － 人為 土師器・須恵器・石
器 ８世紀後葉

16 Ｄ２e8 方　形 N －３°－ W 4.00 × 3.94 32 貼床 － ３ １ － 竈１ － 自然 土師器・須恵器・鉄
製品 ９世紀前葉

17 Ｄ２j8 方　形 N －１°－ W 4.76 × 4.57 24 貼床 － ４ １ ２ 竈１ － 人為 土師器・須恵器・鉄
製品 ８世紀後葉

18A Ｄ２j6 方　形 N －１°－ W 4.67 × 4.44 30 貼床 ほぼ
全周 － １ １ 竈１ － 自然 土師器・須恵器・石

器 ９世紀中葉 SI19 → SI18B →
本跡

18B Ｄ２j6 方　形 N －１°－ W 4.10 × 3.94 40 貼床 － － － － 竈１ － － － ９世紀中葉以前 SI19 →本跡
→ SI18A

19 D ２i7 方　形 N － 90° 4.47 × 4.38 35 貼床 ［全周］ ４ － － 竈２ － 人為 土師器・須恵器・鉄
製品 ８世紀中葉 本跡→ SI18A・  

B

20 D ２i5 方　形 N －３°－ E 4.97 × 4.80 40 貼床 － ４ １ － 竈１ － 人為 土師器・須恵器・灰
釉陶器・鉄製品 ８世紀後葉 本跡→ SK ５

21 Ｅ２c6 方　形 N － 12°－ W 3.79 × 3.50 12 貼床 － ４ － － 竈１ － 自然 土師器・須恵器 ９世紀後葉

22 Ｃ２c6 方　形 N － 77°－ E 4.50 × 4.13 ８ 貼床 － ３ － － 竈１ － 自然 土師器・須恵器・土
製品・石器・鉄製品 10 世紀前葉 SI ４→本跡

23 Ｂ２i4 方　形 N － 87°－ E 3.51 × 3.28 13 地山 一部 － － － 竈１ － 自然 土師器・須恵器・灰
釉陶器

９世紀後葉～
10 世紀前葉 本跡→ SB ３

24 Ｂ２i7 方　形 N － 84°－ E ［2.94 × 2.92］ 不明 地山 一部 － １ － 竈１ － － 土師器・須恵器 10 世紀前葉 本跡→ SB ２

25 Ｃ２e9 方　形 N － 23°－ W 4.55 × 4.32 － 貼床 － － － － 竈１ － 不明 土師器 ９～ 10 世紀 本跡→ SI27

26 Ｅ２a4 方　形 N －７°－ E 3.18 × 3.12 10 貼床 － － １ １ 竈１ － 人為 土師器・須恵器・鉄
製品 ９世紀中葉

౻લҨ੻
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番号 位置 平面形 主軸方向
　規模（ｍ）
　　　　　　

（長軸×短軸）

 壁高　
（㎝） 床面 壁溝

内　部　施　設
覆土 主な出土遺物 時　　期

備　　考

重複関係（古→新）主柱穴 出入口 ピット 炉・竈 貯蔵穴

27 Ｃ２d9 方　形 N － 76°－ E 2.90 × 2.73 － 地山 － － － － 竈１ － － 土師器・須恵器 ９～ 10 世紀 SI25 →本跡

28 Ｂ１c7［方・長方形］ N －３°－ W 3.47 ×（2.21） 45 ～ 55 地山 － － １ － 竈１ － 自然 土師器・須恵器 ９世紀中葉

29 Ｂ１b7［方・長方形］ N － 28°－ E 2.81 ×（2.70） 42 貼床 － － １ － 竈１ － 自然 土師器・須恵器 ８世紀後葉

30 Ｂ２e9［方・長方形］ N － 79°－ E （4.05）×（2.44） ６ 地山 一部 － － － 竈１ － 不明 土師器 10 世紀前葉 本跡→ SD ２

31 Ｂ２h8 方　形 N －５°－ W 4.53 ×［4.41］ 不明 地山 一部 － － － 竈１ － － 土師器 ９世紀後葉 本跡→ SB ５

32 Ｂ２i0［方・長方形］ N －０° 3.00 ×（2.20） 10 地山 － － － － 竈１ － 不明 土師器・須恵器 ９～ 10 世紀 本跡→ SI ９，SD ２

33 Ｄ３h1［方・長方形］ N －５°－ E 3.80 ×（0.62） 10 地山 ［全周］ － － － － － 不明 土師器・須恵器・鉄
製品 ９～ 10 世紀

34 Ｄ２i8 ［方　形］ N －８°－ E ［2.96］×［2.94］ 不明 地山 － ４ １ － 竈１ － － 土師器 ９～ 10 世紀 本跡→ SK15，16

35 Ｂ 1g8 長方形 N － 14°－ W 3.86 × 3.34 28 地山 一部 ４ １ － 竈１ － 自然 土師器・須恵器・土
製品 ９世紀中葉

36 Ｂ１g9［方　形］［N －３°－ E］［3.25］×［3.13］ 不明 地山 － ４ １ － 竈１ － － 須恵器 ９～ 10 世紀

38 Ｂ２i1 長方形 N －４°－ E 3.73 × 2.75 ８ 地山 ［全周］ ２ － － 竈１ － 不明 土師器・須恵器・灰
釉陶器 10 世紀前葉

39 Ｂ２j1 方　形 N － 24°－ W 4.33 × 4.33 20 ～ 30 貼床 － ４ 2 － 竈１ － 自然 土師器・須恵器 ８世紀後葉

40 Ｃ１c0 方　形 N －６°－ W 3.29 × 3.03 32 地山 － － 1 １ 竈１ － 人為 土師器・須恵器・石器・
鉄製品 ９世紀前葉 本跡→ SK21

41 Ｃ１c9 方　形 N － 85°－ E 3.85 × 3.65 17 貼床 － － － － 竈１ － 自然 土師器・須恵器・土
製品 ９世紀後葉 SI42 →本跡

→ SK23，26

42 Ｃ１c9［方・長方形］ N － 92°－ E 4.22 ×（2.25） 14 貼床 － － － － 竈１ － 自然 土師器・須恵器・灰
釉陶器・土製品

９世紀中葉
～後葉 本跡→ SI41，SK26

43 Ｄ２i2 方　形 N －２°－ W 4.13 × 4.08 20 ～ 28 地山 － ４ 1 － 竈１ － 人為 土師器・須恵器・土
製品 ９世紀前葉

44 Ｃ１e8［方・長方形］ N －８°－ W 3.42 ×（0.74） 12 ～ 28 地山 － － － － － － 自然 土師器・須恵器 ８世紀後葉

45 Ｃ１c8［方・長方形］ N － 82°－ E 3.84 ×（1.21） 41 地山 － － － － 竈１ － 人為 土師器・須恵器・鉄
製品 ９世紀中葉

　（2） 掘立柱建物跡

ୈ̍߸۷ཱபݐ෺੻（第 88 図）

Ґஔ　調査区中央部の C ２a6 区，標高 46.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第２号住居跡を掘り込み，第２号土坑とも重複しているが，新旧関係は不明である。

଄　桁行３間，梁行３間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－10ߏ໛ͱن －゚Ｗの南北棟である。規模は桁行4.90ｍ，

梁行 4.56 ｍで，面積は 22.34㎡である。柱間寸法は桁行が 1.6 ｍ，梁行が 1.5 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

ப݀　12 か所。平面形は円形・楕円形で，長径 32 ～ 64㎝，短径 32 ～ 52㎝である。深さは 30 ～ 72㎝である。

第１・２層は柱抜き取り後の覆土，第３～７層は埋土である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 24 点（坏４，甕 20），須恵器片８点（坏４，盤１，甕３）が覆土中から出土しているが，

細片のため図示できない。

ॴݟ　覆土中から出土している土器片の様相や主軸方向から 10 世紀代と推定される。

౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　黒 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
４　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量，炭化粒子極微量

５　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック微量
６　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子極微量
７　黒 褐 色　ロームブロック・粘土ブロック微量，炭化粒子極
　　　　　　　　微量
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ୈ̎߸۷ཱபݐ෺੻（第 89 図）

Ґஔ　調査区中央部のＢ２j6 区，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 24 号住居跡を掘り込んでいる。

଄　桁行３間，梁行２間の総柱建物跡で，桁行方向がＮ－９ߏ໛ͱن －゚Ｗの南北棟である。規模は桁行 4.80 ｍ，

梁行 3.00 ｍで，面積は 14.40㎡である。柱間寸法は桁行が 1.6 ｍ，梁行が 1.5 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

౻લҨ੻

ୈ 88 ਤ 第１号掘立柱建物跡実測図
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ப݀　12 か所。平面形は円形・楕円形で，長径 28 ～ 64㎝，短径 22 ～ 52㎝である。深さは 24 ～ 55㎝である。

第１・２層は柱抜き取り後の覆土，第３～６層は埋土である。

౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２　黒 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

４　灰 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
５　黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
６　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ॴݟ　出土土器が細片のため時期の判断は困難であるが，覆土中から出土している土器片の様相や桁行方向

から 10 世紀代と推定される。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（坏，甕），須恵器片３点（甕）が覆土中から出土しているが，細片のため図示

できない。

ୈ 89 ਤ 第２号掘立柱建物跡実測図
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ୈ̏߸۷ཱபݐ෺੻（第 90・91 図）

Ґஔ　調査区東部のＢ２i4 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 23 号住居跡を掘り込んでいる。第２号ピット群と重複しているが新旧は不明である。

଄　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－82ߏ໛ͱن －゚Ｅの東西棟である。規模は桁行5.86ｍ，

梁行 3.50 ｍで，面積は 20.51㎡である。柱間寸法は桁行が 1.7 ｍ，梁行が 1.7 ｍで，柱筋は，ほぼ揃っている。

౻લҨ੻

ୈ 90 ਤ 第３号掘立柱建物跡実測図（1）
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ɹୈ̐߸۷ཱபݐ෺੻（第 92 図）

Ґஔ　調査区南部の E２c9 区，標高 45.7 ｍの台地平坦部に位置している。

଄　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮ－87ߏ໛ͱن －゚Ｅの東西棟である。規模は桁行6.30ｍ，

梁行 4.40 ｍで，面積は 27.72㎡である。柱間寸法は桁行が 2.1 ｍ，梁行が 2.2 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

ப݀　10 か所。平面形は円形・楕円形で，長径 40 ～ 52㎝，短径 34 ～ 52㎝である。深さは 32 ～ 88㎝である。

第１・２層は，柱抜き取り後の覆土である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片７点（坏１，甕６），須恵器片１点（坏）が覆土中から出土しているが，細片のため

図示できない。

ॴݟ　出土土器が細片のため時期の判断は困難であるが，覆土中から出土している土器片の様相や桁行方向

から９世紀前葉と推定される。

౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量 ２　黒 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ப݀　16 か所。平面形は円形・楕円形で，長径 32 ～ 65㎝，短径 25 ～ 50㎝である。深さは 26 ～ 52㎝である。

第１・２層は柱抜き取り後の覆土，第３～５層は埋土である。

౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 色　ロームブロック・炭化粒子少量，今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量
２　暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・今市七本桜パミス少量
３　暗 褐 色　ローム粒子少量，今市七本桜パミス微量

４　にぶい黄褐色　ロームブロック・炭化粒子少量，今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量
５　褐 色　ローム粒子中量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（坏，甕），須恵器片３点（甕）が覆土中から出土しているが，細片のため図示

できない。

ॴݟ　出土土器が細片のため時期の判断は困難であるが，覆土中から出土している土器片の様相や桁行方向

から 10 世紀代と推定される。

ୈ 91 ਤ 第３号掘立柱建物跡実測図（2）
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ୈ̑߸۷ཱபݐ෺੻（第 93 図）

Ґஔ　調査区中央部のＢ２h8 区，標高 46.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 31 号住居跡を掘り込んでいる。

－଄　桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，主軸方向はＮߏ໛ͱن 15 －゚Ｗである。規模は桁行 3.40 ｍ，梁

行 3.40 ｍで，面積は 11.56㎡である。柱間寸法は桁行が 1.7 ｍ，梁行が 1.7 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

ப݀　８か所。平面形は円形・楕円形で，長径 38 ～ 57㎝，短径 36 ～ 45㎝である。深さは 43 ～ 60㎝である。

第１層は柱抜き取り後の覆土，第２・３層は埋土である。

౻લҨ੻

ୈ 92 ਤ 第４号掘立柱建物跡実測図
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ୈ̒߸۷ཱபݐ෺੻（第 94・95 図）

Ґஔ　調査区南部の D２g9 区，標高 45.8 ｍの台地平坦部に位置している。

－଄　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮߏ໛ͱن 90 の゚東西棟である。規模は桁行 5.14 ｍ，

梁行 3.90 ｍで，面積は 20.05㎡である。柱間寸法は桁行が 1.7 ｍ，梁行が 2.0 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

ப݀　10 か所。平面形は円形で，長径 44 ～ 52㎝，短径 36 ～ 45㎝である。深さは 33 ～ 57㎝で，第１～４層

は柱抜き取り後の覆土，第５・６層は埋土である。

౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 褐 色　炭化粒子中量，ローム粒子・今市七本桜パミス少量，
　　　　　　　　焼土ブロック微量
２　黒 色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
３　黒 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子微量
４　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子微量
５　黒 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
６　黒 色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子極微量

ॴݟ　時期は，出土土器と主軸方向から８世紀中葉と推定される。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 31 点（坏１，甕 30），須恵器

片５点（坏３，蓋２），石製品１点（紡錘車）が覆土中

から出土している。188 は P10 の覆土中，Q ７は P ２

の覆土中からそれぞれ出土している。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（甕）が覆土中から出土しているが，細片のため図示できない。

ॴݟ　出土土器が細片のため時期の判断は困難であるが，覆土中から出土している土器片の様相や主軸方向

から 10 世紀代と推定される。

౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

３　黒 褐 色　ロームブロック少量，今市七本桜パミス微量

ୈ 93 ਤ 第５号掘立柱建物跡実測図

ୈ 94 ਤ 第６号掘立柱建物跡出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

188 須恵器 坏 ［11.2］ 3.7 7.6 長石・黒色粒子 灰黄 良 底部回転ヘラ削り　「一」のヘラ記号　 覆土中 60％　PL22

ୈ̓߸۷ཱபݐ෺੻（第 96 図）

Ґஔ　調査区南部の D２g5 区，標高 45.9 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第６号土坑に掘り込まれている。

番号 器　種 径 厚さ 孔径 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Q ７ 紡錘車 － （0.4） 0.8 （2.7） 粘板岩 上部・下部欠損，側面研磨痕　一方向からの穿孔 覆土中

第６号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 94 図）

౻લҨ੻

ୈ 95 ਤ 第６号掘立柱建物跡実測図
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౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 色　ローム粒子・炭化粒子中量，今市七本桜パミス少
　　　　　　　　量，焼土粒子微量
２　黒 褐 色 炭化粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子微量

３　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
４　黒 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

－଄　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向がＮߏ໛ͱن 90 の゚東西棟である。規模は，桁行 4.60 ｍ，

梁行 3.64 ｍで，面積は 16.74㎡である。柱間寸法は，桁行が 1.5 ｍ，梁行が 1.8 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

ப݀　12 か所。平面形は円形で，長径 27 ～ 52㎝，短径 25 ～ 47㎝である。深さは 20 ～ 34㎝で，第１～４層

は柱抜き取り後の覆土である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（坏），須恵器片５点（坏３，蓋２）が覆土中から出土しているが，細片のため

図示できない。

ॴݟ　出土土器が細片のため時期の判断は困難であるが，覆土中から出土している土器片の様相や桁行方向

から９世紀前葉と推定される。

ୈ 96 ਤ 第７号掘立柱建物跡実測図
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ୈ̔߸۷ཱபݐ෺੻（第 97 図）

Ґஔ　調査区中央部のＢ１j9 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 24 号土坑を掘り込んでいる。

－଄　桁行２間，梁行２間の側柱建物跡で，南側の柱穴が１か所多い。桁行方向はＮߏ໛ͱن 82 －゚Ｅの東

西棟である。規模は桁行 4.00 ｍ，梁行 3.64 ｍで，面積は 14.56㎡である。柱間寸法は桁行が 2.0 ｍ，梁行が

1.8 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

ப݀　９か所。平面形は方形・長方形で，長軸 42 ～ 100㎝，短軸 40 ～ 86㎝である。深さは 28 ～ 50㎝で，第

１～５層は抜き取り後の覆土である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（甕）が覆土中から出土しているが，細片のため図示できない。

ॴݟ　出土土器が少なく，細片のため時期の判断は困難であるが，覆土中から出土している土器片の様相や

桁行方向から 10 世紀代と推定される。

౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 色　今市七本桜パミス極微量
２　黒 褐 色　今市七本桜パミス中量
３　黒 褐 色　今市七本桜パミス少量

４　黒 褐 色　今市七本桜パミス多量
５　暗 褐 色　今市七本桜パミス多量

౻લҨ੻

ୈ 97 ਤ 第８号掘立柱建物跡実測図
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౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

３　黒 褐 色　ロームブロック中量

ୈ̕߸۷ཱபݐ෺੻（第 98 図）

Ґஔ　調査区東部のＢ２h2 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

଄　桁行３間，梁行２間の側柱建物跡で，桁行方向はＮ－78ߏ໛ͱن －゚Ｅの東西棟である。規模は桁行4.50ｍ，

梁行 3.60 ｍで，面積は 16.20㎡である。柱間寸法は桁行が 1.5 ｍ，梁行が 1.8 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

ப݀　10 か所。平面形は円形・楕円形で，長径 34 ～ 58㎝，短径 34 ～ 50㎝である。深さは 22 ～ 57㎝で，第

１～３層は柱抜き取り後の覆土である。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（甕），須恵器片３点（坏１，甕２）が覆土中から出土している。189 は，P ８

の覆土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器や桁行方向から９世紀中葉と推定される。

ୈ 98 ਤ 第９号掘立柱建物跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

189 須恵器 坏 ［13.4］ 5.2 6.8 長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ切り　「×」のヘラ記号 覆土中 40％　PL22

ୈ 10 ߸۷ཱபݐ෺੻（第 99 図）

Ґஔ　調査区中央部の C ２e1 区，標高 46.1 ｍの台地平坦部に位置している。

଄　桁行２間，梁行１間の側柱建物跡で，桁行方向はＮ－15ߏ໛ͱن －゚Ｗの南北棟である。規模は桁行3.30ｍ，

梁行 3.00 ｍで，面積は 9.90㎡である。柱間寸法は桁行が 1.5 ｍ～ 1.8 ｍ，梁行が 3.0 ｍで，柱筋はほぼ揃っている。

ப݀　６か所。平面形は円形・楕円形で，長径 44 ～ 70㎝，短径 40 ～ 60㎝である。深さは 26 ～ 45㎝で，第

１～３層は柱抜き取り後の覆土である。

౔૚ղઆʢ֤ப݀ڞ௨ʣ
１　黒 色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
２　褐 色　ロームブロック微量

３　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片３点（甕），須恵器片２点（坏，甕）が覆土中から出土しているが，細片のため図示

できない。

ॴݟ　出土土器が細片のため時期の判断は困難であるが，覆土中から出土している土器片の様相や桁行方向

から 10 世紀代と推定される。

第９号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第 98 図）

౻લҨ੻

ୈ 99 ਤ 第 10 号掘立柱建物跡実測図
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　（3） 土坑

ୈ̎߸౔޵（第 100 図）

Ґஔ　調査区中央部のやや東寄りの C２b7 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第２号住居跡を掘り込んでいる。第１号掘立柱建物跡とも重複しているが，新旧関係は不明である。

ঢ়　径ܗ໛ͱن 0.64 ｍの円形で，深さは 20㎝で，底面は平坦である。壁は外傾して立ち上がっている。

෴౔　２層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

౔૚ղઆ
１　黒 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子・今市七本
　　　　　　　　桜パミス微量

２　黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子・今市七本桜パミス微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片２点（坏，甕）のほか，混入した須恵器片２点（坏，甕）が出土している。190 は覆

土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀から 10 世紀代と推定される。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

190 土師器 坏 － （0.8） － 長石・石英・赤色
粒子 にぶい橙 普通 底部回転ヘラ削り　底部墨書 覆土中 ５％

第２号土坑出土遺物観察表（第 100 図）

番号 位 置 桁行方向
柱 間 数 規 　模 面 積 柱間寸法 柱     穴 

主な出土遺物 時期
備　考

重複関係（古→新）桁×梁  （間）桁 × 梁（ｍ） （㎡） 桁（ｍ） 梁（ｍ） 構造 柱穴数 平面形 深さ
（㎝）

１ C ２a6 Ｎ－ 10 ﾟ－Ｗ ３×３ 4.90 × 4.56 22.34 1.6 1.5 側柱 12 円形・楕円形 30 ～ 72 土師器，須恵器 10 世紀代  SI2 →本跡，SK2

２ B ２j6 Ｎ－９ﾟ－Ｗ ３×２ 4.80 × 3.00 14.40 1.6 1.5 総柱 12 円形・楕円形 24 ～ 55 土師器，須恵器 10 世紀代  SI24 →本跡，PG2

３ B ２i4 Ｎ－ 82 ﾟ－Ｅ ３×２ 5.86 × 3.50 20.51 1.7 1.7 側柱 16 円形・楕円形 26 ～ 52 土師器，須恵器 10 世紀代  SI23 →本跡

４ E ２c9 Ｎ－ 87 ﾟ－Ｅ ３×２ 6.30 × 4.40 27.72 2.1 2.2 側柱 10 円形・楕円形 32 ～ 88 土師器，須恵器 ９世紀前葉

５ B ２h8 Ｎ－ 15 ﾟ－Ｗ ２×２ 3.40 × 3.40 11.56 1.7 1.7 側柱 ８ 円形・楕円形 43 ～ 60 土師器 10 世紀代 SI31 →本跡

６ D ２g9 Ｎ－ 90 ﾟ ３×２ 5.14 × 3.90 20.05 1.7 2.0 側柱 10 円形 33 ～ 57 土師器，須恵器， 
石製品 ８世紀中葉

７ D ２g5 Ｎ－ 90 ﾟ ３×２ 4.60 × 3.64 16.74 1.5 1.8 側柱 12 円形 20 ～ 34 土師器，須恵器 ９世紀前葉  本跡→ SK6

８ B １j9 Ｎ－ 82 ﾟ－Ｅ ２×２ 4.00 × 3.64 14.56 2.0 1.8 側柱 ９ 方形・長方形 28 ～ 50 土師器 10 世紀代  SK24 →本跡

９ B ２h2 Ｎ－ 78 ﾟ－Ｅ ３×２ 4.50 × 3.60 16.20 1.5 1.8 側柱 10 円形・楕円形 22 ～ 57 土師器，須恵器 ９世紀中葉

10 C ２e1 Ｎ－ 15 ﾟ－Ｗ ２×１ 3.30 × 3.00 9.90 1.5 ～ 1.8 3.0 側柱 ６ 円形・楕円形 26 ～ 45 土師器，須恵器 10 世紀代

表３　奈良・平安時代掘立柱建物跡一覧表

ୈ 100 ਤ 第２号土坑・出土遺物実測図
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ୈ̔߸౔޵（第 101 図）

Ґஔ　調査区東部の B２a2 区，標高 46.0 ｍの台地縁辺部に位置している。

ঢ়　径ܗ໛ͱن 2.95 ｍの円形である。深さは 160㎝で，底面は平坦である。壁は緩斜して立ち上がっている。ピッ

トが８か所で確認できたが，性格は不明である。

෴౔　７層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　炭化物少量，ロームブロック・今市七本桜パミス
　　　　　　　　微量
２　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，炭化物・今市七本桜パミス
　　　　　　　　微量
３　黒 褐 色 炭化粒子・今市七本桜パミス少量，ローム粒子微量

４　灰 黄 褐 色 ロームブロック・炭化粒子・今市七本桜パミス微量
５　黒 色 炭化粒子少量，ローム粒子・今市七本桜パミス微量
６　にぶい黄褐色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
７　黒 色　炭化粒子少量，ローム粒子微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 34 点（甕類），須恵器片 27 点（坏 10，高台付坏４，蓋１，盤３，壺１，瓶１，甕６，

甑１），羽口１点，鉄滓２点のほか，混入した縄文土器片３点（鉢）が出土している。DP39 は中央部の覆土

下層，192 は中央部の覆土中層，191・193，M30 は覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀前葉と推定できる。

౻લҨ੻

ୈ 101 ਤ 第８号土坑・出土遺物実測図
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౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量

３　にぶい褐色　ロームブロック中量，炭化粒子微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 28 点（坏９，甕 19），須恵器片 11 点（坏７，高台付坏１，甕３），土製品２点（管状土錘）

が出土している。194 は遺構確認面，DP40・41 は底面からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉と推定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

194 須恵器 高台付坏 － （2.5） 8.3 長石・黒色粒子 褐灰 普通 底部回転ヘラ切り後，高台貼り付け　 確認面 20％

番号 器　種 長さ 径 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP40 管状土錘 4.9 0.7 0.2 2.1 長石 ナデ　一方向からの穿孔 底面 PL30

DP41 管状土錘 （3.3） 0.9 0.3 （1.9） 長石・雲母 ナデ　一方向からの穿孔 底面 PL30

第 23 号土坑出土遺物観察表（第 102 図）

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｍ 30 鉄滓 2.9 3.1 2.2 20.0 鉄 着磁性なし　 覆土中 PL33

番号 器　種 長さ 径 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP39 羽口 （11.7） 7.2 ～ 8.2 2.4 （479.0） 長石・石英 ナデ　鉄滓付着 覆土下層 PL30

ୈ 23 ߸౔޵（第 102 図）

Ґஔ　調査区北部の西寄りの C１b9 区，標高 46.3 ｍの台地平坦部に位置している。

ॏෳؔ܎   第 41 号住居跡を掘り込んでいる。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 1.19 ｍ，短軸 1.05 ｍの隅丸長方形で，長軸方向はＮ－ 80 －゚Ｗである。深さは 18㎝で，底

面は東にやや傾斜している。壁は緩斜して立ち上がっている。

෴౔　３層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

191 須恵器 坏 13.6 5.0 7.6 長石・石英 灰 普通 底部回転ヘラ切り後ナデ　「毛ヵ」の刻書 覆土中 100％ PL24

192 土師器 高台付坏 － （4.9） 7.3 長石・石英 にぶい黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　内面ヘラミガキ 覆土中層 60％

193 須恵器 長頸瓶 － （6.0） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 体部外・内面自然釉付着 覆土中 10％　PL23

第８号土坑出土遺物観察表（第 101 図）

ୈ 102 ਤ 第 23 号土坑・出土遺物実測図
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番号 位置 長径方向 平面形
規　　　　模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物
備　　　考

重複関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

２ Ｃ２b7 － 円　形 0.64 × 0.64 20 平坦 外傾 自然 土師器 SI2 →本跡，SB1

８ Ｂ２a2 － 円　形 2.95 × 2.95 160 平坦 緩斜 自然 土師器・須恵器・羽口・
鉄滓

23 Ｃ１b9 N － 80°－Ｗ 隅丸長方形 1.19 × 1.05 18 やや傾斜 緩斜 自然 土師器・須恵器・土製品 SI41 →本跡

　溝跡

ɹୈ̍߸ߔ੻（第 104・126 図）

Ґஔ　調査区中央部の C ２h9 区から C ３a1 区にかけて，標高 46.2 ｍの台地平坦部に位置している。

２　中世の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，溝跡２条である。ここでは，土層断面図と土層解説を掲載する。なお，平面図について

は遺構全体図で示す。以下，遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

Ґஔ　調査区の南部の D ３c1 区，46.0 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　西部が撹乱により削平されているため，南北軸はܗ໛ͱن 0.64 ｍで，東西軸は 1.02 ｍしか確認できなか

　（4） 不明遺構

ୈ̍߸ෆ໌Ҩߏ（第 103 図）

෴౔　４層に分層できる。周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

౔૚ղઆ
１　暗 赤 褐 色　焼土ブロック・砂粒少量，ローム粒子・炭化粒子
　　　　　　　　微量
２　黒 褐 色 炭化粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

３　黒 褐 色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子少量
４　黒 色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

った。平面形は不整楕円形と推定される。深さは 10㎝で，壁は緩斜して立ち上がっている。また，東部には

深さ 32㎝のピット状の掘り込みがある。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片６点（坏２，甕４），陶器片１点（碗）が出土している。198 は覆土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉から 10 世紀前葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

198 土師器 坏 ［10.6］ 4.0 ［4.4］ 長石 にぶい橙 普通 体部下端手持ちヘラ削り　底部一方向のヘラ削り　 覆土中 40％

第１号不明遺構出土遺物観察表（第 103 図）

౻લҨ੻

ୈ 103 ਤ 第１号不明遺構・出土遺物実測図

表４　奈良・平安時代土坑一覧表
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　混入した土師器片 36 点（坏 10，高台付坏１，甕 25），須恵器片８点（坏５，甕３）が出土している。

ॴݟ　伴う遺物はないが，時期は遺構の形状などから中世と考えられる。時期から石塚城に伴うものとみら

れる。

ॏෳؔ܎　第６号住居跡と第２号溝跡を掘り込んでいる。

ঢ়　南部が調査区域外へ延びているため，長さܗ໛ͱن 26.0 ｍしか確認できなかった。北方向（Ｎ－ 17 －゚Ｅ）

に直線的に延びている。上幅 162 ～ 223㎝，下幅 17 ～ 42㎝，深さ 86㎝である。断面形は箱薬研状で，壁は外

反状に立ち上がっている。

෴౔　17 層に分層できる。第１～ 13 層はロームブロックを含んでいることから埋め戻されており，第 14 ～

17 層は周囲から流れ込んだ状況を示していることから自然堆積である。

ɹୈ̏߸ߔ੻（第 105・126 図）

Ґஔ　調査区北部の B １f8 区から B ２c8 区にかけて，標高 46.1 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　南側が調査区域外へ延びているため，長さ19.0ｍしか確認できなかった。北東方向（Ｎ－60ܗ໛ͱن －゚Ｅ）

に湾曲して延びている。上幅 137 ～ 148㎝，下幅 32 ～ 53㎝，深さ 88㎝である。断面形は箱薬研状で，壁は外

反状に立ち上がっている。

෴౔　10 層に分層できる。第 10 層は自然堆積で，第１～９層は今市七本桜パミスを含んでいることから埋め

戻されている。

౔૚ղઆ
１　黒 褐 色 今市七本桜パミス中量，ローム粒子・炭化粒子少量
２　黒 色 炭化粒子中量，ローム粒子・今市七本桜パミス微量
３　褐 色　今市七本桜パミス多量，ローム粒子少量
４　黒 褐 色　ローム粒子・今市七本桜パミス微量
５　黄 褐 色　今市七本桜パミス中量，ローム粒子少量
６　黒 色　今市七本桜パミス中量，炭化物・ローム粒子微量

７　にぶい黄褐色　ローム粒子中量，今市七本桜パミス少量
８　暗 褐 色　ローム粒子・炭化粒子・今市七本桜パミス少量
９　黒 褐 色　ロームブロック少量，今市七本桜パミス微量
10　暗 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，今市七本桜パミ
　　　　　　　　ス微量

౔૚ղઆ
１　暗 褐 色　ロームブロック多量
２　黒 褐 色　ロームブロック微量，焼土粒子極微量
３　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
４　黒 褐 色　ロームブロック微量（粘性弱）
５　褐 色　ロームブロック少量
６　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック極微量
７　黒 褐 色　ローム粒子少量
８　褐 色　ロームブロック中量
９　黒 褐 色　ロームブロック少量

10　褐 色　ロームブロック多量
11　灰 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
12　黒 褐 色　ロームブロック微量
13　褐 色　ロームブロック多量（粘性弱）
14　黒 褐 色　ロームブロック少量（粘性弱）
15　暗 褐 色　ロームブロック少量
16　暗 褐 色　ロームブロック中量（粘性弱）
17　暗 褐 色　ロームブロック多量（粘性弱）

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師質土器片１点（皿）が出土している。また，混入した土師器片 20 点（坏 11，甕７，甑２），

須恵器片２点（甕）も出土している。遺物は，細片のため図示できない。

ॴݟ　時期は，出土遺物や遺構の形状から中世と考えられる。時期から石塚城に伴うものとみられる。

ୈ 104 ਤ 第１号溝跡土層断面図
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番号 位置 方　向 形　状
　規　　模

　断面　 覆土 底面 主な出土遺物
備　　　　考

長さ（ｍ）上幅（㎝）下幅（㎝）深さ（㎝） 新旧関係（古→新）

１ C ２h9 ～
C ３a1 N － 17°－ E 直線 （26.0） 162 ～ 223 17 ～ 42 86 箱薬研状 自然

人為 平坦 土師質土器 SI6・SD2 →本跡

３ B １f8 ～
B ２c0 N － 60°－ E 湾曲 （19.0） 137 ～ 148 32 ～ 53 88 箱薬研状 自然

人為 平坦 －

３　その他の遺構と遺物

　　ここでは，出土遺物がないことから，時期を決定できない土坑 24 基，溝跡４条，柵列跡１か所，ピット

　群４か所について記述する。

　（1） 土坑（第 106 ～ 108 図）

　　　性格と時期が不明な土坑を 24 基確認した。これらについては，平面図と土層解説，一覧表で掲載する。

表５　中世溝跡一覧表

౻લҨ੻

ୈ 106 ਤ その他の土坑実測図（1）

ୈ 105 ਤ 第３号溝跡土層断面図
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ୈ 107 ਤ その他の土坑実測図（2）
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ୈ̍߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 色　ロームブロック多量，炭化粒子微量

ୈ̐߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　ロームブロック・炭化粒子・今市七本桜パミス少量，
　　　　　　　　焼土粒子微量

ୈ̑߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化物中量

ୈ̒߸౔޵౔૚ղઆ
１　暗 褐 色　ロームブロック・今市七本桜パミス中量，粘土ブロック・
　　　　　　　　炭化物少量
２　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，今市七本桜パミス・粘
　　　　　　　　土粒子微量

ୈ̓߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　今市七本桜パミス中量，ロームブロック・炭化粒子少量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子・今市七本桜パミス・灰
　　　　　　　　少量

ୈ 10 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　暗 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子・今市七本桜パミス微量
３　黒 褐 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量

ୈ 13 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量

ୈ 14 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子・今市七本桜パミス少量
３　黒 色　ロームブロック多量，炭化粒子少量，焼土粒子・今市七
　　　　　　　　本桜パミス微量

ୈ 15 ʙ 17 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，粘土ブロック・今市七
　　　　　　　　本桜パミス微量

ୈ 20 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　にぶい褐色　ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化粒子・今市七
　　　　　　　　本桜パミス微量

ୈ 21 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ローム粒子微量
２　にぶい褐色　ロームブロック少量

ୈ 22 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ローム粒子微量

ୈ 24 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　今市七本桜パミス微量
２　黒 褐 色　今市七本桜パミス中量

ୈ 25 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　今市七本桜パミス中量，焼土粒子微量
２　暗 褐 色　今市七本桜パミス中量
３　暗 褐 色　今市七本桜パミス多量

ୈ 26 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　今市七本桜パミス中量
２　暗 褐 色　今市七本桜パミス多量

ୈ 30 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量

ୈ 31 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック多量

ୈ 32 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　ローム粒子・焼土粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

ୈ 35 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２　黒 褐 色　ロームブロック少量

ୈ 36 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子微量
２　暗 褐 色　ロームブロック少量
３　暗 褐 色　ロームブロック少量，焼土粒子微量
４　褐 色　ロームブロック多量

ୈ 39 ߸౔޵౔૚ղઆ
１　暗 褐 色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２　褐 色　ローム粒子中量

番号 位置 長径方向 平面形
規　　　　模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物
備　　　考

重複関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｃ２a5 N － 81°－ W 長方形 1.02 × 0.85 21 平坦 外傾 人為 －

౻લҨ੻

ୈ 108 ਤ その他の土坑実測図（3）

表６　その他の土坑一覧表



－ 124 －

　（2） 溝跡（第 109・126 図）

　　　性格と時期が不明な溝跡４条を確認した。ここでは，土層断面図と土層解説を掲載する。なお，平面 

　　図は遺構全体図で示す。

番号 位置 長径方向 平面形
規　　　　模

底面 壁面 覆土 主な出土遺物
備　　　考

重複関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

３ Ｃ２b7 － 円　形 1.04 × 1.02 18 平坦 緩斜 － 土師器・須恵器

４ Ｃ２b8 － 円　形 0.75 × 0.72 28 平坦 緩斜 自然 － SI2 →本跡

５ D ２i4 N －６°－Ｅ ［楕円形］    1.33 ×（0.76） ９ 平坦 緩斜 自然 － 本跡→ SI20

６ Ｄ２g5 － 円　形 1.11 × 1.10 31 平坦 外傾 自然 － SB7 →本跡

７ Ｅ２d0 N － 7°－Ｅ 長方形 1.21 × 0.57 38 平坦 外傾 人為 土師器・須恵器

10 Ｂ２h0 N － 18°－Ｅ 楕円形 1.34 × 1.09 72 平坦 外傾 自然 土師器・須恵器・陶器・
石器 SD2 →本跡

13 Ｃ２f4 N －５°－Ｗ 楕円形 1.03 × 0.79 47 皿状 外傾 人為 土師器 SI11・SK14 →本跡

14 Ｃ２f4 N － 83°－Ｅ ［隅丸長方形］ （1.50）× 1.04 50 平坦 外傾 人為 土師器・須恵器 SI11 →本跡→ SK13

15 Ｄ２h7 － 円　形 0.31 × 0.30 18 皿状 外傾 自然 土師器 SI34 →本跡

16 Ｄ２h7 N － 59°－Ｅ 楕円形 0.54 × 0.46 25 皿状 外傾 自然 － SI34 →本跡

17 Ｄ２h7 － 円　形 0.68 × 0.67 24 皿状 緩斜 自然 土師器・須恵器

20 D ２g7 N － 70°－Ｅ ［楕円形］  （1.24）× 1.19 29 皿状 緩斜 人為 －

21 Ｃ２b1 N － 82°－Ｅ 長方形 2.15 × 1.47 16 平坦 外傾 自然 土師器・須恵器 SI40 →本跡

22 Ｂ１h9 N － 13°－Ｗ 楕円形 1.18 × 1.07 22 平坦 外傾 自然 土師器・須恵器

24 Ｂ１j0 － ［方形・長方形］ 　0.87 ×（0.55） 24 平坦 外傾 自然 土師器・須恵器 本跡→ SB8

25 Ｂ１h0 N － 34°－Ｗ 楕円形 0.86 × 0.70 18 皿状 緩斜 自然 －

26 Ｃ１c0 － 円　形 0.98 × 0.92 20 平坦 緩斜 自然 土師器・須恵器 SI41・42 →本跡

30 D １i0 N － 21°－ W 長方形 0.98 × 0.82 42 平坦 外傾 人為 －

31 D １h0 － 方　形 0.81 × 0.80 43 平坦 外傾 人為 －

32 D ２e3 － 円　形 0.94 × 0.94 12 平坦 外傾・緩斜 自然 －

35 Ｃ２d2 N －３°－ W 楕円形 0.53 × 0.44 22 平坦 外傾・緩斜 自然 －

36 Ｃ２f1 N － 75°－Ｅ 楕円形 0.66 × 0.52 30 平坦 外傾・緩斜 自然 －

39 Ｃ２d2 － 円　形 0.43 × 0.41 21 平坦 外傾・緩斜 自然 －

ୈ 109 ਤ その他の溝跡土層断面図
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ୈ̎߸ߔ੻౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ローム粒子・炭化粒子少量，今市七本桜パミス微量
２　黄 褐 色　今市七本桜パミス多量
３　灰 褐 色　ローム粒子・今市七本桜パミス少量
４　褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，今市七本桜パミス微量

ୈ̐߸ߔ੻౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　今市七本桜パミス中量，炭化粒子少量，ロームブロック
　　　　　　　　微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・今市七本桜
　　　　　　　　パミス微量

ୈ̑߸ߔ੻౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　炭化粒子少量，ロームブロック・今市七本桜パミス微量

ୈ̒߸ߔ੻౔૚ղઆ
１　暗 褐 色　ロームブロック・今市七本桜パミス少量，粘土ブロック・
　　　　　　　　炭化粒子少量

　（4） ピット群

　　　今回の調査で，４か所のピット群を確認した。いずれも建物跡を想定できるような配置ではなく，時

　　期も不明である。ここでは，群ごとに計測表を掲載する。なお，平面図については遺構全体図に示す。

ୈ̍߸ϐοτ܈（第 126 図）

Ґஔ　調査区北部の B１e8 ～ B１f0 区にかけての東西８ｍ，南北４ｍの範囲から，柱穴状のピットを 19 か所

確認した。

໛　平面形は長径ن 22 ～ 44㎝，短径 19 ～ 35㎝の円形あるいは楕円形で，深さは 11 ～ 45㎝である。

番号 位置 方　向 形　状
　規　　模

　断面　 覆土 底面 主な出土遺物
備　　　　考

長さ（ｍ）上幅（㎝）下幅（㎝）深さ（㎝） 新旧関係（古→新）

２ B ２e9 ～
C ３b1 N － 15°－ W 直線 29.8 45 ～ 74 22 ～ 40 27 U 字状 人為 平坦 土師器・須恵器 SI9・30・32 →本跡→ 

SK10，SD1

４ B ２d6 ～
B ２d7

N － 10°－ E
N － 77°－ W

直線
屈曲 7.1 67 ～ 83 38 ～ 62 45 U 字状 自然 平坦 土師器・須恵器・土

師質土器

５ B ２d5 N － 79°－ W 直線 3.1 55 45 20 U 字状 人為 平坦 －

６ B ２e8 N － 18°－ W 直線 2.1 68 57 32 U 字状 人為 平坦 －

表６　その他の溝跡一覧表

౻લҨ੻

　（3） 柵列跡

　　　時期不明の柵列跡を１か所を確認した。ここでは，計測表を掲載する。なお，平面図については遺構

　　全体図に示す。

ୈ̍߸ྻࡤ੻（第 126 図）

Ґஔ　調査区北部の B２h1 ～ B２i2 区にかけての東西４ｍ，南北４ｍの範囲から，柱穴状のピット５か所を

確認した。ピットは L 字状に並んでいる。

໛　平面形は長径ن 38 ～ 77㎝，短径 35 ～ 53㎝の円形あるいは隅丸長方形で，深さは 24 ～ 46㎝である。

ॴݟ　出土遺物がなく，時期・性格ともに不明である。

第１号柵列計測表

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長軸（径） × 短軸（径） 深さ 長軸（径） × 短軸（径） 深さ

１ Ｂ２h1 楕円形 77 × 52 41 ４ Ｂ２i2 楕円形 49 × 43 46

２ Ｂ２h1 円　形 38 × 35 24 ５ Ｂ２i2 楕円形 59 × 53 45

３ Ｂ２h1 隅丸長方形 47 × 39 40
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ୈ̏߸ϐοτ܈（第 126 図）

Ґஔ　調査区中央部の C１c0 ～ C ２f3 区にかけての東西 12 ｍ，南北 12 ｍの範囲から，柱穴状のピットを９

か所確認した。

໛　平面形は長径ن 30 ～ 60㎝，短径 26 ～ 43㎝の円形あるいは楕円形で，深さは 20 ～ 54㎝である。

ॴݟ　出土遺物がなく，時期・性格ともに不明である。

第２号ピット群計測表

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ Ｂ２h5 円　形 32 × 30 50 ５ Ｂ２j4 楕円形 31 × 27 47

２ Ｂ２h5 楕円形 41 × 37 44 ６ Ｂ２j6 楕円形 33 × 24 32

３ Ｂ２h5 円　形 31 × 29 36 ７ Ｃ２a6 楕円形 40 × 34 42

４ Ｂ２j4 楕円形 34 × 30 21 ８ Ｃ２a6 楕円形 32 × 24 38

ɹୈ̎߸ϐοτ܈（第 126 図）

Ґஔ　調査区北部の B２h5 ～ C２a6 区にかけての東西６ｍ，南北９ｍの範囲から，柱穴状のピットを８か所

確認した。

ॏෳؔ܎　第３号掘立柱建物跡と重複しているが，新旧関係は不明である。

໛　平面形は長径ن 31 ～ 41㎝，短径 24 ～ 37㎝の円形あるいは楕円形で，深さは 21 ～ 50㎝である。

ॴݟ　出土遺物がなく，時期・性格ともに不明である。

第１号ピット群計測表

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ Ｂ１e9 円　形 26 × 24 17 11 Ｂ１e8 楕円形 27 × 20 26

２ Ｂ１e9 円　形 26 × 23 36 12 Ｂ１f9 ［楕円形］ （20） × （16） ［89］

３ Ｂ１e9 楕円形 33 × 29 45 13 Ｂ１f9 ［円　形］ 33 × （13） 31

４ Ｂ１e9 ［楕円形］ 30 × （21） 21 14 Ｂ１f8 ［円　形］ （29） × （25） ［73］

５ Ｂ１e8 不整円形 36 × 34 18 15 Ｂ１f0 円　形 38 × 35 33

６ Ｂ１e8 長方形 32 × 20 17 16 Ｂ１f9 楕円形 44 × 33 41

７ Ｂ１e9 楕円形 26 × 22 11 17 Ｂ１f9 円　形 26 × 24 13

８ Ｂ１e8 楕円形 26 × 23 15 18 Ｂ１f8 楕円形 35 × 27 36

９ Ｂ１e8 円　形 30 × 29 23 19 Ｂ１f8 楕円形 22 × 19 12

10 Ｂ１e8 楕円形 37 × 25 26

ॴݟ　出土遺物がなく，時期・性格ともに不明である。
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第３号ピット群計測表

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ Ｃ１c0 楕円形 33 × 30 24 ６ Ｃ２f3 楕円形 32 × 27 20

２ Ｃ１c0 楕円形 38 × 32 21 ７ Ｃ２f3 円　形 37 × 35 54

３ Ｃ１e8 楕円形 35 × 26 40 ８ Ｃ２f2 楕円形 60 × 43 32

４ Ｃ１e9 楕円形 33 × 26 37 ９ Ｃ２e2 楕円形 46 × 35 28

５ Ｃ２f2 円　形 30 × 28 33

第４号ピット群計測表

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

ピット番号 位 置 形 状
規　　模（㎝）

長径 × 短径 深さ 長径 × 短径 深さ

１ Ｅ２a3 円　形 39 × 38 42 ７ Ｄ２h2 円　形 45 × 43 41

２ Ｄ２i3 ［楕円形］ 37 × ［30］ 27 ８ Ｄ２h2 円　形 42 × 41 36 

３ Ｄ２i3 ［楕円形］ 42 × ［33］ 34 ９ Ｄ２h2 円　形 49 × 45 46

４ Ｄ２i2 円　形 36 × ［34］ 36 10 Ｄ２h3 円　形 ［54］ × 51 16

５ Ｄ２h3 円　形 27 × ［27］ 51 11 Ｄ２h3 円　形 45 × 41 49

６ Ｄ２h3 円　形 ［48］ × 44 26

　（5） 遺構外出土遺物（第 110 図）

　　　ここでは遺構に伴わない主な遺物について，特徴的なものを実測図及び観察表で掲載する。  

ɹୈ̐߸ϐοτ܈（第 126 図）

Ґஔ　調査区南部の D２h2 ～ E２a3 区にかけての東西４ｍ，南北 12 ｍの範囲から，柱穴状のピットを 11 か

所確認した。

໛　平面形は長径ن 27 ～ 49㎝，短径 38 ～ 51㎝の円形あるいは楕円形で，深さは 16 ～ 51㎝である。

ॴݟ　出土遺物がなく，時期・性格ともに不明である。

番号 位 置
柱穴（長さの単位はすべて㎝）

出土遺物 時　　期
備　考

柱穴 平面形 長径 短径 深さ （重複関係　古→新）

１ B １e8 ～ B １f0 19 円形・楕円形 22 ～ 44 19 ～ 35 11 ～ 45 － －

２      B ２h5 ～ C ２a6 ８ 円形・楕円形 31 ～ 41 24 ～ 37 21 ～ 50 － －

３ C １c0 ～ C ２f3 ９ 円形・楕円形 30 ～ 60 26 ～ 43 20 ～ 54 － －

４      D ２h2 ～ E ２a3 11 円形・楕円形 27 ～ 49 38 ～ 51 16 ～ 51 － －

表７　ピット群一覧表

౻લҨ੻
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ୈ 110 ਤ 遺構外出土遺物実測図
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番号 器　種 長さ 厚さ 孔径 重量 胎　　土 特　　　　徴 出土位置 備　考

DP42 管状土錘 3.7 0.9 0.4 3.1 長石 ナデ　一方向からの穿孔 表土 PL30

DP43 管状土錘 3.4 1.8 0.5 9.3 長石 ナデ　一方向からの穿孔 表土 PL30

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP18 縄文土器 深鉢 長石・石英・雲母 明赤褐 縄文施文→隆帯貼り付け SI17 覆土中 PL28

TP19 縄文土器 深鉢 長石・石英・細礫 にぶい黄橙 縄文施文 表土 PL28

TP20 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい橙 縄文施文　沈線 SI25 覆土中 PL28

TP21 弥生土器 壺 長石・雲母 にぶい赤褐 ６条の櫛歯状工具による波状文 SI29 覆土中 PL28

TP22 弥生土器 壺 長石・雲母 にぶい橙 沈線 SI17 覆土中 PL28

TP23 弥生土器 壺 長石・石英 灰黄褐 撚り糸文 表土 PL28

TP24 弥生土器 壺 長石 にぶい橙 ４条の櫛歯状工具による波状文 SI29 覆土中 PL28

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Ｑ８ 掻器 6.1 4.3 0.8 20.3 チャート 刃部両面急斜度調整 SI29 覆土中 PL31

Ｑ９ 剥片 2.9 1.9 0.5 1.4 チャート 使用痕ヵ SI17 覆土中 PL31

Ｑ 10 剥片 6.6 4.2 1.3 42.8 チャート 未製品　片面一部側縁に鋸歯状の調整痕ヵ 表土

Ｑ 11 石鏃 2.0 1.1 0.4 0.5 白瑪瑙 両面押圧剥離 SI10 覆土中 PL31

Ｑ 12 石鏃 2.4 1.9 0.5 1.4 黒曜石 両面押圧剥離 SI15 覆土中 PL31

Ｑ 13 石棒 （18.2） （3.9） （1.3） （107.7） 緑泥片岩 剥離した表面の一部，頭部不明 SI39 覆土中 PL31

Ｑ 14 凹石 13.7 10.4 4.7 932 凝灰岩 凹部一か所 SI30 覆土中 PL31

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

199 土師器 坏 12.4 5.0 5.9 長石・石英 にぶい橙 普通 底部回転糸切り　 表採 90％　PL21

200 土師器 高台付坏 14.4 5.8 7.3 長石・石英・赤色
粒子 にぶい黄橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　底部回転ヘラ削り後，高台

貼り付け　内面ヘラミガキ 表土 60％　PL21

195 須恵器 高台付坏 ［17.2］ 6.1 ［10.4］ 長石・石英 灰褐 普通 体部外・内面自然釉付着　体部下端回転ヘラ削り　
底部回転ヘラ削り後，高台貼り付け SI2 覆土中 30％

196 土師質土器 皿 ［12.2］ 2.3 6.6 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 底部回転糸切り SD5 覆土中 30％　PL21

201 土師器 脚付盤 － （3.1） － 長石・赤色粒子 橙 普通 脚部ナデ 表土 ５％　PL28

202 陶器 碗 － （2.6） － 長石 橙 不良 外・内面施釉　絵付け不明 SI14 覆土中 ５％　PL28

203 陶器 灯明皿 ［8.6］ （1.9） － 緻密 赤褐 良 外・内面鉄釉 SI17 覆土中 ５％

204 陶器 皿 － （1.0） － 長石 灰白 良 外・内面長石釉　底部回転ヘラ削り後，高台貼り付
け笹竹文 SI19 覆土中 ５％　PL28

205 陶器 蓋 ［6.4］ （1.4） － 黒色粒子 にぶい黄橙
黄褐 普通 天井部施釉 SI14 覆土中 ５％

206 磁器 皿 － （1.8） － 長石・緻密 灰白
緑灰 良 青磁　外・内面施釉 SI10 覆土中 ５％

207 磁器 鉢ヵ － （5.8） － 長石・緻密 灰白 良 外・内面施釉　草華文の絵付け 表土 ５％

遺構外出土遺物観察表（第 110 図）

　　　第 4 節  　ま        と        め

　今回の調査で，奈良・平安時代の住居跡43軒，掘立柱建物跡10棟，土坑３基，不明遺構１か所，中世の溝跡２条，

時期不明の土坑 24 基，溝跡４条，柵列跡１か所，ピット群４か所を確認した。ここでは，遺跡の中心となる奈良・

平安時代の住居跡と中世の溝跡について若干の考察をする。

１　奈良・平安時代の時代の遺構と遺物について

　ここでは出土土器をもとに住居跡と掘立柱建物跡を８期（Ⅰ～Ⅷ期）に分類し，各期の特徴について述べ

　ることにする。

౻લҨ੻
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Ⅰ期（８世紀中葉）

　第 19 号住居跡と第６号掘立柱建物跡が該当する。出土土器は，土師器（甕），須恵器（坏・蓋）で，坏の

　底部切り離し技法は回転ヘラ切りである。甕はいわゆる常総形をしており，外面調整は残存率が低いことか

　ら明確でなく，内面はヘラナデされている。

　住居跡の特徴は，北竈から東竈に作り替えられている。掘方は床全体をほぼ平坦に掘り込み，炭化粒子を

　含む黒色土を埋土して構築している。主軸方向は住居跡，掘立柱建物跡共に N － 90°で，計画的に配置され

　ている。

Ⅱ期（８世紀後葉）

第４・15・17・20・29・39・44 号住居跡が該当する。出土土器は，土師器（甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・

蓋・盤・高盤・瓶・壺）で，須恵器の出土率が高い。須恵器の坏・高台付坏の底部の切り離し技法はヘラ切

りでその後ナデ整形を行っている。底面にヘラ記号が施されているものが見られ，「×」「＝」「－」の三種

類が確認できた。土師器の甕は常総形で，外面調整はヘラミガキを施している。

住居跡は全て北竈で，掘方は第 15 号住居跡のみが竈と平行する壁際を溝状に掘り込んでおり，その他は

ほぼ平坦に掘り込んでいる。貼床は，共通して炭化粒子を含む黒色土もしくは黒褐色土を埋土して構築して

いる。主軸方向は第 29 号住居跡が N － 28°－ E，第４・15・39・44 号住居跡が N －１～ 24°－ W である。

　第 17・20 号住居跡は N －１°－ W と N －３°－ E で，主軸方向がほぼ同じ配置からみても両遺構が一単

　位集団となるものと考えられる。

E2a5

B1c9 B2c5

C2g5

C2b5 C2b9

B3f1B2f5

D2a5

D3b1

E3a1

0 20m

SI-19

SB-6

ୈ 111 ਤ　藤前遺跡遺構配置図（1）

第Ⅰ期（８世紀中葉） 第Ⅱ期（８世紀後葉） 第Ⅲ期（９世紀前葉）
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Ⅴ期（９世紀後葉）

　第１・３・８・14・21・23・31・41 号住居跡が該当する。出土土器は，土師器（坏・高台付坏・鉢・甕），

　須恵器（坏・高台付坏・甕・壺）で，Ⅳ期に比べ土師器の出土率が高くなる。

　坏は土師器・須恵器ともに底部の切り離し技法は回転ヘラ切り後にナデを施したものがほとんどで，一部

ୈ 112 ਤ　藤前遺跡遺構配置図（2）

第Ⅳ期（９世紀中葉） 第Ⅴ期（９世紀後葉）

౻લҨ੻

Ⅲ期（９世紀前葉）

　第 16・40・43 号住居跡，第

４・７号掘立柱建物跡が該当す

る。出土土器は，土師器（甕），

須恵器（坏・高台付坏，蓋，盤，

甑）で，Ⅱ期と同じく須恵器の

出土率が高い。須恵器の坏・高

台付坏・盤の底部の切り離し技

法は回転ヘラ切りで，その後回

転ヘラ削りを施した個体がみら

れる。また，外面下端に手持ち

ヘラ削り整形を施した個体もみ

られる。甕は常総形で，外面調

整は残存率が低いことから明確

でない。甑には把手がつく。

　住居跡は，全て北竈である。

床面は，第 40・43 号住居跡は

地山を床面で，第 16 号住居跡

のみが四隅を掘り込み，炭化 

粒子を含む黒褐色土を埋土して

構築している。住居跡の主軸方向は N －２～６°－ W，掘立柱建物跡の桁行方向はほぼ N － 90°で，住居跡

と掘立柱建物跡の主軸方向はほぼ 90°の角度で計画的に配置している。

Ⅳ期（９世紀中葉）

　第５・10・13・18・26・28・35・42・45 号住居跡，第９号掘立柱建物跡が該当する。出土土器は，土師器（坏・

高台付坏・盤・鉢・甕・甑），須恵器（坏・皿・甕・甑）で，Ⅱ期に比べ土師器の坏・高台付坏・鉢などの

器種が増加するが，まだ須恵器の出土率が高い。坏・高台付坏の底部切り離し技法は須恵器・土師器ともに

回転ヘラ切りで，須恵器はその後ナデ整形，土師器は無調整のものがほとんどである。土師器の坏・高台付

坏は内面黒色処理で磨きを施している。甕は常総形で，外面調整は下半部にヘラミガキを施したもののほか

に縦位のヘラ削り，若干横位のヘラ削りのものが存在し，内面はヘラナデ調整である。

　住居跡は第 42・45 号住居跡が東竈で，その他は北竈である。掘方は，第５・13 号住居跡が溝状，第 10・

35 号住居跡がほぼ平坦，第 18 号住居跡が四隅を掘り込む形状で，バラエティーに富んでいる。いずれも炭

化粒子を含む黒褐色土を埋土して構築している。主軸方向は第 42 号住居跡が N － 92°－ E，第 45 号住居跡

が N － 82°－ E と異なるが，その他の住居跡は N －３～ 14°－ E・W でほぼ同軸である。掘立柱建物跡の

主軸方向は N － 78°－ E で，第 45 号住居跡とほぼ同軸でセット関係になる可能性がある。
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　に回転ヘラ削りを施した個体がみられる。また，土師器の坏は，体部下端を回転ヘラ削りのものと，手持ち

　ヘラ削りのものの２種類，内面は黒色処理のヘラミガキを施している。甕は常総形であるが，残存率が低く

　明確な個体は少ないが，確認できたものは外面調整が共通して縦位のヘラ削りである。

　住居跡は，北竈の第１・14・21・31 号住居跡と，東竈の第３・８・23・41 号住居跡に分類できる。貼床

　は全て平坦に掘り込まれ，炭化粒子を含む黒色土もしくは黒褐色土を埋土して構築している。主軸方向は，

　N －５～ 12°－ W，N － 82 ～ 88°－ E と２つに分けられる。

Ⅵ期（10 世紀前葉）

　第６・７・９・11・22・24・30・38 号住居跡が該当する。これらの住居跡は，調査区北部にまとまっている。

　出土土器は，土師器（坏・高台付坏・甕）で，須恵器の供膳具は確認できなかった。坏は回転ヘラ切りも認

　められるが，ほとんどが回転糸切りで，内面は黒色処理され，ヘラミガキが施されている。甕は常総形で，

　外面調整は縦位のヘラ削りである。また，体部下端に横位のヘラ削りを施す個体が存在する。

　住居跡は，ほぼ東竈に統一されている。貼床は，第 22 号住居跡が平坦，第７・９号住居跡が溝状に掘り

　込まれ，炭化粒子を含む黒色土もしくは黒褐色土を埋土して構築している。主軸・長軸方向は第９・38 号

　住居跡が N －４～６°－ E，第６・７・11・22・24・30 号住居跡が N － 77 ～ 88°－ E と２つの主軸方向が

　みられる。

Ⅶ期（10 世紀中葉）

　第２号住居跡のみと住居跡が激減し，小集落の様相を示している。出土土器は土師器（坏・高台付坏・甕）

　で，坏は，回転ヘラ切りのままで，高台付坏は回転ヘラ切り後，ナデを施している。内面は，黒色処理・ヘ

第Ⅶ期（10 世紀中葉） 第Ⅷ期（10 世紀後葉以降）

ୈ 113 ਤ　藤前遺跡遺構配置図（3）

第Ⅵ期（10 世紀前葉）
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２　中世の遺構について

　当遺跡の 300 ｍ西に，佐竹義篤の子石塚宗

　義の居城といわれる石塚城が存在している。

　現存している堀跡の状況から７つの郭からな

　っていたと推測できる。当遺跡はⅦの郭と考

　えられている場所から東に位置し，石塚城に

　伴うと考えられる溝２条を確認した。２条と

　も断面形は箱薬研状で，第１号溝跡は北側と

　南側がそれぞれ調査区域外に延びているため

　全容は不明である。北部は調査区域外に少し

　窪んだ地形が第 114 図の土塁ヵとしていると

　ころまで延びているのが確認でき，南部は南

　側の調査区では確認できなかったことから，

　現存する道路の下で止まるか，東西どちらか

　にさらに延びているものと考えられる。覆土

　と断面形状は，後述する並松遺跡で確認した

　石塚城に伴う外部施設に伴う堀と考えられる

　第１号堀跡と同一であるが，第１号溝跡が幅

　162 ～ 223㎝，深さ 86㎝で，第３号溝跡が幅 ୈ 114 ਤ　中世遺構全体図・地形測量図
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　ラミガキが施されているものも見られるが少ない。住居跡は，北竈で地山を床面としている。主軸方向は N

　－ 15°－ W である。

Ⅷ期（10 世紀後葉以降）

　本期になると住居跡が確認できなくなり，第１～３・５・８・10 号掘立柱建物跡の構成となる。第１号

　掘立柱建物跡が３間×３間，第２・３号掘立柱建物跡が３間×２間，第５・８号掘立柱建物跡が２間×２間，

　第 10 号掘立柱建物跡が２間×１間と規模は大小様々である。桁行方向は，第１・２・５・10 号掘立柱建物

　跡が N －９～ 15°－ W，第３・８号掘立柱建物跡が N － 82°－ E と２つに分けられ，第３・８号掘立柱建

　物跡が東西棟，第１・２・５・10 号掘立柱建物跡が南北棟で，L 字状に配置されている。住居跡がないこ

　とから末端の役所の可能性も考えられるが，関連する遺物の出土が認められないことや両遺跡の近接地に「字

　蔵前」や「字蔵脇」という字名が残ることから，倉庫として機能していた可能性もある。

　住居内の施設は，43 軒中竈が確認できたものは 39 軒で，26 軒が北竈，13 軒が東竈，残りの４軒は竈を

　敷設していないもしくは不明である。時期別に見てみると８・９世紀では北竈が多く，10 世紀になると東

　竈にほぼ統一されている。また，第 13・16 号住居跡でみられた出入口部に関係する張り出し施設は，９世

　紀中葉以降確認できなくなる。

　床は地山を床面としているものと貼床のものがある。貼床のものは全体を平坦に掘り込んでいるもの・竈

　に対して平行して溝状に掘り込んでいるもの・四隅を掘り込んでいるものの３通りで，四隅が掘り込まれて

　いるものは２軒のみであるが，９世紀にしか確認できなかったことから，掘方からも住居跡の時期区分があ

　る程度可能なのかもしれない。今後の類例の増加を待って再検討したい。
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　137 ～ 148㎝，深さ 88㎝と規模が違うことから溝としたが，その性格は不明である。

　また，調査区の遺構確認面とほぼ同一の高さで北西部に平場が存在し，その周りには犬走り状の施設が確

　認できた。その平場の間には自然地形と考えられる V 字状の谷が存在し（第 114 図参照），この谷は地元の

　方の話では道として使用されていたもので，調査区の北側にある現道に続いており調査区の南西側から現道

　に歩いて降りていけるようになっているとのことであった。現況の地形や犬走り状の施設，南側に土塁と思

　われる高まりが存在することから竪堀として機能していた可能性もある。

　　今回，当遺跡で確認できた奈良・平安時代の住居跡と掘立柱建物跡，中世の溝跡について記述してきた。

　集落は８世紀中葉から形成されはじめ，９世紀に入ると住居軒数が増加し最盛期を迎えている。10 世紀に

　は８軒と住居軒数が減少し，10 世紀中葉を最後に集落は終焉を迎えている。また，10 世紀前葉を境に竈が

　北竈から東竈に変わっていく特徴は，今回の土器編年をするにあたり参考とした浅井哲也氏がすでに指摘し

　ていることである。

　　集落の広がりは，調査区西側を空白地帯とし８・９世紀は調査区全域に広がって確認でき，10 世紀にな

　ると台地縁辺部のみに広がっている。当遺跡から 180 ｍ南に位置する並松遺跡の集落も９世紀後葉に比定で

　き，当遺跡と同じ台地上の平坦地に形成されていることから，同一集落と考えられる。

　中世と考えられる溝跡２条についての詳細な性格は明確でないが，並松遺跡で確認した箱薬研状の第１号

　堀跡と形状・覆土が類似していることから，同時期に機能していた可能性がある。並松遺跡で確認した堀跡

　とともに外郭施設解明の一端となる遺構が確認できたことは，石塚城の縄張りを考える上で貴重な資料にな

　るものと思われる。
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・浅井哲也　「茨城県内における奈良・平安時代の土器（Ⅰ）」　『研究ノート創刊号』茨城県教育財団　1991 年７月

・浅井哲也　「茨城県内における奈良・平安時代の土器（Ⅱ）」　『研究ノート２号』茨城県教育財団　1992 年７月
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第４章　並　松　遺　跡

　　　第１節　 調 査 の 概 要

　当遺跡は，那珂西台地の北部，那珂川右岸の標高 46 ｍほどの台地端部に立地している。調査面積は 1,435㎡

で，調査前の現況は畑地と林である。

　今回の調査で，平安時代の竪穴住居跡４軒，中世の堀跡１条，時期不明の土坑３基，溝跡２条を確認した。

　遺物は，遺物収納コンテナ（60 × 40 × 20㎝）に２箱出土している。主な出土遺物は，縄文土器（深鉢），

土師器（坏・高台付坏・鉢・甕・甑），須恵器（坏・高台付坏・甕・壺・瓶），土師質土器（内耳鍋・火鉢ヵ），

瓦質土器（鉢・火鉢・鍋），陶器（皿・碗・蓋），石器（砥石），金属製品（鍬先，不明）などである。

　　　第２節　 遺 構 と 遺 物

１　平安時代の遺構と遺物

　　今回の調査で確認した当時代の遺構は， 住居跡４軒である。以下，それぞれの遺構の特徴と遺物について

　記述する。

　竪穴住居跡

ୈ̍߸ॅډ੻（第 115 図）

Ґஔ　調査区北東部の G ２g2 区，標高 45.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　北部と西部が調査区域外に延びているため，東西軸はܗ໛ͱن 2.27 ｍで，南北軸は 1.30 ｍしか確認でき

なかった。平面形は，方形もしくは長方形と推定される。壁高は 12㎝で，外傾して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。

෴౔　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。

౔૚ղઆ
１　黒 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ୈ 115 ਤ　第１号住居跡実測図
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ɹୈ̎߸ॅډ੻（第 116・117 図）

Ґஔ　調査区中央部の西寄り H ２b3 区，標高 45.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.42 ｍ，短軸 3.40 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 12 －゚Ｗである。壁高は 20㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。貼床は全体をほぼ平坦に掘り

込み，ロームブロック・炭化粒子を含む黒褐色土・褐色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁中央部に付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 106㎝で，燃焼部幅は 50㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第５・６層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は

確認できなかった。煙道部は壁外に 40㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 25 点（甕類），須恵器片４点（壺１，甕３），鉄製品１点（不明）が出土している。また，

混入した陶器片１点（碗）も出土している。遺物は細片のため図示できない。

ॴݟ　時期は，出土土器片と主軸方向から９世紀後葉に比定できる。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 色　炭化粒子少量，ロームブロック・焼土粒子・粘土
　　　　　　　　粒子微量
２　黒 褐 色　焼土ブロック中量，ロームブロック少量
３　暗 赤 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック少量
４　暗 赤 褐 色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

５　黒 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
６　黒 褐 色　焼土ブロック中量，ローム粒子少量
７　暗 赤 褐 色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
８　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・砂粒少量

ୈ 116 ਤ　第２号住居跡実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 57 点（坏４，甕類 53），須恵器片 10 点（坏７，高台付坏２，甕１）が出土している。

また，流れ込んだ陶器片２点（碗）も出土している。４は西壁際の床面，１は北西コーナー部，TP １は西壁

寄りの覆土下層，２・３・５・７は覆土中，６は竈の覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２　黒 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
３　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量

４　褐 色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

ϐοτ　深さ 12㎝で，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

෴౔　２層に分層できる。各層にロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第３・４層は，貼

床の構築土である。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

１ 土師器 坏 ［13.0］ 3.8 5.0 長石・雲母・赤
色粒子 にぶい黄橙 普通 内面ヘラミガキ　底部回転ヘラ削り 覆土下層 30％　PL36

２ 土師器 坏 － （2.7） － 長石・雲母・赤
色粒子 にぶい黄橙 普通 体部外面に横位の墨書　内面ヘラミガキ 覆土中 ５％　

３ 須恵器 坏 ［13.8］ （3.9） － 石英 灰 普通 体部ロクロナデ 覆土中 ５％　

４ 須恵器 高台付坏 ［13.8］ （4.1） － 長石・石英 灰 普通 体部ロクロナデ 床面 20％　

５ 須恵器 高台付坏 － （3.8） － 長石・石英 灰 普通 体部ロクロナデ 覆土中 ５％　

６ 土師器 甕 ［20.0］ （5.0） － 長石・石英・黒色
粒子・赤色粒子 橙 普通 器面剥落により調整痕不明　内面ヘラナデ 竈覆土中 ５％　

７ 土師器 甕 ［21.8］ （3.8） － 長石・石英・黒色
粒子・赤色粒子 橙 普通 器面剥落により調整痕不明　内面ヘラナデ 覆土中 ５％

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP １ 須恵器 甕  長石・石英・雲母 にぶい褐  体部横位の平行叩き 覆土下層

第２号住居跡出土遺物観察表（第 117 図）

ฒদҨ੻

ୈ 117 ਤ　第２号住居跡出土遺物実測図
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ɹୈ̏߸ॅډ੻（第 118・119 図）

Ґஔ　調査区中央部の西寄り H ２b4 区，標高 45.4 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.67 ｍ，短軸 3.36 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 15 －゚Ｗである。壁高は 15㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，確認できた範囲では壁際を除いて踏み固められている。貼床は全体をほぼ平坦に掘り

込み，ロームブロック・炭化粒子を含む黒色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁の東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 103㎝で，燃焼部幅は 50㎝である。袖部は，

床面に粘土を主体とした第３・４層を積み上げて構築されている。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は

確認できなかった。煙道部は壁外に 44㎝掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　黒 色　炭化粒子極少量，ロームブロック・焼土ブロック
　　　　　　　　微量
２　黒 褐 色　ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
３　黒 褐 色 粘土粒子少量，ロームブロック・焼土ブロック微量

４　褐 色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
５　黒 褐 色　粘土ブロック少量，ロームブロック・焼土ブロッ
　　　　　　　　ク・炭化粒子微量
６　黒 褐 色　炭化粒子多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

෴౔　単一層である。層厚が薄いため，堆積状況は不明である。第２層は，貼床の構築土である。

౔૚ղઆ 
１　黒 色　ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２　黒 色　ロームブロック・炭化粒子中量，焼土粒子微量

ୈ 118 ਤ　第３号住居跡実測図
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Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 76 点（坏５，甕類 70，鉢１），須恵器片 10 点（坏６，高台付坏２，甕１，壺１），

鉄製品１点（鍬先）が出土している。また，混入した陶器片４点（碗３，蓋１）も出土している。８は北東部

の覆土中から，９と TP ２は北東部の貼床構築土からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

８ 須恵器 高台付坏 ［14.7］ （3.5） － 長石・石英・針
状鉱物 灰黄褐 普通 体部ロクロナデ　 覆土中 10％　

９ 土師器 鉢 － （0.8） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 底部内面ヘラミガキ　底部回転ヘラ切り後，ナデ 掘方 35％　

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ２ 須恵器 甕  長石・石英・黒色粒子 黄灰  体部縦位の平行叩き 掘方

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

M １ 鍬先 8.7 9.3 1.2 82.7 鉄 U 字形の風呂鍬　V 字状の接合部 覆土中  PL36

ɹୈ̐߸ॅډ੻（第 120 図）

Ґஔ　調査区南西部の H ２i3 区，標高 45.0 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　長軸ܗ໛ͱن 3.36 ｍ，短軸 3.13 ｍの方形で，主軸方向はＮ－ 17 －゚Ｗである。壁高は 15㎝で，壁は外傾

して立ち上がっている。

চɹほぼ平坦な貼床で，硬化面は確認できなかった。貼床は全体をほぼ平坦に掘り込み，炭化粒子を含む黒褐

色土を埋土して構築している。

ᜱ　北壁のやや東寄りに付設されている。規模は焚口部から煙道部まで 71㎝で，燃焼部幅は袖が確認できな

かったため不明である。火床部は床面とほぼ同じ高さで，火床面は確認できなかった。煙道部は壁外に 46㎝

掘り込まれ，火床部から外傾して立ち上がっている。

ᜱ౔૚ղઆ 
１　灰 褐 色　黒色土ブロック・焼土粒子中量
２　にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
３　暗 赤 褐 色　ロームブロック中量，焼土ブロック微量
４　暗 褐 色　黒色土ブロック中量，ロームブロック・焼土粒子・
　　　　　　　　炭化粒子微量
５　黒 色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土ブロック微量

６　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
７　褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック微量
８　黒 色　炭化粒子多量，ロームブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　今市七本桜パミス微量
９　褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量，焼土粒子極微量

第３号住居跡出土遺物観察表（第 119 図）

ฒদҨ੻

ୈ 119 ਤ　第３号住居跡出土遺物実測図
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౔૚ղઆ 
１　黒 色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，粘土ブロック・
　　　　　　　　焼土粒子微量
２　黒 色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量
３　黒 褐 色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・今市七本
　　　　　　　　桜パミス微量

４　黒 褐 色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量
５　黒 褐 色　炭化粒子中量，ロームブロック・焼土粒子・今市
　　　　　　　　七本桜パミス微量

෴౔　４層に分層できる。ロームブロックと粘土ブロックを含んでいることから埋め戻されている。第５層は，

貼床の構築土である。

ϐοτ　深さ 20㎝で，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

ୈ 120 ਤ　第４号住居跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

10 土師器 坏 ［13.2］ 3.6 ［5.4］ 長石・石英・赤
色粒子 にぶい橙 普通 体部下端回転ヘラ削り　体部内面ヘラミガキ　底部回転

ヘラ切り 覆土中 50％　PL36

11 須恵器 坏 ［13.8］ 5.6 ［6.4］ 長石・石英 灰 普通 ロクロ成形　底部回転ヘラ切り後ナデ 床面 30％　PL36

12 須恵器 坏 － （3.8） ［7.0］ 長石・石英 灰 普通 ロクロ成形　底部回転ヘラ切り後ナデ 竈覆土中 20％　PL36

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ３ 土師器 甕 長石・石英・赤色粒子 灰褐  体部内面ハケナデ 覆土中

TP ４ 須恵器 甕 長石・黒色粒子 褐灰
灰黄褐  体部外面自然釉 覆土中

表８　平安時代住居跡一覧表

第４号住居跡出土遺物観察表（第 120 図）

Ґஔ　調査区南東部の H ２i6 区から H ２d9 区にかけての標高 45.0 ｍの台地平坦部に位置している。

ঢ়　北東側と南西側が調査区域外へ延びているため，長さܗ໛ͱن 24.65 ｍしか確認できなかった。北東方向

（Ｎ－ 33 －゚Ｅ）に直線状に延びている。上幅 3.63 ～ 3.96 ｍ，下幅 0.22 ～ 0.47 ｍ，深さ 186㎝である。断面形

は箱薬研状で，壁は傾斜して立ち上がっている。

෴౔　13 層に分層できる。第１～ 10 層はロームブロックを含んでいることから埋め戻されている。第 11 ～

13 層は，ロームブロックを含んでいるが周囲から流れ込んだ状況を示すことから自然堆積と考えられる。

２　中世の遺構と遺物

ɹୈ̍߸ງ੻（第 121・126 図）

౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子極微量
２　暗 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３　黒 色　ロームブロック多量，炭化粒子極微量
４　黒 褐 色　ロームブロック中量，焼土粒子微量，炭化粒子極
　　　　　　　　微量
５　黒 褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子微量
６　黒 色　ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子・
　　　　　　　　白色粒子微量
７　黒 褐 色　ロームブロック・炭化粒子少量

８　褐 色　ロームブロック少量，炭化粒子極微量
９　暗 褐 色　ロームブロック中量，白色粒子微量，黒色土ブロッ
　　　　　　　　ク・焼土粒子・炭化粒子極微量
10　褐 色　ロームブロック中量，黒色土ブロック少量，焼土
　　　　　　　　粒子・炭化粒子・白色粒子微量
11　褐 色　ロームブロック少量，黒色土ブロック・白色粒子
　　　　　　　　微量
12　明 褐 色　ロームブロック多量，今市七本桜パミス少量
13　黒 色　ロームブロック・炭化粒子微量

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片 71 点（坏２，甕類 69），須恵器片３点（坏２，甕１），鉄製品１点（不明）が出土し

ている。また，混入した陶磁器片１点も出土している。11 は南壁寄りの床面から，10，TP ３・４は南西部，

12 は竈の覆土中からそれぞれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世紀後葉に比定できる。

Ҩ෺ग़౔ঢ়گ　土師器片９点（甕），須恵器片６点（蓋１，甕５），土師質土器片３点（皿１，内耳鍋１，火鉢ヵ１），

番号 位置 主軸方向 平面形
規　模

壁高（㎝） 床面 壁溝
内　部　施　設

覆土 主な出土遺物 時　期
備　考

重複関係 
（古→新）長軸×短軸（ｍ） 主柱穴出入口ピット炉・竈貯蔵穴

１ Ｇ２g2 － ［方形・
長方形］ （2.27）×（1.30） 12 地山 － － － － － － 不明 土師器・須恵器・鉄

製品 ９世紀後葉

２ Ｈ２b3 N － 12°－ W 方形 3.42×3.40 20 貼床 － － 1 － 1 － 人為 土師器・須恵器 ９世紀後葉

３ Ｈ２b4 N － 15°－ W 方形 3.67×3.36 15 貼床 － － － － 1 － 不明 土師器・須恵器・鉄
製品 ９世紀後葉

４ Ｈ２i3 N － 17°－ W 方形 3.36×3.13 15 貼床 － － 1 － 1 － 人為 土師器・須恵器・鉄
製品 ９世紀後葉

　堀跡

ฒদҨ੻
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瓦質土器片４点（鍋２，火鉢２），陶器片４点（皿１，擂鉢３），磁器片１点（碗），石器１点（砥石），鉄製品

１点（不明），馬歯 8 本が出土している。内耳鍋・馬歯は，覆土中層から出土している。馬の推定年齢は２～

３歳で，すべて上顎歯である。

ॴݟ　時期は，出土土器から中世に比定できる。近接して石塚城が所在していることから，石塚城の外堀に

あたるものと考えられる。また，堀は掘り直しが行なわれている。

ୈ 121 ਤ　第１号堀跡・出土遺物実測図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

13 土師質土器 皿 〔12.0〕 2.7 〔6.0〕 長石・石英・雲母・
針状鉱物 にぶい橙 普通 ロクロ成形　底部回転糸切り 覆土中 10％ PL36

14 土師質土器 内耳鍋 － （6.2） － 長石・石英・赤色
粒子

黒
にぶい褐 普通 外面煤付着　耳部ナデ 覆土中層 ５％

15 土師質土器 火鉢ヵ 〔32.0〕 （3.9） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 口縁部外・内面ナデ 覆土中層

16 陶器 皿 〔10.8〕 2.8 〔3.0〕 精良　灰釉 灰白
にぶい黄橙 良好 ロクロ成形　外・内面長石釉施釉 覆土中 志野 PL36

17 磁器 碗 － （3.7） － 精良 灰白 良好 外面草花の染付 覆土中

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Q ２ 砥石 （2.5） （2.3） 0.4 （3.38） 凝灰岩 砥面２面 覆土中

３　その他の遺構と遺物

　　伴う遺物が出土していないため，時期と性格が明らかにできない土坑３基と溝跡２条については実測図と

　一覧表を掲載する。

　（1）土坑（第 122 図）

第１号堀跡出土遺物観察表（第 121 図）

番号 器　種 歯冠高 歯冠幅 特　　　　徴 出土位置 備　考

N １ 馬歯 7.5 2.3 上顎部の臼歯　エナメル質若干遺存　２～３歳馬 覆土中層  PL36

N ２ 馬歯 7.5 2.1 上顎部の臼歯　エナメル質若干遺存　２～３歳馬 覆土中層  PL36

N ３ 馬歯 4.7 1.2 上顎部の臼歯　２～３歳馬　 覆土中層  PL36

N ４ 馬歯 5.2 1.5 上顎部の臼歯　エナメル質若干遺存　２～３歳馬 覆土中層  PL36

N ５ 馬歯 4.6 1.5 上顎部の臼歯　エナメル質若干遺存　２～３歳馬 覆土中層  PL36

N ６ 馬歯 5.8 1.9 上顎部の臼歯　エナメル質若干遺存　２～３歳馬 覆土中層  PL36

N ７ 馬歯 6.8 2.2 上顎部の臼歯　エナメル質若干遺存　２～３歳馬 覆土中層  PL36

N ８ 馬歯 6.1 2.0 上顎部の臼歯　エナメル質若干遺存　２～３歳馬 覆土中層  PL36

ฒদҨ੻

ୈ 122 ਤ　その他の土坑実測図
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ୈ̍߸౔޵౔૚ղઆ
１　灰 褐 色　白色粒子中量，ロームブロック・赤色粒子少量
２　褐 色　白色粒子・赤色粒子少量，ロームブロック微量
３　褐 色　赤色粒子少量，ロームブロック・白色粒子微量　

ୈ̏߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 色　白色粒子中量，ロームブロック少量，焼土粒子・
　　　　　　　　炭化粒子極微量
２　灰 黄 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

ୈ̑߸౔޵౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　砂粒中量，ローム粒子・焼土粒子微量
２　黒 褐 色　砂粒少量，ローム粒子微量
３　にぶい黄褐色　ロームブロック中量，砂粒少量
４　暗 褐 色　焼土ブロック・ローム粒子少量，砂粒微量
５　暗 褐 色　ロームブロック中量

番号 位 置 長径方向 平面形
規　　　　模

底　面 壁　面 覆　土 主な出土遺物 備　考
重複関係（古→新）長径×短径（ｍ） 深さ（㎝）

１ Ｈ２f4 N － 80°－ E 楕円形 1.68 × 1.41 54 皿状 緩斜 人為 －

３ Ｇ２j2 N － 12°－ E 楕円形 1.15 × 1.03 32 皿状 緩斜 人為 －

５ Ｈ２i8 N － 84°－ W 楕円形 1.81 × 1.30 40 皿状 緩斜 人為 －

ɹɹɹ土層断面図と土層解説について掲載する。規模等については一覧表で，平面図については全体図を参照

　　されたい。

　（2） 溝跡（第 123・126 図）

ୈ̎߸ߔ੻౔૚ղઆ
１　黒 色　炭化粒子・砂粒少量，ロームブロック微量

ୈ̏߸ߔ੻౔૚ղઆ
１　黒 褐 色　ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

番号 位置 方　向 形　状
　規　　模

　断面　 覆土 底面 主な出土遺物
備　　　　考

長さ（ｍ）上幅（㎝）下幅（㎝）深さ（㎝） 新旧関係（古→新）

２ H ２c8 N － 68°－ W 直線 （3.46） 48 29 20 U 字状 人為 平坦 土師器・須恵器・瓦質土器  SD3 →本跡

３ H ２c8 N － 75°－ E 直線 （1.97） 43 24 10 U 字状 人為 平坦 －  本跡→ SD2

　（3） 遺構外出土遺物（第 124 図）

　　　遺構に伴わない主な遺物について，特徴的なものを実測図及び観察表で掲載する。  

表９　その他の土坑一覧表

表 10　その他の溝跡一覧表

ୈ 123 ਤ　第２・３号溝跡土層断面図
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番号 種　別 器種 口径 器高 底径 胎　土 色　調 焼成 手　法　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

18 須恵器 坏 － （1.9） ［7.0］ 長石・石英・赤
色粒子 黄灰 普通 底部ヘラ切り 第 1 号堀跡

19 須恵器 蓋 － （2.2） － 長石・石英・黒
色粒子 灰黄褐 普通 天井部左回りの回転ヘラ削り後，つまみ貼り付け 第 1 号堀跡

20 土師質土器 火鉢ヵ ［39.4］ （6.2） － 長石・石英・細
礫 褐灰 普通 内面ナデ整形  表土

番号 種　別 器種 胎　　土 色　調 文　様　の　特　徴　ほ　か 出土位置 備　考

TP ５ 縄文土器 深鉢 長石・石英 にぶい黄橙  縄文施文　沈線  表土

番号 器　種 長さ 幅 厚さ 重量 材　　質 特　　　　徴 出土位置 備　考

Q ３ 石鏃 （2.9） 1.6 0.4 （1.40） チャート 両面押圧剥離 第 1 号堀跡

Q ４ 剥片 5.6 3.9 1.4 24.0 チャート 未製品　片面一部押圧剥離 第 1 号堀跡

Q ５ 剥片ヵ 2.4 1.5 0.8 3.3 白瑪瑙 一部打痕あり  表土

　　　第３節  ま        と        め

　並松遺跡では平安時代の竪穴住居跡４軒，中世の堀跡１条，時期不明の土坑３基，溝跡２条が確認された。

ここでは，住居跡の特徴や堀の性格について若干の考察を加えまとめとしたい。

遺構外出土遺物観察表（第 124 図）

ฒদҨ੻

ୈ 124 ਤ　遺構外出土遺物実測図
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１　住居跡について

　　確認できた住居跡は４軒とも９世紀後葉に比定できるものである。いずれも主軸方向は N － 12 ～ 17°－

　W に収まり，第２・３号住居跡は隣接しているが，他は点在している。

　　住居跡の掘り込みは全体的に浅く，柱穴は住居内では検出できなかったため，壁外を精査して確認したが

　確認できなかった。第４号住居跡の出入り口ピットは確認できたが，第２号住居跡のものは柱の穴よりも広

　く掘り拡げられており，藤前遺跡のものと同じ形態を示している。

　　竈はほとんど壊れており，袖部が残存しているものは第２・３号住居跡のものだけで，床面の上に砂質粘

　土を積み上げて構築している。藤前遺跡で見られたような袖部に焼成した粘土塊を基部として用いているも

　のは確認できなかった。

ୈ 125 ਤ　石塚城見取図（常北町史より一部加筆転用）

　特徴や規模，時期などをみても藤

前遺跡と大きな違いが認められない

ことや，藤前遺跡とは100ｍほどし

か離れていないことから，同一の集

落と考えられる。

２　堀跡について

　今回の調査区は石塚城のⅦ郭の東

側にあたり，字御城，字御城東，字

蔵前といった地名が残る地域であ

る。

　調査区の南東部で確認できた第

１号堀跡は，上幅が最大で 3.96 ｍ，

深さ 1.86 ｍの断面が箱薬研状を呈

する堀である。この堀は現存する農

道と同軸に直線状に延びており，調

査区の北東方にある住宅の壁際に堀

跡の可能性がある皿状の窪みが確認

できた。

　現存する堀跡からみると，石塚城

は七つの郭で構成されている１）。Ⅰ

郭の本丸跡を中心として，Ⅱ・Ⅲ・

Ⅳ郭までが内郭，Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ郭が外

郭施設として考えられており（第

125 図参照），現存する堀幅は，約 10 ｍを測ることから今回確認できた堀の倍以上の幅のものである。確認

できた堀は，調査区の上部は耕作によって撹乱されており，当時はもう少し幅のある堀跡であった可能性が

ある。現地の住人の話では，確認できた第１号堀跡は北東に直線的に延び，藤前遺跡の中央部を通る道路に

ぶつかり，L 字状に道路と同方向に残っていたとのことである。

　遺物の出土量が少ないため時期は明確にできないが，土師質土器のほか，志野焼の皿や内耳鍋が出土して

いることから中世の堀跡と考えられ，石塚城の外郭施設に伴う堀跡と考えられる。
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註
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・常北町史編さん委員会『常北町史』常北町　1988 年３月
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　以上，簡単にまとめたが，石塚城の堀跡とすれば，『常北町史』にも記載されていない新発見の資料であり，

石塚城の縄張りなど城館の全様を知る一端となるであろう。
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藤 前 遺 跡
並 松 遺 跡

藤前・並松遺跡



PL  1

藤前遺跡全景（平成21・22年度空撮写真を合成）



PL  2

第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 １ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL  3

藤 前 遺 跡

第 ４ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ５ 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 ６ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL  4

第９・32号住居跡

完 掘 状 況

第 ７ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 ８ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL  5

藤 前 遺 跡

第 10 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 11 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 13 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL  6

第 16 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 14 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 15 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL  7

藤 前 遺 跡

第 16 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 17 号 住 居 跡

遺物出土状 況（１）

第 17 号 住 居 跡

遺物出土状況（２）



PL  8

第 17 号 住 居 跡

遺物出土状況（５）

第 17 号 住 居 跡

遺物出土状況（３）

第 17 号 住 居 跡

遺物出土状況（４）



PL  9

藤 前 遺 跡

第 17 号 住 居 跡

遺物出土状況（６）

第 17 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第18Ａ 号 住 居 跡

ピット2遺物出土状況



PL  10

第 19 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第18Ａ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第18Ｂ 号 住 居 跡

完 掘 状 況



PL  11

藤 前 遺 跡

第 20 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 21 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 23 号 住 居 跡

完 掘 状 況
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第 26 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 24 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第25・27号住居跡

完 掘 状 況
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藤 前 遺 跡

第 28 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況

第 28 号 住 居 跡

掘 方 完 掘 状 況

第 29 号 住 居 跡

竈 完 掘 状 況



PL  14

第 36 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 29 号 住 居 跡

堀 方 完 掘 状 況

第 35 号 住 居 跡

完 掘 状 況
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藤 前 遺 跡

第 38 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 39 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 40 号 住 居 跡

遺 物 出 土 状 況
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第 43 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 41 号 住 居 跡

完 掘 状 況

第 42 号 住 居 跡

完 掘 状 況
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藤 前 遺 跡

第１号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第３号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第４号掘立柱建物跡

完 掘 状 況
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第７号掘立柱建物跡

第 ６ 号 土 坑

完 掘 状 況

第５号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第６号掘立柱建物跡

完 掘 状 況
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藤 前 遺 跡

第８号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第10号掘立柱建物跡

完 掘 状 況

第 １ 号 溝 跡

完 掘 状 況
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第 １ 号 溝 跡

土 層 断 面

第 ３ 号 溝 跡

完 掘 状 況

第 3 号 溝 跡

完 掘 状 況

（ 上 空 か ら ）
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藤 前 遺 跡

SI １-１

第１・２・７・８・11・14・22・42号住居跡，遺構外出土遺物

SI ８-39 SI 11-56

SI 11-60SI 11-58

SI 42-173SI 11-65

遺構外-199 SI 22-136

遺構外-200SI 42-172

SI ２-７

遺構外-196 SI ２-６

SI 11-57

SI 11-61

SI ７-37

SI 14-71
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SI 19-115 SB６-188SI 18A-109

SI 10-43

SI 42-170SI 20-123

SI ５-29SI 20-125

SI 13-68SI 10-44

SB9-189

SI 17-81 SI 17-82 SI 17-83

SI 17-84

SI 10-42

SI 20-124SI 19-116

第５・10・13・17・18A・19・20・42号住居跡，第６・９号掘立柱建物跡出土遺物
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藤 前 遺 跡

SI 29-145

SI ５-28

SI 17-99

SI 40-163

SI 17-88

SI 20-127

SI 11-66

SI ４-18

SI 28-142SI 40-161

SI 20-126SI 18A-111

SI 18A-112 SK８-193

第４・５・11・17・18A・20・28・29・40号住居跡，第８号土坑出土遺物
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SI 18A-108

SI 11-63 SI 42-167

SI 11-59 SK８-191SI 18A-110

SI 23-138

SI 42-168

SI 11-64SI 14-73

第11・14・18A・23・42号住居跡，第８号土坑出土遺物
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藤 前 遺 跡

SI １-３

SI 17-96

SI 13-70

SI ５-30

SI ４-26

SI 18A-113

第１・４・５・10・13・17・18A号住居跡出土遺物

SI 10-49
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SI 10-51

SI 19-120

SI 20-129SI 10-50

SI 19-119

SI 24-140

第10・19・20・24号住居跡出土遺物
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藤 前 遺 跡

SI 45-186

SI 20-130 SI 28-143

SI ４-27

SI 22-137 SI 35-154

第４・20・22・28・35・45号住居跡出土遺物
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SI 17-95

SI 40-164

SI 17-94

遺構外-204

SI 28-144SI ５-32

遺構外-TP24

遺構外-TP21

遺構外-TP18 遺構外-TP19

遺構外-TP22遺構外-TP23

SI 10-52

遺構外-201

遺構外-202

遺構外-TP20

第５・10・17・28・40号住居跡，遺構外出土遺物
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藤 前 遺 跡

SI 14-TP11
SI 14-TP12

SI ６-TP５

SI 11-TP8

SI 14-TP10

SI 41-TP17

SI ４-TP２

SI ５-TP４ SI 11-TP９

SI 17-TP14

SI ２-TP１

SI ５-TP3

SI 36-TP16

SI 10-TP７

SI ７-TP６

SI 16-TP13

SI 35-TP15

第２・４・５・６・７・10・11・14・16・17・35・36・41号住居跡出土遺物
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SI 35-DP21

第５・６・８・９・10・22・30・35・41・42・43号住居跡，第８・23号土坑，遺構外出土遺物

SI ８-DP12

SK８-DP39SI 43-DP38

SI 41-DP22～DP36

SI ５-DP１～DP10

SI 30-DP19

SI 42
DP37

SI 22
DP18

SI ６
DP11

SI 22
DP17

SI 10
DP14

遺構外
DP43

SK23
DP40

SI ９
DP13

遺構外
DP42

SK23
DP41
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藤 前 遺 跡

遺構外-Q11

遺構外-Q12

遺構外-Q９

遺構外-Q８

SI 40-Q６

SI 18A-Q３

SI 22-Q４ 遺構外-Q14

遺構外-Q13

SI 22-Q５SI 17-Q２

第17・18A・22・40号住居跡，遺構外出土遺物
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SI 17-M21

SI １-M８

SI １-M９

SI 11-M15

SI 14-M18

SI １-M７

SI 45-M29

SI 14-M19

SI 22-M25

SI １-M６

SI １-M10

第１・11・14・17・22・45号住居跡出土遺物
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藤 前 遺 跡

SI 19-M23

SK８-M30

SI 11-M14

SI 26-M26

SI ４-M11

SI 13-M16

SI ８-M13

SI １-M３

SI 16-M20

SI １-M４

SI ５-M12

SI １-M２

SI １-M１

第１・４・５・８・11・13・16・19・26号住居跡，第８号土坑出土遺物
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第 ３ 号 住 居 跡

完 掘 状 況

並 松 遺 跡

全 景

第 ２ 号 住 居 跡

完 掘 状 況
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並 松 遺 跡

第 ４ 号 住 居 跡

完 堀 状 況

第 １ 号 堀 跡

完 掘 状 況

（ 上 空 か ら ）

第 １ 号 堀 跡

土 層 断 面
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SI ２-１

第２・３・４号住居跡，第１号堀跡出土遺物

SI ４-11

SI ４-10

SI ４-12

第1号堀跡-13第1号堀跡-16

第1号堀跡-Ｎ１ Ｎ2 Ｎ3 Ｎ4 Ｎ5 Ｎ6 Ｎ7 Ｎ8

SI ３-Ｍ１
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; り が な
所 収 遺 跡

; り が な
所 在 地

コ ー υ 北 Ң 東 ܦ 標 高 調 査 期 間 調 査 面 積 調 査 原 Ҽ

藤
;じ

前
まえ

遺
い

跡
せき

茨
いばら

城
き

県
け ん
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城
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ཬ
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ば ん

地
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08306
－
057

36 度
48 分
55 ඵ

140 度
38 分
06 ඵ

46 ｍ

20100104

～

20100331
20100701

～

20100831

4,636 ㎡

2,228 ㎡
一ൠࠃ道 123 号ܡ
常北バΠパス整備
事業に伴う事前調

査

並
なみ

松
まつ

遺
い

跡
せき

茨
いばら

城
き

県
け ん

東
ͻがし

茨
い ば

城
ら き

܊
͙ ん

城
し ろ

ཬ
さ と

町
ま ち

石
い し

塚
ͮ か

1629 番
ば ん

地
ち

ほか

08306
－
058

36 度
48 分
39 ඵ

140 度
38 分
05 ඵ

46 ｍ
20100104

～

20100331
1,435 ㎡

所 収 遺 跡 名 種 別 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 ߲

藤前遺跡 集 落 跡 奈 良・ 平 安 竪穴住居跡　　　　　 43 軒
掘立柱建物跡　　　　10 棟
土坑　　　　　　　　 ３基
不明遺構　　　　　 １か所

土師器（坏・高台付坏・鉢・甕・甑）
須恵器（坏・高台付坏・皿・蓋・盤・
甕・壺・瓶）
土製品（管状土錘・羽口）
石器（砥石・紡錘車）
金属製品（刀子・斧・鎌・釘・閂ヵ・
鍵ヵ・鉇・鉸具）

須恵器・土師器の

ほか刀子・斧・鉇

などの鉄製品が多

数出土している。

城 館 跡 中 世 溝跡　　　　　　　　 ２条 土師質土器（皿）

そ の 他 時 期 不 明 土 坑　　　　　　　　24 基
溝 跡　　　　　　　 ４ 条
柵列跡　　　　　　 １か所
ピット群　　　　　 ４か所

土師器（坏・高台付坏・鉢・甕・甑）
須恵器（坏・高台付坏・甕・壺・瓶）
土師質土器（皿）

並松遺跡 集 落 跡 平 安 竪穴住居跡　　　　　 ４軒 土師器（坏・鉢・甕・甑）
須恵器（坏・高台付坏・甕・壺）
金属製品（鍬先・不明）

第１号堀跡は，こ
れまで判明してい
なかった堀跡で，
中世石塚城の外堀
跡の可能性があり，
中世の石塚城の縄
張りを知る貴重な
資料になると考え
られる。

城 館 跡 中 世 堀跡　　　　　　　　 １条 土師質土器（皿・鍋）
瓦質土器（内耳鍋・鍋・火鉢）
陶磁器（皿・碗・擂鉢）
石器・石製品（砥石）
（馬歯）ࠎ्

そ の 他 時 期 不 明 土 坑　　　　　　　　 ３ 基
溝 跡　　　　　　　　 ２ 条

土師器（坏）
須恵器（壺）
瓦質土器（鍋）

要 約 　藤前遺跡では，奈良・平安時代の住居跡 43 軒と掘立柱建物跡 10 棟，中世の石塚城に伴うものと考えられる溝跡２条

を確認した。集落跡は９世紀中葉から後葉にかけて最盛期を迎え，10 世紀中葉を最後に్ઈえている。掘立柱建物跡は，

遺跡の近くの字名に「字蔵前」・「字蔵脇」という地名が存在することから，倉庫の可能性がある。

　並松遺跡では，平安時代の住居跡４軒と石塚城の外堀と考えられる堀跡を１条確認した。

　両遺跡は同一台地上に隣接しており，確認されている遺構も同時期であることから同一集落と考えられる。
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